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ご加入の内容等に関する重要な事項のうち、特に確認いただきたい事項および

特に注意いただきたい事項等を記載しています。

お申込み前に必ずお読みいただき、内容をご確認・ご了解のうえ、お申込みください。



※死亡保険金・高度障がい保険金のいずれかのお支払いがある場合、保障は終了します。
死亡保険金と高度障がい保険金を重複してお支払いすることはありません。

（＊）その被保険者についてこの保険契約上の責任が開始した日をいい、増額部分については「加入日」を「増額
日」と読替えます。

主な保障内容

保険期間中に、死亡された場合

保険期間中に、加入日（＊）以後の病気やケガによって、所定の高度障がい状態に
なられた場合高度障がい保険金 

死 亡 保 険 金主
契
約

●この保険は、団体を契約者とし、その所属員等のうち希望される方に加入いただく団体保険です。
●保険期間１年の定期保険で、原則として、加入資格を満たすかぎり、更新により継続して加入いただくことが

できます。
●ご加入者（被保険者）の死亡・高度障がいに対する保障を確保できます。
●保険料は毎年算出し、更新日から適用します。
●受取人の希望により、保険金を一時金として受取るだけでなく、年金払として受取ることを選択いただくことが

できます。

この保険の特徴

この「契約概要」は、ご加入の内容等に関する重要な事項のうち、特に確認いただきたい事項を記載しております。
お申込み前に必ずお読みいただき、内容をご確認・ご了解のうえ、お申込みください。
また、「契約概要」に記載の保障内容等は、概要を示しています。
その他詳細につきましては、パンフレット・「注意喚起情報」・「正しく告知いただくために」等をご参照ください。

ご自身が選択された保障額・保険料、および、その他の商品内容がニーズ（ご意向）に合致しているか、
お申込み前に必ずご確認ください。

主契約

保険期間1年

加入日 更新日

更新

保険期間1年

更新日 更新日

更新

保険期間1年

原則として、加入資
格を満たすかぎり、
更新により継続して
加入いただくことが
できます。

●以下の場合に、保険金をお支払いします。

ライフサポートプラン　ご契約の概要について（契約概要）
団体定期保険

しくみ図（イメージ）
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●当制度は、契約者である団体が生命保険会社と締結
した団体定期保険契約に基づいて運営します。

●この団体定期保険契約が共同取扱契約の場合（この
団体定期保険契約を複数の引受保険会社でお引受
けしている場合）は、幹事会社が他の引受保険会社か
ら委任を受けて事務を行いますが、引受保険会社は
それぞれの引受割合に応じて保険契約上の権利を有
し義務を負い、相互に連帯して責任を負うものでは
ありません。なお、将来引受保険会社および引受割
合は変更することがあります。

●詳細は、パンフレット等の該当箇所をご確認ください。

制度運営および引受保険会社

●保険料は、毎年の更新時に、ご加入者（被保険者）の
加入状況等に基づき、契約（団体）ごとに算出し、変更
します。

●詳細は、パンフレット等の該当箇所をご確認ください。

保障額と保険料

●詳細は、パンフレット等の該当箇所をご確認ください。

保険期間

●詳細は、パンフレット等の該当箇所をご確認ください。

加入資格

●１年ごとに収支計算を行い、剰余金が生じた場合は、
配当金をお受取りになれます。配当金のお受取りが
ある場合、実質負担額（年間払込保険料から配当金を
控除した金額）が軽減されます。
※ご加入や脱退の時期等により配当金をお受取りに

なれない場合があります。
●詳細は、パンフレット等の該当箇所をご確認ください。

配当金

●詳細は、パンフレット等の該当箇所をご確認ください。

受取人

●この保険契約には、被保険者が脱退された場合の払
戻金はありません。

脱退による払戻金

●募集期間中のお問合せにつきましては、パンフレット
等に記載の団体保険コールセンターまでお問合せく
ださい。募集期間後のご照会・苦情につきましては、
同じくパンフレット等に記載の団体窓口までお問合
せください。（なお、募集期間後の引受保険会社への
ご要望・苦情につきましては、同じくパンフレット等
に記載の日本生命窓口までご連絡ください。）

●この商品に係る指定紛争解決機関は一般社団法人
生命保険協会です。詳細につきましては、「注意喚起
情報」をご覧ください。

ご相談窓口・指定紛争解決機関

契約者   JTB共済組合　　
幹事会社   日本生命保険相互会社
日本2022団基-77-1(2023.11.27)
日本－団－2024－707－10868－M(R6.7.10)団A簡-A型B年JP
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この「注意喚起情報」は、ご加入（＊）のお申込みに際して特に注意いただきたい事項を記載しております。
お申込み前に必ずお読みいただき、内容をご確認・ご了解のうえ、お申込みください。また、お支払事由等およ
び制限事項の詳細やご契約の内容に関する事項その他詳細につきましては、パンフレット・「契約概要」・「正し
く告知いただくために」等を必ずご参照ください。

（＊）保障額を増額する場合、増額部分については、「ご加入」を「増額」、「加入日」を「増額日」と読替えます。

団体定期保険
特に注意いただきたい事項について （注意喚起情報）

●引受保険会社がご加入（＊）を承諾した場合、所定の
加入日（＊）から保険契約上の責任を負います。
ただし、被保険者の数が引受保険会社の定める数に
満たない場合は、保険契約の効力は発生しません。

（更新できません。）
※所定の加入日（＊）については、「申込書 兼 告知

書」、またはパンフレット等に記載された「効力発
生日」です。

●引受保険会社の職員（営業職員・コールセンター担
当者等）には、ご加入（＊）を承諾する権限がありま
せん。

クーリング・オフ

告知に関する重要事項

●この保険契約は、団体を契約者とする保険契約であ
り、ご加入（＊）のお申込みにはクーリング・オフの
適用はありません。

告知の義務
●健康状態等について、被保険者となられる方ご本人

が事実のありのままを、正確にもれなく告知してく
ださい。（これを告知義務といいます。）
傷病歴等があった場合でも、全てのご加入（＊）のお
申込みをお断りするものではありません。

●引受保険会社の職員（営業職員・コールセンター担
当者等）・団体事務担当者等に口頭でお伝えまたは
資料提示されただけでは告知いただいたことにな
りません。必ず専用webサイトまたは指定された書
面（「申込書兼告知書」等）にて告知してください。

正しく告知いただけない場合の取扱い
●告知義務に違反された場合は、ご加入（＊）を解除さ

せていただき、保険金をお支払いできないことがあ
ります。

告知内容等の確認
●後日、保険金をご請求の際に、告知内容等を確認さ

せていただくことがあります。

※告知に関しては、「正しく告知いただくために」にて
必ず詳細をご確認ください。

責任開始期

保険金をお支払いしない主な場合
●次のような場合、保険金をお支払いしないことがあ

ります。

【主契約】
○次のいずれかにより保険金のお支払事由に該当し

た場合
・加入日（＊）からその日を含めて１年以内の被保険

者の自殺によるとき
・保険契約者、被保険者、保険金受取人の故意によ

るとき
・戦争その他の変乱によるとき

【高度障がい保険金】
○原因となる傷病が加入日（＊）前に生じている場合

【すべての保険金】
○告知義務違反による解除の場合
○詐欺による取消の場合
○不法取得目的による無効の場合
○保険契約が失効した場合
○重大事由による解除の場合

※詳細は、パンフレット等に記載しておりますのでご
確認ください。
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●お支払事由が発生する事象、保険金をお支払いする
場合またはお支払いしない場合等については、パン
フレット等に記載しておりますので、ご確認くださ
い。なお、保険金のご請求は、団体経由で行っていた
だく必要があります。
ご請求に応じて、保険金をお支払いする必要があり
ますので、保険金のお支払事由が生じた場合だけで
なく、保険金のお支払いの可能性があると思われる
場合や、お支払いに関してご不明な点が生じた場合
等についても、速やかに団体のご相談窓口にご連絡
ください。

●保険金のお支払事由が生じた場合、ご加入の契約内
容によっては、他の保険金等のお支払事由に該当す
ることがありますので、十分にご確認ください。

●保険金をお支払いする場合またはお支払いしない
場合等の事例については、以下のニッセイのホーム
ページをご参照ください。生命保険契約者保護機構

保険金のお支払いに関する留意事項

●募集期間中のお問合せにつきましては、パンフレッ
ト等に記載の団体保険コールセンターまでお問合せ
ください。募集期間後のご照会・苦情につきまして
は、同じくパンフレット等に記載の団体窓口までお
問合せください。（なお、募集期間後の引受保険会社
へのご要望・苦情につきましては、同じくパンフレッ
ト等に記載の日本生命窓口までご連絡ください。）

●この商品に係る指定紛争解決機関は一般社団法人
生命保険協会です。

●一般社団法人生命保険協会の「生命保険相談所」で
は、電話・文書（電子メール・ＦＡＸは不可）・来訪に
より生命保険に関するさまざまなご相談・照会・苦
情をお受けしております。また、全国各地に「連絡所」
を設置し、電話にてお受けしております。（「生命保険
相談所」・「連絡所」の連絡先は、ホームページアドレ
ス https://www.seiho.or.jp/ をご覧ください。）
なお、生命保険相談所が苦情の申出を受けたことを
生命保険会社に連絡し、解決を依頼した後、原則とし
て１カ月を経過しても、保険契約者等と生命保険会
社との間で解決がつかない場合については、指定紛
争解決機関として、生命保険相談所内に裁定審査会
を設け、保険契約者等の正当な利益の保護を図って
おります。

●引受保険会社は、生命保険契約者保護機構に加入し
ています。引受保険会社の業務もしくは財産の状況
の変化により、保険金額等が削減されることがあり
ます。なお、生命保険契約者保護機構の会員である
生命保険会社が経営破綻に陥った場合には、生命保
険契約者保護機構により、保険契約者保護の措置が
図られることとなります。ただし、この場合にも、保
険金額等が削減されることがあります。

●保険契約者保護の措置の詳細については、生命保険
契約者保護機構までお問合せください。

ご相談窓口・指定紛争解決機関

幹事会社　日本生命保険相互会社
K2022-292　日本 2022団基 -51（2022.10.4）
日本－団－2024－707－10868－M(R6.7.10)団注①簡

この保険契約から脱退いただく場合

制度内容の変更

●この保険契約には、被保険者が脱退された場合の払
戻金はありません。

●退職等の事由により脱退される場合、２年を超えて
継続して被保険者であった方は、所定の条件のもと
新たな告知や診査等を省略して個人保険に加入でき
ます。

●詳細は、パンフレット等に記載しておりますので、ご
確認ください。

●団体の福利厚生制度の変更等により、制度内容が変
更される場合があります。また、これに伴い、保険料
率や付保特約、給付内容、加入資格等が変更される
場合があります。

（ お問合せ先 ）
生命保険契約者保護機構
TEL　03－3286－2820
月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）
午前9時～正午、午後1時～午後5時
ホームページアドレス  https://www.seihohogo.jp/

ニッセイホームページ
https://www.nissay.co.jp/hojin/oshirase/hokinuketori/
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正しく告知いただくために
団体定期保険

生命保険は、多数の人々が保険料を出しあって、相互に保障しあう制度です。したがって、初めから健康状態のよくない方
等が無条件に加入されますと、保険料負担の公平性が保たれません。
この保険への新たなご加入もしくは保険金額等の増額のお申込みをお引受けできるのは、web申込画面または「申込書兼
告知書」に記載の「質問事項」に対する答えが全て「いいえ」となる方です。以下に、被保険者となられる方に正しく告知いた
だくための重要な事項について記載しておりますので、申込みいただく前に必ずご確認ください。

健康状態等について、被保険者ご本人が
ありのままを告知してください。

（告知義務）

生命保険会社の職員等に口頭でお伝えい
ただいただけでは告知いただいたことに
なりません。

●現在および過去の健康状態等について、ありのままをお知ら
せいただくことを告知といいます。
この保険に新たにご加入もしくは保険金額等の増額を申込み
いただく際には、加入申込者ご本人に告知（確認）いただく義
務があります。

●過去の傷病歴（傷病名・治療期間等）、現在の健康状態、身体
の障がい状態について、web申込画面または「申込書兼告知
書」でおたずねすることを十分ご確認のうえ、お申込みくださ
い。

●告知にあたり、生命保険会社の職員（営業職員・コールセン
ター担当者等）が、傷病歴や健康状態等について、事実を告知
いただかないよう依頼や誘導をすることはありません。

告知義務に違反された場合は、ご加入・
増額等のお申込内容を解除させていただ
き、保険金等をお支払いできないことが
あります。

●告知いただく事項は、web申込画面または「申込書兼告知書」
等に記載してあります。もし、これらについて、故意または重
大な過失によって、事実を告知いただけなかったり、事実と異
なることを告知された場合、責任開始日から１年以内であれ
ば、生命保険会社は「告知義務違反」として申込みいただいた
内容を解除することがあります。（＊）

●責任開始日から１年を経過していても、保険金等のお支払事
由が１年以内に発生していた場合には、申込みいただいた内
容を解除することがあります。

●申込みいただいた内容を解除した場合には、保険金等のお支
払事由が発生していても、これをお支払いすることはできませ
ん。また、すでに払込みいただいた保険料は払戻しません。

（ただし、保険金等のお支払事由発生が解除の原因となった
事実にもとづかない場合には、保険金等のお支払いをいたし
ます。）

（＊）告知にあたり、生命保険会社の職員（営業職員・コールセン
ター担当者等）が、傷病歴や健康状態等について告知をす
ることを妨げた場合、告知をしないことを勧めた場合、また
は事実と異なることを告げることを勧めた場合、生命保険
会社は申込みいただいた内容を解除することはできませ
ん。こうした、生命保険会社の職員（営業職員・コールセン
ター担当者等）の行為がなかった場合でもご契約者または
被保険者が、生命保険会社が告知を求めた事項について、
事実を告知しなかったかまたは事実と異なることを告知し
たと認められる場合、生命保険会社は、お申込内容を解除す
ることがあります。

●告知をお受けできる権限（告知受領権）は、生命保険会社が有
しています。必ず指定された画面または書面（web申込画面ま
たは「申込書兼告知書」等）にて告知いただくようお願いいた
します。

●生命保険会社の職員（営業職員・コールセンター担当者等）・
団体事務担当者等に口頭でお伝えまたは資料提示されただ
けでは告知いただいたことにはなりませんので、ご注意くだ
さい。

傷病歴等があった場合でも、全てのご加
入・増額等のお申込みをお断りするもの
ではありません。

●生命保険会社では、契約者間の公平性を保つため、被保険者
の健康状態等に応じたお引受けの判断を行っていますが、傷
病歴があった場合でも、全てのご加入・増額等のお申込みを
お断りするものではありません。詳細については、「web申込
画面または『申込書兼告知書』の質問事項とその補足説明」を
ご確認ください。

※「告知義務違反」としてお申込内容を解除させていただく
場合以外にも、保険金等をお支払いできないことがあり
ます。たとえば、「告知義務違反」の内容が特に重大な場
合、上記にかかわらず、詐欺による取消を理由として、保
険金等をお支払いできないことがあります。この場合、す
でに払込みいただいた保険料は払戻しません。また、高
度障がい保険金、災害保険金、給付金等については、原因
となる傷病や不慮の事故等が責任開始日前に生じてい
る場合は、その傷病や不慮の事故等について告知いただ
いた場合でもお支払いの対象にはなりません。
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引受保険会社　日本生命保険相互会社
　Ｋ２０２３－２２５　　２０２３.８　　企業保険サービス課

後日、告知内容等を確認させていただく
ことがあります。

●生命保険会社の職員または生命保険会社で委託した者が、保
険金等のご請求の際、お申込内容、告知内容、請求内容につい
て、確認させていただくことがあります。また、被保険者を診
療した医師等に対し、病状等について照会・確認させていた
だくことがあります。

（＊）「申込書兼告知書」によっては、質問事項が裏面ではなく
表面に記載されている場合もあります。

●主たる被保険者（本人）が新規加入・増額する申込者の告知
内容（質問事項に対する答え）をとりまとめのうえ、web申込
画面または「申込書兼告知書」の該当箇所にとりまとめ結果を
ご入力（記入）ください。

●入力（記入）いただく際には、加入勧奨時に通知・配付された
説明資料等に記載された重要事項（「契約概要」「注意喚起情
報」を含む）ならびに個人情報の取扱い等を必ずお読みいただ
き、告知内容が事実に相違ないことをご確認のうえ、お申込み
ください。

●web申込画面または「申込書兼告知書」に記載の「質問事項」
は以下のとおりです。ｗeb申込画面または「申込書兼告知書」

の質問事項とその補足説明

●新規加入・増額する申込者それぞれがパンフレット等に記載
の加入資格を満たしていること、および web申込画面または

「申込書兼告知書」の裏面（＊）に記載されている質問事項を
ご確認のうえ、告知してください。

◎web申込画面または「申込書兼告知書」
　の質問事項

1． 申込日現在、健康上の理由で就業制限＊１を受けて
いますか。（配偶者・こどもの場合、申込日から過去
３カ月以内に、医師の治療・投薬＊２を受けたこと
がありますか。）

2． 申込日から過去１年以内に、病気やけがで手術を受
けたこと、または継続して２週間以上の入院をした
ことがありますか。

3． 申込日から過去１年以内に、病気やけがで２週間以
上にわたり＊３、医師の治療・投薬＊２を受けたこ
とがありますか。

補足説明

＊1 「就業制限」とは、勤務先または医師等により欠勤（公
休・普通休暇等によるものも含む）を指示されている
場合などをいいます。

＊2 「医師の治療・投薬」とは、医師による診察・検査・治療・
投薬のほか、指示・指導を含みます。

（注） 一過性の軽微な疾患（かぜ、アレルギー性鼻炎、歯治
療）、手足の骨折によるものは含みません。

＊3 「２週間以上にわたり」とは、初診から終診までの期間
が２週間以上の場合をいいます。
たとえば、受診は２日でも、その間が２週間以上の場
合や、合計２週間分以上の投薬を受けた場合は、「２週
間以上」となります。

（注１） 以下のような内容は、告知書に記載している事項に該当しないので、告知いただく必要はありません。

・医師の指示でなく、自分で市販のかぜ薬を服用した ・健康増進のため、ビタミン剤を飲んでいる
・歯科医師による虫歯の治療、抜歯 ・妊娠（正常）による入院

（注２) 「質問事項」に対する答えが「はい」となる場合や答えに迷われる場合は、別途、「被保険者の告知書」を当制度の団体窓口か
ら取寄せいただき、ご提出ください。申込みいただいた内容をお断りすることもございますが、申込みいただいた内容どお
りでお引受けできることもあります。

「被保険者の告知書」を提出される際には、告知事項等をもれなく記入いただき、団体窓口経由生命保険会社へご提出くだ
さい。

（「申込書兼告知書」にてお申込みされる場合、「申込書兼告知書」にお申込内容を記入いただき、「申込印（告知印）」を押印
のうえ、ご提出ください。）

（注３) 新型コロナウイルス感染症と診断された場合でも、治療期間が１カ月未満で医療機関への入院がなく、申込日（告知日）現
在完治し診療が終了している場合、告知の対象とはなりません。

●web申込画面または「申込書兼告知書」等への入力（記入）の有無にかかわらず、当社で保有するお客様情報により、ご加入もしくは増
額等をお断りすることがあります。

●web申込画面または「申込書兼告知書」を入力（提出）された後、告知すべき何らかの事実を思い出された場合には、追加で告知いただ
くことが可能です。追加の告知（「被保険者の告知書」の提出）が必要な場合は、当制度に関する団体窓口経由生命保険会社にお申し出
ください。
ただし、追加で告知いただいた内容によっては、申込みいただいた内容がお引受けできなくなる場合があります。

合計：１４日分
の投薬

例1

例2

初 診
9/1

初 診
9/1

受 診

４日分の投薬１０日分の投薬
9/11

終 診
9/142週間
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重重要要事事項項ののごご説説明明  
  

契約概要のご説明（団体総合生活補償保険（ＭＳ＆ＡＤ型）） 2023 年 10 月 
 

■ご加入に際して保険商品の内容をご理解いただくための事項をこの「契約概要のご説明」に記載しています。ご加入前に必ずお読みにな

り、お申込みくださいますようお願いします。 

■この書面は、ご契約に関するすべての内容を記載しているものではありません。詳細はパンフレット、ご契約のしおり（普通保険約款・

特約）または保険証券（注）などをご確認ください。また、ご不明な点につきましては、保険契約者、取扱代理店または引受保険会社ま

でお問合わせください。 
（注）ご契約のしおり（普通保険約款・特約）、保険証券は保険契約者に交付されます。 

■申込人と被保険者が異なる場合は、被保険者の方にもこの書面の内容をお伝えくださいますようお願いします。 

１１商商品品のの仕仕組組みみ  

（１）商品の仕組み 

団体総合生活補償保険は、次のとおり構成されています。詳細はパンフレット等の該当箇所またはご契約のしおり（普通保険約款・特

約）をご確認ください。 

基本となる補償 基本となる特約 補償の概要 

ケガの補償 傷害補償(MS&AD型)特約 
被保険者が急激かつ偶然な外来の事故によってケガを被った場合に保険金をお支払

いします。 

病気の補償 疾病補償特約 
被保険者が病気になり、その直接の結果として保険期間中に入院を開始した場合また

は手術などを受けた場合に保険金をお支払いします。 

（２）被保険者の範囲 

①ご契約内容により被保険者となれる方が限定されている場合があります。また、特約によりご加入できる被保険者の年令が決まって

いるものがあります。詳細はパンフレット等の該当箇所またはご契約のしおり（普通保険約款・特約）をご確認ください。 

②基本となる補償の被保険者は、ご本人となります。 

２２基基本本ととななるる補補償償  等等  

（１）保険金をお支払いする場合 

「保険金をお支払いする場合」についての詳細は、パンフレット等の該当箇所またはご契約のしおり（普通保険約款・特約）をご確認

ください。 

（２）保険金をお支払いできない主な場合 

基本となる補償の保険金をお支払いできない主な場合は次のとおりです。また、セットする特約によりお支払いできない主な場合が異

なります。詳細はパンフレット等の該当箇所またはご契約のしおり（普通保険約款・特約）をご確認ください。 
（注）「保険金をお支払いできない主な場合」において、自動車等とは、自動車または原動機付自転車をいいます。 

補償の種類 保険金をお支払いできない主な場合 

ケガの補償 

●脳疾患、病気、心神喪失によるケガ 

●自動車等の無資格運転中、酒気帯び運転中、麻薬等を使用しての運転中のケガ 

●むちうち症・腰痛等で医学的他覚所見のないもの（注１） 

●細菌性食中毒・ウイルス性食中毒 

など 

病気の補償 

●保険期間（注２）の開始時より前に発病した病気の治療を目的とした入院・手術（注３） 

●麻薬、覚せい剤、シンナー等の使用による病気（医師が治療で使用する場合を除きます） 

●むちうち症・腰痛等で医学的他覚所見のないもの（注１） 

●妊娠、出産による病気（異常妊娠等は除きます） 

●「特定疾病等対象外特約」がセットされている場合は、加入者証等に記載の病気 

など 
（注１）被保険者が自覚症状を訴えている場合であっても、脳波所見、理学的検査、神経学的検査、臨床検査、画像検査、眼科・耳鼻科検査等によりそ

の根拠を客観的に証明することができないものをいいます。 

（注２）継続加入の場合は継続されてきた最初の保険期間をいいます。 

（注３）保険期間（注２）の開始時より前の発病について正しく告知して加入した場合や、特別な条件付きで加入している場合でも、保険金支払対象外

となる場合があります。ただし、保険期間（注２）の開始時からその日を含めて365日を経過してからの入院・手術等は保険金をお支払いできる

ことがあります。 

（３）セットできる主な特約とその概要 

ご希望によりセットできる主な特約の詳細は、パンフレット等の該当箇所またはご契約のしおり（普通保険約款・特約）をご確認くだ

さい。 

（４）保険金額の設定 

保険金額の設定については、次の点にご注意ください。また、お客さまの保険金額については、パンフレット、加入申込票等をご確認

ください。 

・保険金額・日額は、被保険者の年令・収入・高額療養費制度等の公的保険制度（注）などを踏まえて設定してください。 
（注）公的保険制度の概要につきましては、金融庁のホームページ（https://www.fsa.go.jp/ordinary/insurance-portal.html）等をご確認ください。 

（５）保険期間 

お客さまの保険期間については、保険契約者、取扱代理店または引受保険会社までお問合わせください。 

３３保保険険料料のの決決定定のの仕仕組組みみとと払払込込方方法法等等  

（１）保険料の決定の仕組み 

保険料は、保険金額、年令および保険期間等により決まります。実際に払い込んでいただく保険料は、パンフレット、加入申込票等を

ご確認ください。 

（２）保険料の払込方法 

お客さまの保険料の払込方法等については、保険契約者、取扱代理店または引受保険会社までお問合わせください。 

４４満満期期返返れれいい金金・・契契約約者者配配当当金金  

この保険には満期返れい金・契約者配当金はありません。 
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５５解解約約とと解解約約返返れれいい金金  

ご契約を解約する場合は、保険契約者を通じ、取扱代理店または引受保険会社までご連絡ください。なお、解約に際しては、ご加入時の条

件により、保険期間のうち未経過であった期間の保険料を解約返れい金として返還する場合があります。詳細は保険契約者、取扱代理店ま

たは引受保険会社までお問合わせください。 

 
 

   

重重要要事事項項ののごご説説明明  
  

注意喚起情報のご説明（団体総合生活補償保険（ＭＳ＆ＡＤ型）） 2023 年 10 月 
 

■ご加入に際して申込人・被保険者にとって不利益になる事項等、特にご注意いただきたい事項をこの「注意喚起情報のご説明」に記載し

ています。ご加入前に必ずお読みになり、お申込みくださいますようお願いします。 

■この書面は、ご契約に関するすべての内容を記載しているものではありません。詳細はパンフレット、ご契約のしおり（普通保険約款・

特約）または保険証券（注）などをご確認ください。また、ご不明な点につきましては、保険契約者、取扱代理店または引受保険会社ま

でお問合わせください。 
（注）ご契約のしおり（普通保険約款・特約）、保険証券は保険契約者に交付されます。 

■申込人と被保険者が異なる場合は、被保険者の方にもこの書面の内容をお伝えくださいますようお願いします。 

１１告告知知義義務務（（ごご加加入入時時ににおお申申出出いいたただだくく事事項項））  

（１）申込人または被保険者には、告知義務があります。告知義務とは、ご加入時に告知事項について、事実を正確に知らせる義務のことで

す。 

（２）告知事項とは、危険に関する重要な事項として引受保険会社が告知を求めるもので、加入申込票に記載された内容のうち、「※」印が

ついている項目のことです。この項目について故意または重大な過失によって、告知がなかった場合や告知した事項が事実と異なる場

合には、ご契約を解除し、保険金をお支払いできないことがあります（注）。加入申込票の記載内容を必ずご確認ください。 
（注）次において、［１］に該当したときは、ご契約を解除することがあります。 

告知事項 

［［１１］］すすべべててののごご契契約約  

同じ被保険者について身体のケガまたは病気に対して保険金が支払われる他の保険契約等（注）の有無 
（注）タフ・ケガの保険、学生・こども総合保険、タフ・ケガの保険〔積立タイプ〕等をいい、団体契約、生命保険、共済契約を含みます。 

［［２２］］「「疾疾病病補補償償特特約約」」ををセセッットトししたた場場合合  

被保険者の生年月日、年令、健康状態告知 

ご注意 
●健康状態告知は、健康状態告知書質問事項をよくお読みのうえ、回答を「健康状態告知書質問事項回答欄」に正しくご記入ください。そ

の際、必ず被保険者本人が回答内容について事実に相違ないことを確認のうえ、ご署名ください。また、回答内容により、ご契約をお引

受けできない場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

●継続契約については、補償内容が拡大しない契約内容で継続する場合は告知事項とはなりません。 

●「健康状態告知についてのご案内」にも注意事項を記載していますので、あわせてご確認ください。 

●健康状態告知について、保険契約者または被保険者の故意または重大な過失により、回答がなかった場合や回答内容が事実と異なってい

る場合には、保険期間の開始時（＊）から 1 年以内であれば、ご契約を解除することがあります。また、保険契約の開始時（＊）から 1

年を経過していても、回答がなかった事実または回答内容と異なる事実に基づく保険金支払事由が、保険期間の開始時（＊）から１年以

内に発生していた場合には、ご契約を解除することがあります。 
（＊）継続加入の場合は、継続されてきた最初の保険期間の開始時となります。 

２２ククーーリリンンググオオフフ説説明明書書（（ごご契契約約ののおお申申込込みみのの撤撤回回等等））  

この保険は、ご契約のお申込みの撤回または解除（クーリングオフ）はできません。 

３３現現在在ののごご契契約約のの解解約約・・減減額額をを前前提提ととししたた新新たたななごご契契約約  

（１）現在のご契約について解約、減額などをする場合の不利益事項 

多くの場合、現在のご契約の解約返れい金は払込み保険料の合計額よりも少ない金額となります。 

（２）新たなご契約（団体総合生活補償保険）の申込みをする場合のご注意事項 

①被保険者の健康状態などにより、新たなご契約をお引受けできない場合があります。 

②次の病気等に対しては、保険金をお支払いできないことがあります。 

病気の補償 新たなご契約の保険期間の開始時より前に発病していた病気 

③新たなご契約の始期日における被保険者の年令により計算した保険料（注）を適用し、新たなご契約の普通保険約款・特約を適用し

ます。そのため、新たなご契約の商品内容が、現在のご契約と異なることがあります。 
（注）保険料の改定により、同じ年令でも保険料が異なることがあります。 

４４通通知知義義務務等等（（ごご加加入入後後ににごご連連絡絡いいたただだくく事事項項））  

次の事項が発生する場合は、ご契約内容の変更等が必要となります。ただちに取扱代理店または引受保険会社までご連絡ください。 

特約の追加など、加入条件を変更する場合 

５５補補償償のの開開始始・・終終了了時時期期  

①補償の開始：始期日の午後４時（保険申込書に異なる時刻が記載されている場合はその時刻） 

②補償の終了：満期日の午後４時に終わります。 

６６保保険険金金ををおお支支払払いいででききなないい主主なな場場合合  

「契約概要のご説明」２２基基本本ととななるる補補償償  等等（２）保険金をお支払いできない主な場合をご確認ください。  

７７解解約約とと解解約約返返れれいい金金 

ご契約を解約する場合には、保険契約者を通じ、取扱代理店または引受保険会社までお申出ください。 

●ご契約の解約に際しては、ご加入時の条件により、保険期間のうち未経過であった期間の保険料を解約返れい金として返還します。ただ

し、解約返れい金は原則として未経過期間分よりも少なくなります。 

●始期日から解約日までの期間に応じて払込みいただくべき保険料の払込状況により、追加の保険料をご請求する場合があります。追加で

請求したにもかかわらず、その払込みがない場合は、ご契約を解除することがあります。 
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８被保険者からの解約 

被保険者が保険契約者以外の方で、次の①から⑥のいずれかに該当する場合は、その被保険者は、保険契約者にご契約の解約を求めること

ができます。この場合、保険契約者は、引受保険会社に対する通知をもって、ご契約を解約しなければなりません。 

【被保険者が解約を求めることができる場合】 

①この保険契約の被保険者となることについての同意をしていなかった場合 

②保険契約者または保険金を受け取るべき方に、次に該当する行為のいずれかがあった場合 

・引受保険会社にこの保険契約に基づく保険金を支払わせることを目的として損害等を発生させ、または発生させようとした場合 

・この保険契約に基づく保険金の請求について、詐欺を行い、または行おうとした場合 

③保険契約者または保険金を受け取るべき方が、暴力団関係者その他の反社会的勢力に該当する場合 

④他の保険契約等との重複により、保険金額等の合計額が著しく過大となり、保険制度の目的に反する状態がもたらされるおそれが

ある場合 

⑤保険契約者または保険金を受け取るべき方が、上記②から④までの場合と同程度にその被保険者のこれらの方に対する信頼を損な

い、この保険契約の存続を困難とする重大な事由を発生させた場合 

⑥保険契約者と被保険者との間の親族関係の終了などにより、この保険契約の被保険者となることについて同意した事情に著しい変

更があった場合 
※１ 上記①に該当する場合は、その被保険者は、引受保険会社に対する通知をもって、保険契約を解約することができます。その際は本人であることを証

明する資料等を提出してください。 

※２ 解約する範囲はその被保険者にかかる部分に限ります。 

９保険会社破綻時の取扱い 

損害保険会社が経営破綻した場合に保険契約者等を保護する目的で、「損害保険契約者保護機構」があり、引受保険会社も加入しています。 

この保険は「損害保険契約者保護機構」の補償対象であり、損害保険会社が破綻した場合でも、保険金、解約返れい金等は次のとおり補償

されます。 

補償内容 
ケガの補償 病気の補償 

保険金支払い 解約返れい金 保険金支払い 解約返れい金 

補償割合 80％（注） 80％ 90％ 90％ 
（注）破綻前に発生した事故および破綻時から３か月までに発生した保険事故による保険金は 100％補償されます。 

※上記以外の保険金、解約返れい金等の補償割合については、引受保険会社または取扱代理店までお問合わせください。 

10 個人情報の取扱いについて 

本保険契約に関する個人情報について、引受保険会社が次の取扱いを行うことに同意のうえお申込みください。 

【個人情報の取扱いについて】 

本保険契約に関する個人情報は、引受保険会社が保険引受の審査、本保険契約の履行のために利用するほか、引受保険会社および引受

保険会社グループ会社（海外にあるものを含む）が他の商品・サービスのご案内のために利用することがあります。また、上記の利用

目的の達成に必要な範囲内で、業務委託先（保険代理店を含む）、保険仲立人、医療機関、保険金の請求・支払いに関する関係先、一

般社団法人日本損害保険協会、他の損害保険会社、再保険会社等（いずれも海外にあるものを含む）に提供することがあります。 

ただし、保健医療等の特別な非公開情報（センシティブ情報）については、保険業法施行規則（第 53 条の 10）により、利用目的が限

定されています。 

詳細については、あいおいニッセイ同和損害保険（株）のホームページ（https://www.aioinissaydowa.co.jp/）をご覧ください。 
 

＜その他ご注意いただきたいこと＞ 
■危険を有する職業に変更した場合のご注意 

被保険者がテストライダー、オートバイ競争選手、自動車競争選手、自転車競争選手、プロボクサー、プロレスラー等の職業に変更した場合は、その職

業に従事中のケガについては保険金をお支払いできません。詳細は取扱代理店または引受保険会社までお問合わせください。 

■ご契約内容および事故報告内容の確認について 

損害保険会社等の間では、傷害保険等について不正契約における事故招致の発生を未然に防ぐとともに、保険金の適切かつ迅速・確実なお支払いを確保する

ため、契約締結および事故発生の際、同一被保険者または同一事故にかかるご契約の状況や保険金請求の状況について一般社団法人日本損害保険協会に登録

された契約情報等により確認を行っています。確認内容は、上記目的以外には用いません。ご不明の点は、引受保険会社までお問合わせください。 
※具体的には、損害保険の種類、保険契約者名、被保険者名、保険金額、被保険者同意の有無、取扱損害保険会社等の項目について確認を行っています。 

■無効・取消し・失効について 
（１）次の場合は、この保険契約は無効となります。既に払い込んだ保険料は返還できません。 

・保険契約者が、保険金を不法に取得する目的または第三者に保険金を不法に取得させる目的をもって契約を締結した場合 

（２）保険契約者、被保険者または保険金を受け取るべき方の詐欺または強迫によって契約を締結した場合は、この保険契約は取消しとなることがありま

す。この場合、既に払い込んだ保険料は返還できません。 

（３）次の場合は、この保険契約は失効となります。この場合、既に払い込んだ保険料は普通保険約款・特約に定める規定により返還します。詳細は取扱

代理店または引受保険会社までお問合わせください。（注） 

・被保険者が死亡したとき 
（注）上記以外にも保険金をお支払いした場合等に失効となる特約があります。詳細は、取扱代理店または引受保険会社までお問合わせください。 

■重大事由による解除 
次のことがある場合には、ご契約または特約を解除し、保険金をお支払いできないことがあります。 

①保険契約者、被保険者または保険金を受け取るべき方が、引受保険会社に保険金を支払わせることを目的としてケガ・損害または事故等を発生させ、

または発生させようとしたこと。 

②被保険者または保険金を受け取るべき方が保険金の請求について詐欺を行い、または行おうとしたこと。 

③保険契約者、被保険者または保険金を受け取るべき方が、暴力団関係者、その他の反社会的勢力に該当すると認められたこと。 

④複数の保険契約に加入することで被保険者の保険金額等の合計額が著しく過大となる場合 

⑤上記のほか、①～④と同程度に引受保険会社の信頼を損ない、保険契約の存続を困難とする重大な事由を発生させたこと。 

■税法上の取扱い（2024 年 6 月現在） 
保険料負担者が個人の場合、払い込んだ保険料のうち、ご加入内容により所定の金額について、税法上の生命保険料控除の対象となります。 
※上記「税法上の取扱い」は、今後の税制改正により変更となる場合がありますので、ご注意ください。 

■請求権等の代位について 
所得補償保険金等について、損害が発生したことにより被保険者が損害賠償請求権その他の債権（注）を取得した場合に、引受保険会社がその損害に対
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して保険金をお支払いしたときは、その債権は引受保険会社に移転します。ただし、移転するのは、次の額を限度とします。 

（１）引受保険会社が損害の額の全額を保険金としてお支払いした場合：被保険者が取得した債権の全額 

（２）上記（１）以外の場合：被保険者が取得した債権の額から、保険金をお支払いしていない損害の額を差し引いた額 
（注）共同不法行為等の場合における連帯債務者相互間の求償権を含みます。 

※１ 所得補償保険金のお支払いの前に、被保険者が第三者から損害賠償を受け、その損害賠償に所得補償保険金に相当する額が含まれている場合は、引受保険会社はその額

を差し引いた損害の額に対して所得補償保険金をお支払いします。 

※２ 上記以外の保険金についても請求権等の代位に関して規定されている場合があります。詳細はご契約のしおり（普通保険約款・特約）をご確認ください。 

■■事事故故がが起起ここっったた場場合合  
１１  事事故故がが起起ここっったた場場合合  

（１）事故が起こった場合、30日以内に取扱代理店または引受保険会社までご連絡ください。ご連絡がない場合、それによって引受保険会社が被った損

害の額を差し引いて保険金をお支払いすることがあります。 

（２）他の保険契約等がある場合には、事故のご連絡の際にお申出ください。 

２２  保保険険金金のの支支払払請請求求時時にに必必要要ととななるる書書類類等等  

被保険者または保険金を受け取るべき方は、＜＜別別表表「「保保険険金金請請求求書書類類」」＞＞のうち引受保険会社が求める書類を提出する必要があります。なお、必要に

応じて＜＜別別表表「「保保険険金金請請求求書書類類」」＞＞以外の書類のご提出をお願いする場合がありますので、ご了承ください。 

３３  保保険険金金ののおお支支払払時時期期  

引受保険会社は被保険者または保険金を受け取るべき方より保険金請求書類の提出を受けた後その日を含めて30日以内に、保険金をお支払いするため

に必要となる事項の確認を終えて、保険金をお支払いします。ただし、特別な照会または調査が必要な場合には、引受保険会社は普通保険約款・特約

に定める期日までに保険金をお支払いします。詳細は取扱代理店または引受保険会社までお問合わせください。 

４４４  保保険険金金のの代代理理請請求求  

被保険者に保険金を請求できない次のような事情がある場合に、下記【被保険者の代理人となりうる方】が被保険者の代理人として保険金を請求する

ことができる制度（「代理請求制度」といいます）があります（被保険者に法定代理人がいる場合や第三者に保険金の請求を委任している場合は、こ

の制度は利用できません）。 

●保険金等の請求を行う意思表示が困難であると引受保険会社が認めた場合 

●引受保険会社が認める傷病名等の告知を受けていない場合 など 

【【被被保保険険者者のの代代理理人人ととななりりううるる方方】】  

①被保険者と同居または生計を共にする配偶者（注） 

②上記①の方がいない場合や、上記①の方が保険金を請求できない事情がある場合には、その被保険者と同居または生計を共にする３親等内の親

族 

③上記①および②の方がいない場合や、上記①および②の方に保険金を請求できない事情がある場合には、上記①以外の配偶者（注）または上記

②以外の３親等内の親族 
（注）法律上の配偶者に限ります。 

万一、被保険者が保険金を請求できない場合に備えて、上記に該当する方々にご契約の存在や代理請求制度の概要等をお知らせくださるようお願いし

ます。被保険者の代理人からの保険金の請求に対して引受保険会社が保険金をお支払いした後に、重複して保険金の請求を受けたとしても、引受保険

会社は保険金をお支払いできません。  

５５  保保険険金金請請求求権権のの時時効効  

保険金請求権については時効（３年）がありますのでご注意ください。保険金請求権が発生する時期等、詳細はご契約のしおり（普通保険約款・特約）

をご確認ください。 

＜＜別別表表「「保保険険金金請請求求書書類類」」＞＞  
（（１１））  保保険険金金請請求求書書（（個個人人情情報報のの取取扱扱いいにに関関すするる同同意意をを含含みみまますす））  

（（２２））  
引引受受保保険険会会社社のの定定めめるる傷傷害害（（疾疾病病・・損損害害ななどど））状状況況報報告告書書  

※事故日時、発生場所、原因等を申告する書類をいいます。また、事故状況を確認するためにこの報告書の他、(5)～(6)に掲げる書類も必要な場合があります。 

（（３３））  被被保保険険者者ででああるるここととをを確確認認すするる書書類類  

  書類の例 ・家族関係の証明書類（住民票、戸籍謄本） など 

（（４４））  保保険険金金のの請請求求権権ををももつつここととのの確確認認書書類類  

  書類の例 
・印鑑証明書、資格証明書  ・戸籍謄本  ・委任状  ・未成年者用念書 

【質権が設定されている場合】・質権者への支払確認書  ・保険金直接支払指図書  ・債務額現在高通知書 など 

（（５５））  ケケガガにに関関すするる保保険険金金をを請請求求すするる場場合合にに必必要要ととななるる書書類類  

  ①①  保保険険事事故故のの発発生生をを示示すす書書類類  

   書類の例 ・公的機関が発行する証明書（事故証明書など）  ・死亡診断書または死体検案書 など 

  ②②  保保険険金金支支払払額額のの算算出出にに必必要要なな書書類類  

   書類の例 ・引受保険会社の定める診断書  ・領収書  ・後遺障害診断書  ・レントゲン等の検査資料 など 

  ③③  そそのの他他のの書書類類  

  
 

書類の例 
・運転資格を証する書類（免許証など） 

・調査同意書（引受保険会社がケガの状況や程度などの調査を行うために必要な同意書） など 

（（６６））  疾疾病病にに関関すするる保保険険金金をを請請求求すするる場場合合にに必必要要ととななるる書書類類  

  ①① 保保険険金金支支払払額額のの算算出出にに必必要要なな書書類類  

   書類の例 ・引受保険会社の定める診断書または領収書  ・先進医療費用の支出を証する書類 など 

  ②②  そそのの他他のの書書類類  

    書類の例 ・調査同意書（引受保険会社が疾病の状況や程度などの調査を行うために必要な同意書） など 
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＜＜ごご加加入入いいたただだくく内内容容にに関関すするる確確認認事事項項（（ごご意意向向のの確確認認））＞＞  
この保険商品およびご契約プランは、引受保険会社で把握したお客さま情報およびご意向に基づき提案させていただいております。加入申込票にご記入の

内容が、最終的にお客さまのご意向に沿った内容であるか再度ご確認、ご了解のうえご加入ください。また、払い込む保険料が正しいものとなるよう保険

料算出に関わる事項などについてもご確認ください。その結果、修正すべき点があった場合は、加入内容を訂正させていただきます。なお、ご不明な点な

どございましたら保険契約者、取扱代理店または引受保険会社までご連絡くださいますようお願い申し上げます。 

●今回お申込みのご契約についてご確認をお願いいたします。 

１．被保険者に関する「氏名」「生年月日」「年令」「性別」について、すべて正しい内容となっていることをご確認ください。 

２．「他の保険契約等」「保険金請求歴」について、正しい内容となっていることをご確認ください。 

３．下記項目について、お客さまのご意向どおりとなっていることをご確認ください。 

①補償内容（お支払いする保険金、保険金をお支払いする場合、保険金をお支払いできない場合など） 

②保険金額（ご契約金額）（型やパターンなど） 

③被保険者の範囲（ご本人のみの補償、ご家族を含めての補償など） 
※保険期間、保険料に関する事項および契約者配当金制度の有無については「契約概要のご説明」に記載のとおりの設定であることをご確認ください。 

４．補償が重複する可能性のある特約をセットした他のご契約の有無をご確認いただき、特約のセット要否をご確認ください。 

●現在ご加入のご契約（満期を迎えるご契約）にご不明な点がある場合には、保険契約者、取扱代理店または引受保険会社までお申出ください。  
 

お問合わせ窓口 
 

保保険険商商品品・・契契約約内内容容にに関関すするるおお問問合合わわせせ 

パンフレット等に記載の取扱い代理店までご連絡ください。 
 

引引受受保保険険会会社社のの連連絡絡・・相相談談・・苦苦情情窓窓口口 

引引受受保保険険会会社社へへののごご相相談談・・苦苦情情ががああるる場場合合  事事故故がが起起ここっったた場場合合  

0120-101-060（（無無料料）） 
●受付時間 平日 9：00～17：00 
●土・日・祝日および年末年始は休業させていただきます。 
●ご加入の団体名（会社・官公庁・学校・組合・会等）をお知らせください。「加入者証」等をお

持ちの場合、お手元にご用意ください。 
●一部のご用件は営業店等からのご対応となります。  

遅滞なくご加入の取扱代理店または下記にご連絡ください。 

0120-985-024（（無無料料）） 
●受付時間 24 時間 365 日 

●おかけ間違いにご注意ください。 

●ＩＰ電話からは 0276-90-8852（有料）におかけください。 

 
指指定定紛紛争争解解決決機機関関  

引引受受保保険険会会社社ととのの間間でで問問題題をを解解決決ででききなないい場場合合  
引受保険会社は、保険業法に基づく金融庁長官の指定を受けた指定紛争解決機関である一般社団法人 日本損害保険協会と手続実施基本契約を締結しています。 
引受保険会社との間で問題を解決できない場合には、一般社団法人 日本損害保険協会にご相談いただくか、解決の申し立てを行うことができます。 

一般社団法人 日本損害保険協会そんぽＡＤＲセンター 

0570-022-808  
●受付時間［平日 9:15～17:00（土・日・祝日および年末年始を除きます）］ 

●電話会社の通話料割引サービスや料金プランの無料通話は利用できません。 

●携帯電話からも利用できます。 
●電話リレーサービス、ＩＰ電話からは 03-4332-5241 におかけください。  

●おかけ間違いにご注意ください。 
●詳細は、一般社団法人 日本損害保険協会のホームページをご覧ください。 

（https://www.sonpo.or.jp/about/efforts/adr/index.html）  

   

 
＜引受保険会社＞ 

 
 

あいおいニッセイ同和損保 
あんしんサポートセンター 

［ナビダイヤル（全国共通・通話料有料）］ 

(2023 年 7 月承認)A23-000000 （2024年8月承認） A24-101519
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X0
1D
-0（
23
01
01
）（
20
23
年
1月
承
認
）G
N
22
D
01
07
55
（
V
03
-6
82
）団
総（
M
S＆
A
D
）1
O

お
客
さ
ま

チ
ェ
ッ
ク
欄

健
康

状
態

告
知

に
つ

い
て

の
ご

案
内

　
　

健
康

状
態

告
知

書
質

問
事

項
回

答
欄

の
記

入
に

あ
た

り
重

要
な

事
項

を
ご

説
明

し
ま

す
。

1 
告

知
の

重
要

性

お
客
さ
ま

チ
ェ
ッ
ク
欄

2 
正

し
く

告
知

し
な

か
っ

た
場

合
の

取
扱

い

お
客
さ
ま

チ
ェ
ッ
ク
欄

お
客
さ
ま

チ
ェ
ッ
ク
欄

お
客
さ
ま

チ
ェ
ッ
ク
欄

お
客
さ
ま

チ
ェ
ッ
ク
欄

そ れ ぞ れ が

し っ か り

記 入 し ま し ょ う 。

正 し く 告 知 し な い と 、

保 険 金 が 受 け 取 れ な い

場 合 も あ る ん だ ね 。

加 入 申 込 票 の 回 答 欄 へ

記 入 し て く だ さ い 。

告 知 し た ら 、 契 約

は ど う な る の ？

告 知 内 容 を

確 認 さ せ て

く だ さ い 。

加 入 後 の 確 認 も

大 切 な の ね 。

『
詐
欺
に
よ
る
取
消
し
』

と
な
っ
た
場
合

告
知
義
務
違
反
に
よ
り

ご
契
約
が
解
除
さ
れ
た
場
合

健
康
状
態
告
知
書
質
問
事
項
回
答
欄
を
記
入
す
る
前
に
必
ず
ご
覧
く
だ
さ
い
。

継 続 し て 加 入 す る 場 合 の

告 知 要 否 チ ェ ッ ク

健
康

に
関

す
る

告
知

が
必

要
で

す
。

健
康

に
関

す
る

告
知

が
必

要
で

す
。

保
険

金
額

の
増

額
な

ど
補

償
内

容
を

拡
大

し
ま

す
か

？

現
在

の
特

定
疾

病
等

を
補

償
対

象
外

と
す

る
条

件
を

削
除

し
ま

す
か

？

 補
償

内
容

を
拡

大
す

る

 補
償

内
容

は
変

更
な

し
､ま

た
は

縮
小

す
る

 補
償

対
象

外
条

件
を

削
除

す
る

 補
償

対
象

外
条

件
な

し
､ま

た
は

削
除

し
な

い
健

康
に

関
す

る
告

知
は

不
要

で
す

。

し っ か り 確 認 し て 、

告 知 し な い と ね 。

　
健

康
状

態
告

知
は

公
平

な
保

険
契

約
の

引
受

判
断

の
た

め
の

重
要

な
事

項
で

す
か

ら
、必

ず
被

保
険

者
ご

本
人

が
、「

事
実

を
」「

あ
り

の
ま

ま
」「

も
れ

な
く

」お
答

え
く

だ
さ

い
。

　
親

介
護

一
時

金
ま

た
は

親
の

介
護

に
よ

る
休

業
補

償
に

加
入

す
る

場
合

の
健

康
状

態
告

知
の

回
答

に
あ

た
っ

て
は

、必
ず

特
約

被
保

険
者・

介
護

対
象

者
と

な
る

方
に

健
康

状
態

に
関

す
る

質
問

事
項

と「
健

康
状

態
告

知
に

つ
い

て
の

ご
案

内
」に

記
載

さ
れ

た
事

項
を

す
べ

て
説

明
し

、回
答
内
容
を
そ
の
ま
ま
記
入
く
だ
さ
い
。

●
親
介
護
一
時
金
は
特
約
被
保
険
者
と
な
る
方
に
、被
保
険
者
ご
本
人
が
代
理
し
て
回
答
す
る
旨
を
了
解
い
た

だ
き
、特
約
被
保
険
者
の
健
康
状
態
を
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

●
親
の
介
護
に
よ
る
休
業
補
償
は
被
保
険
者
ご
本
人
が
、介
護
対
象
者
の
健
康
状
態
を
確
認
し
、回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
）告
知
時
に
お
け
る
被
保
険
者
ご
本
人
の
年
令
が
満
15
才
未
満
の
場
合
に
は
、そ
の
親
権
者
の
方
が
お
答
え
く
だ
さ
い
。

3 
書

面
に

よ
る

ご
回

答
の

お
願

い
　
質
問
事
項
へ
の
ご
回
答
は
、保
険
会
社
の
引
受
判
断
上
、重
要
な
事
項
の
た
め
、取
扱
代
理
店
へ
の
口
頭
に
よ
る

ご
回
答
で
は
な
く
、書

面
に

て
ご

回
答

く
だ

さ
い

ま
す

よ
う

お
願

い
し

ま
す

。

5 
告

知
内

容
を

確
認

さ
せ

て
い

た
だ

く
場

合
が

あ
り

ま
す

。
　
お
申
込
み
後
ま
た
は
保
険
金
請
求
の
際
、告
知
内
容
に
つ
い
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
健
康
状
態
告
知
書
質
問
事
項
回
答
欄
は
加
入
申
込
票
兼
被
保
険
者
明
細
書
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。取
扱
代
理

店
は
保
険
契
約
の
告
知
受
領
権
を
有
し
て
い
ま
す
が
、取
扱
代
理
店
に
口
頭
で
ご
回
答
さ
れ
て
も
告
知
を
し
た
こ
と

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

6 
お

客
さ

ま
に

よ
る

ご
契

約
内

容
の

確
認

に
つ

い
て

　
ご
加
入
後
、加
入
内
容
に
つ
い
て
記
載
し
た「
加
入
者
証
」ま
た
は「
加
入
申
込
票
の
写
し
」で

告
知

内
容

に
誤

り
が

な
い

か
の

ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
告
知
す
る
事
項
は

別
紙「

健
康

状
態

告
知

書
質

問
事

項
」に
記
載
し
て
い
ま
す
。も
し
、故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ

っ
て
、こ
れ
ら
に
つ
い
て
事
実
を
告
知
し
な
か
っ
た
り
、事
実
と
異
な
る
こ
と
を
告
知
し
た
場
合
、告
知
を
受
領
し
た
保
険

契
約
の

保
険

期
間

の
開

始
時（

補
償

の
開

始
時

）（
注

） か
ら

1年
以

内
で

あ
れ

ば
、引

受
保

険
会

社
は「

告
知

義
務

違
反

」と
し

て
ご

契
約

を
解

除
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
　
保
険
期
間
の
開
始
時
か
ら
1年
を
経
過
し
て
い
て
も
、告
知
の
な
か
っ
た
事
実
、ま
た
は
告
知
の
内
容
と
異
な
る
事

実
に
基
づ
く
保
険
金
支
払
事
由
が
保
険
期
間
の
開
始
時
か
ら
1
年
以
内
に
発
生
し
て
い
た
場
合
に
は
、ご
契
約
を
解

除
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、「
告
知
義
務
違
反
」の
内
容
が
特
に
重
大
な
場
合
、保
険
期
間
の
開
始
時
か
ら
の
経

過
期
間
に
関
係
な
く
保
険
契
約
を『
詐
欺
に
よ
る
取
消
し
』と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
注
）継
続
契
約
の
場
合
は
、継
続
さ
れ
て
き
た
最
初
の
保
険
期
間
の
開
始
時
と
な
り
ま
す
。

4 
傷

病
歴

等
を

告
知

し
た

場
合

の
取

扱
い

　
引
受
保
険
会
社
で
は
、ご
加
入
者
間
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、お

客
さ

ま
の

お
身

体
の

状
態

す
な

わ
ち

保
険

金
等

の
お

支
払

い
が

発
生

す
る

リ
ス

ク
に

応
じ

た
引

受
対

応
を

行
っ

て
い

ま
す

。
　

ご
回

答
の

内
容

に
よ

っ
て

は
、保

険
契

約
を

お
引

き
受

け
で

き
な

い
場

合
が

あ
り

ま
す

。

お
客

さ
ま

チ
ェ

ッ
ク

欄
7 

健
康

に
関

す
る

告
知

が
必

要
な

方
健

康
状

態
告

知
書

質
問

事
項

回
答

欄
に

回
答

い
た

だ
く

必
要

の
あ

る
方

は
、以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
方

で
す

。

新
た

に
加

入
す

る
方

、補
償

内
容

を
拡

大
す

る
契

約
条

件
の

変
更

を
行

う
方

の
い

ず
れ

に
お

い
て

も
、ご

加
入

の
補

償
パ

タ
ー

ン
に

応
じ

て
告

知
を

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
し

ま
す

。告
知

を
い

た
だ

く
質

問
は

以
下

の
と

お
り

で
す

。  
（
注
）疾
病
補
償
、所
得
補
償
、医
療
費
用
補
償
を
い
い
ま
す
。

※「
親
介
護
一
時
金
」「
親
介
護
休
業
補
償
」に
新
た
に
加
入
す
る
方
、継
続
し
て
加
入
す
る
際
に
、補
償
内
容
を
拡
大
す
る
契
約
条
件
の
変
更
を

行
う
方
は
、別
途
、親
介
護
一
時
金
・
親
介
護
休
業
補
償
の
告
知
を
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
継

続
し

て
加

入
す

る
方

で
今

回
補

償
内

容
を

拡
大

す
る

契
約

条
件

の
変

更
を

行
う

場
合

は
、補

償
内

容
拡

大
後

の
補

償
パ

タ
ー

ン
に

応
じ

た
告

知
が

必
要

で
す

。

●
 今

回
新

た
に

加
入

す
る

方
　

●
 継

続
し

て
加

入
す

る
際

に
、補

償
内

容
を

拡
大

す
る

契
約

条
件

の
変

更（
注

） を
行

う
方

（
注
）健
康
に
関
す
る
告
知
の
対
象
と
な
る
補
償
項
目
に
つ
い
て
、新
た
な
補
償
を
追
加
す
る
場
合
、保
険
金
額
を
増
額
す
る
場
合
、保
険
金
支

払
対
象
期
間
を
延
長
す
る
場
合
、特
定
疾
病
等
を
補
償
対
象
外
と
す
る
条
件
を
削
除
す
る
場
合
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

お
客

さ
ま

チ
ェ

ッ
ク

欄
8 

再
告

知
の

取
扱

い
　

令
和

5年
9月

30
日

以
前

始
期

の
契

約
か

ら
加

入
い

た
だ

い
て

い
る

お
客

さ
ま

は
、特

定
疾

病
等

を
補

償
対

象
外

と
す

る
条

件
で

加
入

さ
れ

て
い

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。補
償

対
象

外
と

な
る

病
気

・
症

状
に

つ
い

て
は

、「
令

和
5年

9月
30

日
以

前
始

期
契

約
に

加
入

さ
れ

た
方

で
、「

特
定

疾
病

等
対

象
外

欄
」に

コ
ー

ド
等

の
記

載
が

あ
る

方
へ

」、「
ご

契
約

の
し

お
り（

普
通

保
険

約
款・

特
約

）」
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

　
継

続
時

に
は

、あ
ら

た
め

て
現

在
の

健
康

状
態

等
に

応
じ

た
告

知（
再

告
知

）を
し

て
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。な
お

、保
険

期
間

の
中

途
で

特
定

疾
病

等
を

補
償

対
象

外
と

す
る

条
件

の
削

除
･変

更
を

行
う

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。再
告

知
を

行
う

場
合

、告
知

の
結

果
に

よ
っ

て
以

下
い

ず
れ

か
の

お
取

扱
い

と
な

り
ま

す
｡

例
え

ば
こ

ん
な

場
合

･･
･

加
入

申
込

み
時

点
で

は
健

康
だ

っ
た

が
、そ

の
後

保
険

期
間

の
開

始
時

よ
り

前
に

発
病

と
診

断
さ

れ
、保

険
期

間
の

開
始

時
よ

り
後

に
そ

の
病

気
に

よ
っ

て
入

院
し

た
ケ

ー
ス

お
客

さ
ま

チ
ェ

ッ
ク

欄
9 

そ
の

他
の

注
意

事
項

　
被

保
険

者
ご

本
人

が
正

し
く

告
知

を
し

た
場

合
で

も
、加

入
初

年
度

契
約

の
保

険
期

間
の

開
始

時
よ

り
前

に
ケ

ガ
、病

気
ま

た
は

要
介

護
状

態
の

原
因

と
な

っ
た

事
由

が
生

じ
た

場
合

は
、引

受
保

険
会

社
は

保
険

金
を

お
支

払
い

で
き

ま
せ

ん（
ご

加
入

後
36

5日
を

経
過

し
た

場
合

は
保

険
金

を
お

支
払

い
で

き
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
）。

　
そ

の
ほ

か
に

も
、「

重
要

事
項

の
ご

説
明

」に
は

、ご
加

入
に

際
し

て
特

に
確

認
い

た
だ

き
た

い
こ

と
を

記
載

し
て

い
ま

す
。お

申
込

み
の

前
に

必
ず

お
読

み
く

だ
さ

い
。

団
体

総
合

生
活

補
償

保
険

※
万
一
、告
知
内
容
が
事
実
と
異
な
る
場
合
に
は
、た
だ
ち
に
取
扱
代
理
店
ま
た
は
引
受
保
険
会
社
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

再
告
知
の
結
果
、

お
引
き
受
け
で
き
る
場
合

再
告
知
の
結
果
、

お
引
き
受
け
で
き
な
い
場
合

特
定

疾
病

等
を

補
償

対
象

外
と

す
る

条
件

を
削

除
し

て
加

入
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。な
お

、条
件

を
削

除
し

て
継

続
い

た
だ

い
た

場
合

で
も

､保
険

金
の

お
支

払
い

有
無

は
､発

病
時

点
の

保
険

契
約

の
条

件
で

判
断

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ご
加

入
を

継
続

い
た

だ
く

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

。

パ
タ
ー
ン

ご
加
入
の
補
償
パ
タ
ー
ン

が
ん
補
償

本
人
介
護
一
時
金

質
問
１

質
問
２

告
知
が
必
要
な
質
問
事
項

質
問
３

疾
病
補
償（
注
）

１
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
２

 
○

 
○

 
―

 
○

 
○

 
×

３
 

○
 

―
 

○
 

○
 

○
 

○
４

 
―

 
○

 
○

 
×

 
○（

①
の

み
） 

○
５

 
○

 
―

 
―

 
○

 
○

 
×

６
 

―
 

○
 

―
 

×
 

○（
①

の
み

） 
×

７
 

―
 

―
 

○
 

×
 

×
 

○
８

 
―

 
―

 
―

 
 

×

健
康

状
態

告
知

書
質

問
事

項
回

答
欄

へ
の

記
入

は
不

要
で

す
。

補
償

内
容

拡
大

後
の

補
償

パ
タ

ー
ン

に
応

じ
た

告
知

が
必

要
で

す
。

加
入

申
込

票
兼

被
保

険
者

明
細

書
の「

特
定

疾
病

等
対

象
外

欄
」に

印
字

さ
れ

て
い

る
疾

病
コ

ー
ド

、疾
病

・
症

状
名

を
二

重
線

で
削

除
し

、訂
正

署
名

ま
た

は
訂

正
印

を
し

て
く

だ
さ

い
。

○
 解

除
後

の
補

償
は

な
く

な
り

、た
と

え
保

険
金

支
払

事
由

が
発

生
し

て
い

て
も

保
険

金
を

お
支

払
い

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
※
た
だ
し
、「
解
除
前
に
発
生
し
た
保
険
金
支
払
事
由
」と
「
解
除
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
」と
の
因
果
関
係
が
な
い

場
合
に
は
、保
険
金
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
 保

険
期

間
の

開
始

時
期

か
ら

補
償

が
な

く
な

る
た

め
、た

と
え

保
険

金
支

払
事

由
が

発
生

し
て

い
て

も
保

険
金

を
お

支
払

い
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

○
 既

に
払

い
込

ん
だ

保
険

料
は

返
還

で
き

ま
せ

ん
。

告
知

の
内

容
が

正
し

く
な

い
と

､ご
契

約
が

解
除

さ
れ

保
険

金
を

お
支

払
い

で
き

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。

以
下

の
説

明
を

す
べ

て
ご

確
認・

ご
理

解
の

う
え

正
し

い
告

知
を

お
願

い
し

ま
す

。
な

お
、被

保
険

者
ご

本
人

と
は

、加
入

申
込

票
兼

被
保

険
者

明
細

書
の

被
保

険
者

ご
本

人
欄

に
記

入
さ

れ
た

方
を

い
い

ま
す

。

※
本
紙
は
お
客
さ
ま
ご
自
身
で
確
認
す
る
た
め
の
帳
票
で
す
。ご
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※『
加
入
申
込
票
兼
被
保
険
者
明
細
書
の
写
し
』と
『
健
康
状
態
告
知
に
つ
い
て
の
ご
案
内
』（
本
紙
）、

『
重
要
事
項
の
ご
説
明
』は
お
客
さ
ま
の
控
え
と
な
り
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

○
：
告
知
必
要

×
：
告
知
不
要

本
ペ
ー
ジ
は
、
定
型
書
面
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
実
際
の
お
申
込
方
法
と
は
異
な
る
ご
案
内
の
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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相
生

 一
郎

♯
♯

♯
♯

♯
♯

相
生

 一
郎

相
生

 一
郎

♯
♯

♯
♯

♯
♯

♯
♯

♯
♯

♯
♯

♯
♯
♯
♯
♯
♯

♯
♯

♯
♯

相
生

 一
郎

回
答

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。｠

 

告
知

日
を

記
入

の
う

え
、署

名
し

て
く

だ
さ

い
。｠

 

「
本

人
介

護
一

時
金

」「
親

介
護

一
時

金
」「

親
介

護
休

業
補

償
」を

お
引

き
受

け
し

ま
す

。

・健
康

状
態

告
知

書
質

問
事

項
回

答
欄

に
記

入
す

る
前

に
、別
紙
｢健
康
状
態
告
知
に
つ
い
て
の
ご
案
内
｣を
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。ま

た
、ご
加
入
さ
れ
る
補
償
パ
タ
ー
ン
に
応
じ
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

・ご
回

答
の

内
容

に
よ

っ
て

は
、保

険
契

約
を

お
引

き
受

け
で

き
な

い
場

合
が

あ
り

ま
す

。あ
ら

か
じ

め
ご

了
承

く
だ

さ
い

。
・ご

回
答

の
内

容
に

か
か

わ
ら

ず
、加

入
初

年
度

契
約

の
保

険
期

間
の

開
始

時
よ

り
前

に
原

因
が

発
生

し
た

病
気

や
ケ

ガ
、要

介
護

状
態

に
つ

い
て

は
、保

険
金

を
お

支
払

い
で

き
ま

せ
ん（

ご
加

入
後

36
5日

を
経

過
し

た
場

合
は

保
険

金
を

お
支

払
い

で
き

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

）。
・継

続
し

て
加

入
す

る
場

合
で

、補
償

内
容

を
拡

大
す

る
契

約
条

件
の

変
更

が
な

い
方

は
、健

康
状

態
告

知
書

質
問

事
項

回
答

欄
へ

の
記

入
は

不
要

で
す

。 

疾
病

補
償

、が
ん

補
償

、所
得

補
償

、医
療

費
用

補
償

、本
人

介
護

一
時

金
、親

介
護

一
時

金
、親

介
護

休
業

補
償

の
い

ず
れ

か
に

新
た

に
お

申
し

込
み

い
た

だ
く

方
、お

よ
び

継
続

し
て

加
入

す
る

場
合

で
保

険
金

額
の

増
額

な
ど

補
償

内
容

を
拡

大
す

る
契

約
条

件
の

変
更

を
伴

う
方

は
、下

記
の

質
問

事
項

に
つ

き
ご

回
答

く
だ

さ
い

。

●
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
ま
す
か
。

①
告
知
日（
ご
記
入
日
）現
在
、病
気
の
た
め
入
院
し
て
い
る
か
、入
院
・
手

術・
再
検
査
等
※
を
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

②
告
知
日（
ご
記
入
日
）よ
り
過
去
２
年
以
内
に
病
気
で
、継
続
し
て
14
日

以
上
の
入
院
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。

※
再
検
査
等
と
は
、医
師
か
ら
病
気
に
よ
る
入
院
・
手
術
の
た
め
に
受
検
の
指
示

を
受
け
た
も
の
を
い
い
、精
密
検
査
等
を
含
み
ま
す
。な
お
、健
康
診
断
や
人

間
ド
ッ
ク
に
お
け
る「
要
再
検
査
」等
の
結
果
は
含
み
ま
せ
ん
。

＊
疾
病
に
関
す
る
補
償
が
、「
が
ん
補
償
」の
み
の
方
は
回
答
不
要
で
す
。質
問
２
の
①
を
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

＜
質
問
1＞

健
康
状
態
告
知
書
質
問
事
項
、回
答
欄
記
入
例

回
答
欄
記
入
例

回
答
が「
い
い
え
」の
場
合
、記
入
例
の
と
お
り
回
答
を
記
入
い
た
だ
き
、「
告
知
者
ご
署
名
欄
」に
告
知
日
を
記
入
の
う
え
、署
名
し
て
く
だ
さ
い
。 被
保
険
者
ご
本
人
か
ら
見
た
特
約
被
保

険
者
・
介
護
対
象
者
と
の
関
係
に
○
を
し

て
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
ご
本
人
用（
質
問
1、
2、
3）

親
介
護
一
時
金
・
休
業（
質
問
）

健
康
状
態
に
つ
い
て
、特
約
被
保
険
者
・
介
護

対
象
者
へ
の
ご
説
明
と
回
答
受
領
に
あ
た
り

実
際
に
取
ら
れ
た
確
認
方
法
を
1つ
選
び
○

を
し
て
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
ご
本
人
が
回
答
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

回
答
を
記
入
し
た
被
保
険
者
ご

本
人
が
署
名
、告
知
日
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

加
入
さ
れ
る
特
約
を
選
び
○
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
プ
ラ
ン
に
よ
り
加
入
で
き
る
特
約
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
本
人
介
護
一
時
金
」に
ご
加
入
の
方

は
質
問
３
を
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

団
体
総
合
生
活
補
償
保
険

ご
注
意 疾
病
補
償

に
ご
加
入
の
方

が
ん
補
償

所
得
補
償

疾
病
補
償

医
療
費
用
補
償
に
ご
加
入
の
方

に
ご
加
入
の
方

に
ご
加
入
の
方

に
ご
加
入
の
方

所
得
補
償

●
告
知
日（
ご
記
入
日
）よ
り
過
去
２
年
以
内
に
以
下
の
い
ず
れ
か

の
病
気
と
医
師
に
診
断
さ
れ
た
り
、医
師
に
よ
る
検
査
※ ・
治
療

（
投
薬
を
含
み
ま
す
）を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
、ま
た
は
受
け
る
よ

う
に
指
導
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

①「
が
ん
」、「
上
皮
内
が
ん
」

②「
糖
尿
病
」、「
高
血
糖
症
」、「
耐
糖
能
異
常
」

③「
精
神
の
病
気（
ア
ル
コ
ー
ル・
薬
物
依
存
を
含
み
ま
す
）」

※
検
査
結
果
が
異
常
な
し
だ
っ
た
場
合
は「
い
い
え
」と
な
り
ま
す
。た

だ
し
、検
査
の
結
果
が
判
明
し
て
い
な
い
場
合
や
経
過
観
察
中
の
場

合
は「
は
い
」と
な
り
ま
す
。

＊
疾
病
に
関
す
る
補
償
が
、「
が
ん
補
償
」の
み
の
方
は
①
に
つ
い
て
の
み
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

＜
質
問
2＞

疾
病
補
償

が
ん
補
償（
①
の
み
）

い
い
え

い
い
え

い
い
え

所
得
補
償

医
療
費
用
補
償

医
療
費
用
補
償

本
人
介
護
一
時
金

に
ご
加
入
の
方

親
介
護
一
時
金

親
介
護
休
業
補
償

告
知

対
象

外
と

な
る

ケ
ガ・

病
気

一
覧

●
ケ

ガ（
た

だ
し

、以
下

に
つ

い
て

は
、病

気
と

し
て

告
知

対
象

と
な

り
ま

す
） 

●
正

常
分

娩

脊
椎

の
捻

挫
･骨

折
､腰

痛
､腰

部
捻

挫
､椎

間
板

ヘ
ル

ニ
ア

､変
形

性
脊

椎
症

､む
ち

う
ち

症
､脊

椎
症

､腰
椎

症
､頸

椎
症

､脊
柱

管
狭

窄
症

､椎
間

板
障

害
､腰

椎
分

離
･す

べ
り

症
､脊

椎
分

離
･す

べ
り

症
､突

発
性

腰
痛

症（
ギ

ッ
ク

リ
腰

）､
半

月
板

損
傷

､ば
ね

指（
手

指
屈

筋
腱

腱
鞘

炎
）､

骨
関

節
炎

､関
節

内
障

､変
形

性
関

節
症

、頭
部

外
傷

後
遺

症
､脳

挫
傷

「
医

師
」に

は
歯

科
医

師
を

含
み

、柔
道

整
復

師
・

指
圧

師
・

鍼
灸

師
は

含
み

ま
せ

ん（
以

下
の

質
問

も
同

様
で

す
）。

③
に

つ
い

て
、具

体
的

に
は

、平
成

6年
10

月
12

日
総

務
庁

告
示

第
75

号
に

定
め

ら
れ

た
分

類
項

目
中

の
分

類
コ

ー
ド

Ｆ
00

か
ら

Ｆ
99

に
規

定
さ

れ
た

も
の

と
し

、分
類

項
目

の
内

容
に

つ
い

て
は

厚
生

労
働

省
大

臣
官

房
統

計
情

報
部

編「
疾

病
、傷

害
お

よ
び

死
因

統
計

分
類

提
要

IC
D

－
10

（
20

03
年

版
）準

拠
」に

よ
り

ま
す

。

「
医

師
に

よ
る

治
療

」に
は

注
射

、手
術

、放
射

線
治

療
、心

理
療

法
、食

事
療

法
な

ど
を

含
み

ま
す

。な
お

、市
販

の
ビ

タ
ミ

ン
剤

の
服

用
な

ど
、病

気
の

治
療

で
は

な
く

健
康

増
進

の
た

め
の

行
為

は
含

み
ま

せ
ん

。

「
手

術
」に

は
、内

視
鏡・

腹
腔

鏡・
レ

ー
ザ

ー・
カ

テ
ー

テ
ル・

超
音

波
・

衝
撃

波
に

よ
る

も
の

な
ど

を
含

み
ま

す
。な

お
、

入
院

の
有

無
は

問
い

ま
せ

ん
。

●
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
ま
す
か
。

①
歩
行
、寝
返
り
、立
ち
上
が
り
、入
浴
、排
せ
つ
、食
事
お
よ
び
衣
類
の

着
脱
の
い
ず
れ
か
の
行
為
の
際
に
、他
人
の
介
護
が
必
要
で
あ
る
。

②
公
的
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
要
介
護
認
定
申
請
を
し
た
こ
と
が

あ
る
。

③
告
知
日（
ご
記
入
日
）よ
り
過
去
２
年
以
内
に
、医
師
に
よ
り
、下
表
の

「
病
名
・
症
状
一
覧
」記
載
の
病
気
や
症
状
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
。

＊
病
気・
症
状
名
が
判
明
し
な
い
場
合
は
、病
気・
症
状
名
が
判
明
す
る
ま
で
は
お
引
き
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

＜
質
問
3＞

本
人
介
護
一
時
金

＜
質
問
＞

親
介
護
一
時
金

親
介
護
休
業
補
償

①
は
、告
知
日（
ご
記
入
日
）現
在
の
状
態
を
ご
回
答
く
だ
さ

い
。ま
た
、「
他
人
の
介
護
が
必
要
で
あ
る
」と
は
、何
ら
か

の
か
た
ち
で
他
人
の
力
を
借
り
て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

②
の「
要
介
護
認
定
申
請
を
し
た
こ
と
が
あ
る
」と
は
、過

去
に
要
介
護
認
定
の
申
請
を
行
っ
た
結
果
、非
該
当
と

な
っ
た
場
合
を
含
み
ま
す
。

●
本
人
介
護
一
時
金
は
、被
保
険
者
ご
本
人
が
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

●
親
介
護
一
時
金
は
、特
約
被
保
険
者
と
な
る
方
に
被
保
険
者
ご
本
人
が
代
理
し
て
回
答
す
る
旨
を
了
解
い
た
だ
き
、被
保
険
者
ご
本
人
が
特
約
被
保
険
者
の

健
康
状
態
を
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、親
介
護
休
業
補
償
は
、被
保
険
者
ご
本
人
が
介
護
対
象
者
の
健
康
状
態
を
確
認
し
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

●
被
保
険
者
ご
本
人
が
ご
回
答
く
だ
さ
い
。な
お
、下
表
に
記
載
が
あ
る
ケ
ガ
や
病
気
に
つ
い
て
は
告
知
不
要
で
す
｡

再
告
知
の
う
え
、特
定
疾
病
等
を
補
償
対

象
外
と
す
る
条
件
を
削
除
す
る
場
合
、疾
病

コ
ー
ド
、疾
病
・
症
状
名
を
二
重
線
で
削
除

し
、訂
正
署
名
ま
た
は
訂
正
印
を
し
て
く
だ

さ
い
。｠

「 本 人 介 護 一 時 金 」「 親 介 護 一 時 金 」

「 親 介 護 休 業 補 償 」 は 、

お 引 き 受 け で き ま せ ん の で 、 ご 了 承 く だ さ い 。

「 疾 病 補 償 」「 が ん 補 償 」「 所 得 補 償 」「 医 療 費 用 補 償 」 は 、

お 引 き 受 け で き ま せ ん の で 、 ご 了 承 く だ さ い 。

病
名
・
症
状
一
覧

●
脳
卒
中（
脳
出
血
、く
も
膜
下
出
血
、脳
梗
塞（
脳
血
栓
、脳
塞
栓
、脳

軟
化
）等
）　
●
脳
虚
血
発
作 （
一
過
性
脳
虚
血
発
作（
TI
A）
、可
逆
性
虚
血

性
神
経
障
害（
RI
N
D
）等
）　
●
眼
底
出
血（
網
膜
出
血
、硝
子
体
出
血
、

網
膜
中
心
静
脈
閉
塞
症
等
を
い
い
、外
傷
性
を
除
き
ま
す
）　
●
脳
動

脈
瘤
　
●
脳
動
静
脈
奇
形

●
虚
血
性
心
疾
患（
狭
心
症
、心
筋
梗
塞
、冠
不
全
等
）　
●
不
整
脈（
心

室
細
動
、心
房
細
動
、心
室
頻
拍
、期
外
収
縮
等
を
い
い
、治
療
や
経
過

観
察
を
必
要
と
し
な
い
不
整
脈
を
除
き
ま
す
）　
●
心
臓
弁
膜
症（
僧
帽

弁
狭
窄
症
、僧
帽
弁
閉
鎖
不
全
症
、大
動
脈
弁
狭
窄
症
、大
動
脈
弁
閉

鎖
不
全
症
等
）　
●
心
内
膜
炎
　
●
心
肥
大（
心
室
肥
大
等
）　
●
心
不

全
　
●
心
筋
症
　
●
動
脈
瘤

●
肺
塞
栓
症（
肺
梗
塞
等
）　
●
肺
線
維
症
　
●
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

（
C
O
PD
）（
肺
気
腫
、慢
性
気
管
支
炎
）　
●
塵
肺（
珪
肺
症
、ア
ス
ベ
ス

ト
肺
症
等
）　
●
気
管
支
喘
息（
終
診
し
た
小
児
喘
息
を
除
き
ま
す
）

●
慢
性
腎
炎（
増
殖
性
腎
炎
、膜
性
腎
症
、I
gA
腎
症
等
）　
●
腎
不
全

●
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
　
●
人
工
透
析
治
療
を
要
す
る
そ
の
他
の
腎
臓

疾
患

●
肝
硬
変
　
●
肝
不
全
　
●
慢
性
肝
炎
　
●
Ｂ
型
肝
炎
＊
　
●
Ｃ
型
肝
炎
＊

＊
ウ
イ
ル
ス
キ
ャ
リ
ア（
感
染
者
）を
含
み
ま
す
。

●
後
遺
症
の
あ
る
骨
折（
上
肢
の
骨
折
を
除
き
ま
す
）　
●
骨
髄
炎

●
骨
粗
し
ょ
う
症
　
●
脊
柱
管
狭
窄
症
　
●
変
形
関
節
症

●
悪
性
新
生
物（
が
ん
、肉
腫
、白
血
病
、悪
性
リ
ン
パ
腫
、骨
髄
腫
を
い

い
、上
皮
内
新
生
物
は
除
き
ま
す
）　
●
脳
腫
よ
う

●
正
常
圧
水
頭
症
　
●
好
酸
球
性
筋
膜
炎

●
糖
尿
病（
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
等
の
注
射
剤
を
投
与
し
て
い
る
場
合
に
限

り
ま
す
）

●
頭
部
外
傷（
後
遺
障
害
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
場
合
に
限
り
ま
す
）

●
膠
原
病（
関
節
リ
ウ
マ
チ
お
よ
び
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
を
含
み
ま
す
）

●
精
神
障
害（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
認
知
症
、う
つ
病
等
の
精
神
病

や
神
経
症
、ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
依
存
症
を
含
み
ま
す
）・
知
的
障
害
・

発
達
障
害（
注
1）

●
厚
生
労
働
省
指
定
の
公
費
助
成
対
象
の
難
病（
注
2）

脳
血
管
系

心
臓
系

呼
吸
器
系

腎
臓
系

筋・
骨
格
系

悪
性
新
生
物

そ
の
他

肝
臓
系

親
介
護
一
時
金
は
特
約
被
保
険
者
、親
介
護
休

業
補
償
は
介
護
対
象
者
の
氏
名
を
カ
ナ
で
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

「
疾
病
補
償
」「
が
ん
補
償
」「
所
得
補
償
」「
医
療
費
用
補
償
」を
お
引
き
受
け
し
ま
す
。

疾
病
に
関
す
る
補
償
が「
が
ん
補
償
」の
み

の
方
は
質
問
２
の
み
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

（
注
1）
具
体
的
に
は
、平
成
6
年
10
月
12
日
総
務
庁
告
示
第
75
号
に
定
め
ら
れ
た
分
類
項
目
中
の
分
類
コ
ー
ド
F0
0か
ら
F9
9に
規
定
さ
れ
た
も
の
と
し
、分
類
項
目
の
内
容
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働

省
大
臣
官
房
統
計
情
報
部
編「
疾
病
、傷
害
お
よ
び
死
因
統
計
分
類
提
要
IC
D
-1
0（
20
03
年
版
）準
拠
」に
よ
り
ま
す
。

（
注
2）
告
知
日
時
点
に
お
け
る
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
対
象
と
し
て
公
費
助
成
の
対
象
と
な
る
難
病
を
い
い
、難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律（
難
病
法
）に
お
い
て
規
定
す
る

指
定
難
病
を
含
み
ま
す
。具
体
的
な
病
名
は「
難
病
情
報
セ
ン
タ
ー
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.n
an
by
ou
.o
r.j
p）
等
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。こ
れ
ら
の
難
病
と
診
断
さ
れ
た

方
は
、都
道
府
県
へ
の
申
請
に
よ
り
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、交
付
を
受
け
て
い
な
く
て
も
告
知
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

は い は い

は い

（
23
01
01
）（
20
23
年
1月
承
認
）G
N
22
D
01
07
55
（
V
03
-6
82
）団
総（
M
S＆
A
D
）A

本
ペ
ー
ジ
は
、
定
型
書
面
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
実
際
の
お
申
込
方
法
と
は
異
な
る
ご
案
内
の
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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R
0

コ
ウ
ジ
ョ
ウ
セ
ン
キ
ノ
ウ
テ
イ
カ
シ
ョ
ウ

過
去
の
健
康
状
態
告
知
内
容

特
定
疾
病
等
対
象
外
欄（
再
告
知
の
場
合
要
削
除
）

（
23

01
01

）（
20

23
年

1月
承

認
）G

N
22

D
01

07
55

（
V

03
-6

82
）団

総（
M

S＆
A

D
）1

U

Ａ１ Ａ２
脳・

循
環

器
系

の
疾

病

Ａ３
脳・

循
環

器
系

の
疾

病

●
脳

卒
中

(脳
出

血
､く

も
膜

下
出

血
､脳

こ
う

そ
く

､脳
血

栓
､脳

塞
栓

、一
過

性
脳

虚
血

発
作（

TI
A

）な
ど

） 
●

脳
腫

よ
う

 ●
狭

心
症

 
●

動
脈

硬
化

症
 ●

心
臓

弁
膜

症
 ●

動
脈

狭
窄

症
 ●

心
筋

症
 ●

動
脈

瘤
 ●

心
不

全
 ●

心
筋

こ
う

そ
く

 
●

高
血

圧
症

 （
医

師
の

治
療

を
受

け
て

い
る

場
合

、ま
た

は
治

療
を

受
け

て
い

な
い

場
合

で
も

最
低

血
圧

11
0ミ

リ
以

上
の

場
合

） 
●

高
脂

血
症

・
脂

質
異

常
症（

高
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

血
症

を
含

み
ま

す
） 

●
不

整
脈（

心
房

・
心

室
細

動
、心

室
頻

拍
、脚

ブ
ロ

ッ
ク

な
ど

） 
●

先
天

性
心

疾
患

 （
心

房・
心

室
中

隔
欠

損
症

、動
脈

管
開

存
症

、大
動

脈
縮

窄
症

、フ
ァ

ロ
ー

四
徴

症
な

ど
）

●
脳

卒
中（

脳
出

血
、く

も
膜

下
出

血
、脳

梗
塞

、脳
血

栓
、脳

塞
栓

） 
●

脳
腫

よ
う

 ●
心

筋
梗

塞
 ●

狭
心

症
 ●

動
脈

硬
化

症
 

●
心

臓
弁

膜
症

 ●
心

筋
症

 ●
心

不
全

 ●
動

脈
瘤

 ●
先

天
性

心
疾

患
 ●

高
血

圧
症

 ●
不

整
脈

Ａ４
循

環
器

●
脳

卒
中

 ●
脳

出
血

 ●
脳

梗
塞

 ●
脳

軟
化

 ●
心

臓
弁

膜
症

 ●
心

筋
梗

塞
 ●

狭
心

症
 ●

脳
血

栓
 ●

動
脈

硬
化

症
 

●
動

脈
閉

塞
症

 ●
高

血
圧

症

Ａ６
循

環
器

の
病

気
●

脳
卒

中
 ●

脳
軟

化
 ●

脳
出

血
 ●

く
も

膜
下

出
血

 ●
脳

血
栓

 ●
脳

塞
栓

 ●
心

筋
こ

う
そ

く
 ●

狭
心

症
 ●

心
臓

弁
膜

症
 

●
心

不
全

 ●
心

筋
炎

 ●
高

血
圧

症
 ●

低
血

圧
症

 ●
動

脈
硬

化
症

Ｃ１ Ｃ２
消

化
器

系
の

疾
病

●
胃・

腸
の

が
ん

 ●
食

道
が

ん
 ●

か
い

よ
う

性
大

腸
炎

 ●
ク

ロ
ー

ン
病

 ●
胃・

腸
の

か
い

よ
う

ま
た

は
ポ

リ
ー

プ

Ｃ３
消

化
器

系
の

疾
病

●
胃・

腸
の

が
ん

 ●
腹

膜
炎

 ●
食

道
が

ん
 ●

胃
腸

炎
 ●

か
い

よ
う

性
大

腸
炎

 ●
大

腸
炎

 ●
ク

ロ
ー

ン
病

 
●

胃・
腸

の
か

い
よ

う
ま

た
は

ポ
リ

ー
プ

Ｃ４
胃

腸
●

胃
や

腸
の

が
ん

 ●
食

道
が

ん
 ●

胃
や

腸
の

か
い

よ
う

ま
た

は
ポ

リ
ー

プ
 ●

腹
膜

炎

Ｃ５
 ★

消
化

管
系

●
か

い
よ

う
性

大
腸

炎
 ●

ク
ロ

ー
ン

病
 ●

胃
腸

炎
 ●

胃
か

い
よ

う
 ●

大
腸

炎
 ●

腸
閉

塞（
イ

レ
ウ

ス
） 

●
腹

膜
炎

 
●

腸
の

か
い

よ
う

 ●
食

道
狭

窄
 ●

十
二

指
腸

か
い

よ
う

Ｃ６
胃

腸
管

関
係

の
病

気
●

胃
腸

の
が

ん
 ●

食
道

が
ん

 ●
慢

性
胃

腸
炎

 ●
腸

閉
塞

 ●
腸

管
癒

着
症

 ●
慢

性
虫

垂
炎

 ●
腹

膜
炎

 ●
胃

腸
の

ポ
リ

ー
プ

 
●

胃
腸

の
か

い
よ

う
 ●

幽
門

狭
窄

 ●
食

道
狭

窄

Ｄ
１

肝
臓

系
の

疾
病

●
肝

臓
の

が
ん

 ●
肝

硬
変

 ●
慢

性
肝

炎
 ●

Ｂ
型

肝
炎

 ●
Ｃ

型
肝

炎
 ●

急
性

肝
炎

 ●
肝

肥
大

 ●
黄

疸

Ｄ
５

 ★
肝

臓
系

●
食

道
静

脈
瘤

 ●
肝

硬
変

 ●
慢

性
肝

炎
 ●

Ｂ
型

肝
炎

 ●
Ｃ

型
肝

炎
 ●

急
性

肝
炎

 ●
A

型
肝

炎
 ●

肝
機

能
障

害
 ●

黄
だ

ん

Ｅ１
胆

の
う・

す
い

臓
系

の
疾

病
●

胆
の

う・
す

い
臓

の
が

ん
 ●

す
い

炎
 ●

胆
の

う
ポ

リ
ー

プ
 ●

胆
の

う
炎

 ●
胆

石（
症

） 
●

胆
管

結
石

Ｅ５
 ★

胆
の

う・
す

い
臓

系
●

胆
石

 ●
胆

の
う

炎
 ●

す
い

炎

Ｆ１ Ｆ２
腎

臓・
泌

尿
器

系
の

疾
病

●
腎

臓・
膀

胱・
前

立
腺

の
が

ん
 ●

慢
性

腎
不

全
 ●

慢
性

腎
炎

 ●
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

 ●
の

う
胞

腎
 ●

尿
毒

症
 ●

急
性

腎
不

全
 

●
急

性
腎

炎
 ●

腎
う

炎
 ●

腎
臓・

膀
胱・

尿
路

な
ど

の
結

石
 ●

前
立

腺
肥

大
症

Ｆ３
腎

臓・
泌

尿
器

の
疾

病

コ
ー

ド
番

号

●
腎

臓・
膀

胱・
前

立
腺

の
が

ん
 ●

慢
性

腎
炎

 ●
急

性
腎

炎
 ●

ネ
フ

ロ
ー

ゼ
 ●

慢
性

腎
不

全
 ●

尿
毒

症
 ●

の
う

胞
腎

 
●

腎
う

炎
 ●

腎
臓・

膀
胱・

尿
路

な
ど

の
結

石

Ａ５
 ★

循
環

器
系・

神
経

系

●
脳

卒
中（

脳
出

血
、脳

血
栓

、く
も

膜
下

出
血

、脳
こ

う
そ

く
、脳

塞
栓

、失
語

症
） 

●
心

筋
こ

う
そ

く
 ●

心
臓

弁
膜

症
 ●

心
筋

症
 

●
心

不
全

 ●
狭

心
症

 ●
先

天
性

心
臓

病
 ●

心
室

細
動

 ●
冠

不
全

 ●
動

脈
硬

化
症

 ●
脳

炎
 ●

脳
膜

炎
 ●

髄
膜

炎
 ●

不
整

脈
 

●
動

脈
瘤

 ●
高

血
圧

症（
最

高
血

圧
16

0m
m

H
g以

上
ま

た
は

最
低

血
圧

95
m

m
H

g以
上

） 
●

低
血

圧
症（

最
高

血
圧

10
0m

m
H

g未
満

）

Ｆ４
腎

臓・
泌

尿
器

●
慢

性
腎

炎
 ●

腎
不

全
 ●

急
性

腎
炎

 ●
腎

う
炎

 ●
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

 ●
腎

臓
の

が
ん

 ●
腎

臓・
膀

胱・
尿

路
な

ど
の

結
石

Ｆ５
 ★

腎
臓

・泌
尿

器
系

●
慢

性
腎

不
全

 ●
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

 ●
腎

性
高

血
圧

症
 ●

腎
臓

結
石

 ●
尿

路
結

石
 ●

尿
管

結
石

 ●
膀

胱
結

石
 ●

急
性

腎
炎

  
●

慢
性

腎
炎

 ●
尿

毒
症

 ●
の

う
胞

腎
 ●

腎
結

核
 ●

腎
う

炎
 ●

膀
胱

炎
 ●

尿
道

炎
 ●

前
立

腺
炎

 ●
前

立
腺

肥
大

症

Ｆ６
腎

臓
、泌

尿
器

の
病

気
●

腎
臓・

泌
尿

器
の

が
ん

 ●
腎

不
全

 ●
尿

毒
症

 ●
慢

性
腎

炎
 ●

ネ
フ

ロ
ー

ゼ
 ●

腎
炎

 ●
腎

う
炎

 ●
膀

胱
炎

●
腎

臓・
膀

胱・
尿

路
の

結
石

Ｇ
５

 ★
内

分
泌・

代
謝

系
●

糖
尿

病
 ●

甲
状

腺
の

病
気

Ｈ１ Ｈ２
婦

人
科

系
の

疾
病

●
子

宮
が

ん
 ●

卵
巣

が
ん

 ●
子

宮
筋

腫
 ●

子
宮

内
膜

症
 ●

子
宮

腺
筋

症
 ●

子
宮

頸
部

異
形

成
 ●

卵
巣

の
う

腫

Ｈ３
乳

房・
子

宮・
卵

巣
の

疾
病

●
子

宮
が

ん
 ●

乳
が

ん
 ●

卵
巣

が
ん

 ●
子

宮
筋

腫
 ●

子
宮

内
膜

症
 ●

卵
巣

の
う

腫
 ●

乳
腺

症

Ｈ４
婦

人
病

●
子

宮
が

ん
 ●

子
宮

筋
腫

Ｈ５
 ★

婦
人

科
系

●
子

宮
筋

腫
 ●

子
宮

内
膜

症
 ●

子
宮

腺
筋

症
 ●

子
宮

頸
管

炎
 ●

子
宮

付
属

器
炎

 ●
卵

巣
の

う
腫

Ｊ５
 ★

眼
科

系
●

白
内

障
 ●

緑
内

障
 ●

網
膜

、角
膜

の
病

気

Ｍ
２

肝
臓

系
の

疾
病

胆
の

う・
す

い
臓

系
の

疾
病

●
肝

臓
の

が
ん

 ●
肝

硬
変

 ●
慢

性
肝

炎
 ●

Ｂ
型

肝
炎

 ●
Ｃ

型
肝

炎
 ●

急
性

肝
炎

 ●
肝

肥
大

 ●
黄

疸
 

●
胆

の
う・

す
い

臓
の

が
ん

 ●
す

い
炎

 ●
胆

の
う

ポ
リ

ー
プ

 ●
胆

の
う

炎
 ●

胆
石（

症
） 

●
胆

管
結

石

Ｍ
３

肝
臓・

胆
の

う・
す

い
臓

の
疾

病
●

肝
臓・

胆
の

う・
す

い
臓

の
が

ん
 ●

肝
硬

変
 ●

B型
肝

炎
 ●

C
型

肝
炎

 ●
慢

性
肝

炎
 ●

急
性

肝
炎

 ●
す

い
炎

 ●
胆

石（
症

）
●

胆
の

う
炎

 ●
肝

肥
大

 ●
黄

疸

Ｍ
４

肝
臓・

胆
の

う・
す

い
臓

●
肝

臓・
胆

の
う・

す
い

臓
の

が
ん

 ●
肝

硬
変

 ●
胆

石
 ●

肝
炎

 ●
肝

肥
大

 ●
胆

の
う

炎
 ●

す
い

臓
炎

Ｍ
６

肝
臓

、胆
の

う
、す

い
臓

の
病

気
●

肝
臓・

胆
の

う・
す

い
臓

の
が

ん
 ●

肝
硬

変
 ●

肝
炎

 ●
肝

肥
大

 ●
黄

だ
ん

 ●
胆

の
う

炎
 ●

胆
石

 ●
す

い
臓

炎

Ｘ１ Ｘ２
呼

吸
器

系
の

疾
病

●
肺

が
ん

 ●
咽

頭
が

ん
 ●

結
核

 ●
肺

気
腫

 ●
間

質
性

肺
炎

 ●
肺

線
維

症
 ●

気
管

支
ぜ

ん
息

 ●
肺

炎
 ●

じ
ん

肺
 ●

け
い

肺
 

●
肺

の
う

胞
 ●

自
然

気
胸

 ●
慢

性
気

管
支

炎
 ●

気
管

支
拡

張
症

 ●
胸

膜
炎（

肋
膜

炎
）

Ｘ３
呼

吸
器

系
の

疾
病

●
肺

が
ん

 ●
間

質
性

肺
炎

 ●
気

管
支

ぜ
ん

息
 ●

肋
膜

炎
 ●

結
核

 ●
肺

の
う

胞
 ●

肺
線

維
症

 ●
塵

肺
 ●

慢
性

気
管

支
炎

●
気

管
支

拡
張

症
 ●

自
然

気
胸

 ●
珪

肺
 ●

咽
頭

が
ん

 ●
肺

炎
 ●

肺
気

腫

Ｘ４
肺・

気
管

支
●

結
核

 ●
肋

膜
炎

 ●
肺

が
ん

 ●
慢

性
気

管
支

炎
 ●

ぜ
ん

そ
く

 ●
肺

気
腫

Ｘ５
 ★

呼
吸

器
系

●
肺

性
心

 ●
気

管
支

拡
張

症
 ●

慢
性

気
管

支
炎

 ●
間

質
性

肺
炎

 ●
肺

結
核

 ●
自

然
気

胸
 ●

け
い

肺
 ●

膿
胸

 ●
肺

気
腫

 
●

肺
炎

 ●
じ

ん
肺

 ●
肺

梗
塞

 ●
肺

の
う

胞
 ●

ぜ
ん

そ
く

 ●
肺

化
膿

症（
肺

膿
瘍

） 
●

胸
膜

炎（
肋

膜
炎

）

Ｘ６
呼

吸
器

の
病

気
●

肺
が

ん
 ●

ぜ
ん

そ
く

 ●
結

核
 ●

肋
膜

炎
 ●

肺
気

腫
 ●

慢
性

気
管

支
炎

 ●
気

管
支

拡
張

症
 ●

肺
化

膿
症

 ●
肺

炎

Ｙ１
骨・

筋
肉

の
疾

病
●

リ
ウ

マ
チ（

関
節

リ
ウ

マ
チ

、リ
ウ

マ
チ

熱
、リ

ウ
マ

チ
性

心
疾

患
） 

●
脊

椎
カ

リ
エ

ス
 ●

後
縦

靱
帯

骨
化

症
●

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

症
 ●

重
症

筋
無

力
症

 ●
関

節
炎

 ●
骨

髄
炎

 ●
神

経
痛

 ●
頸

肩
腕

症
候

群
Ｙ５

 ★
骨・

筋
肉

62
 ： 

乳
腺

症

70
 ： 

腰
痛

症（
ぎ

っ
く

り
腰

な
ど

）

78
 ： 

メ
ニ

エ
ー

ル
病・

め
ま

い

84
 ： 

痔・
脱

肛

91
 ： 

痔
疾

97
 ： 

腸
閉

塞

63
 ： 

異
常

妊
娠・

帝
王

切
開・

鉗
子

分
娩・

そ
の

他
の

異
常

分
娩

71
 ： 

椎
間

板
ヘ

ル
ニ

ア・
腰

痛
（

ぎ
っ

く
り

腰
を

含
み

ま
す

）

79
 ： 

メ
ニ

エ
ー

ル
病

86
 ： 

高
脂

血
症

92
 ： 

蓄
膿

症

98
 ： 

職
業

病

64
 ： 

妊
娠・

分
娩

に
伴

う
病

気・
症

状
（

帝
王

切
開

を
含

み
ま

す
）

72
 ： 

頸
椎

捻
挫（

む
ち

う
ち

症
）

80
 ： 

梅
毒

な
ど

の
性

病

87
 ： 

痛
風

93
 ： 

中
耳

炎

99
 ： 

補
償

開
始

日
か

ら
1年

以
内

に
発

病
し

た
妊

娠・
分

娩
に

伴
う

病
気・

症
状

67
 ： 

白
内

障

74
 ： 

神
経

痛

81
 ： 

梅
毒・

淋
病

88
 ： 

て
ん

か
ん

94
 ： 

骨
髄

炎

68
 ： 

緑
内

障

75
 ： 

関
節

リ
ウ

マ
チ

82
 ： 

自
律

神
経

失
調

症

89
 ： 

貧
血

症

95
 ： 

バ
セ

ド
ウ

病

69
 ： 

椎
間

板
ヘ

ル
ニ

ア

77
 ： 

慢
性

副
鼻

腔
炎（

蓄
膿

症
）・

慢
性

中
耳

炎

83
 ： 

悪
性

貧
血

90
 ： （

「
疾

病・
症

状
名

」欄
に

記
載

R0
 ：

 　
さ

れ
た

病
気・

症
状

）

96
 ： 

頭
部

外
傷

に
よ

る
後

遺
症

令
和
5年
9月
30
日
以
前
始
期
契
約
に
加
入
さ
れ
た
方
で
、「
特
定
疾
病
等
対
象
外
欄
」に
コ
ー
ド
等
の
記
載
が
あ
る
方
へ

令
和

5年
9月

30
日

以
前

始
期

契
約

に
加

入
し

、保
険

申
込

書
ま

た
は

加
入

申
込

票
の「

特
定

疾
病

等
対

象
外

欄
」に

コ
ー

ド
等

が
印

字
さ

れ
て

い
る

場
合

の
補

償
対

象
外

と
な

る
疾

病
の

範
囲

は
下

表
の

と
お

り
で

す
。

１
．「
疾
病
コ
ー
ド
」欄
に
下
記
の「
Ａ
１
」～
「
Ｙ５
」の
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
る
場
合

　
下

表
の

コ
ー

ド
の

横
に

★
が

記
載

さ
れ

た
項

目
は

、該
当

の
コ

ー
ド

に
属

す
る

病
気・

症
状

の
他

、そ
の

分
類

に
関

わ
る

あ
ら

ゆ
る

病
気・

症
状

が
補

償
対

象
外

と
な

っ
て

い
ま

す
。

２
．「
疾
病
コ
ー
ド
」欄
に
下
記
の「
６２
」～
「
９９
」、「
Ｒ０
」の
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
る
場
合

　
該

当
の

病
気・

症
状（

コ
ー

ド
番

号
）が

補
償

対
象

外
と

な
っ

て
い

ま
す

。
３
．「
疾
病
・
症
状
名
」欄
に
疾
病
名
が
印
字
さ
れ
て
い
る
場
合

印
字

さ
れ

た
病

気・
症

状
が

補
償

対
象

外
と

な
っ

て
い

ま
す

。

（
例

）

本
ペ
ー
ジ
は
、
定
型
書
面
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
実
際
の
お
申
込
方
法
と
は
異
な
る
ご
案
内
の
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

14
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重重要要事事項項ののごご説説明明  
  

契約概要のご説明（団体長期障害所得補償保険） 2023 年 10 月 
 

■ご加入に際して保険商品の内容をご理解いただくための事項をこの「契約概要のご説明」に記載しています。加入前に必ずお読みにな

り、お申込みくださいますようお願いします。 

■この書面は、ご契約に関するすべての内容を記載しているものではありません。詳細はパンフレット、ご契約のしおり（普通保険約

款・特約）（注）、保険証券および協定事項明細書（協定書）（以下「協定書」といいます）などをご確認ください。また、ご不明な

点につきましては、保険契約者、取扱代理店または引受保険会社までお問合わせください。 
（注）ご契約のしおり（普通保険約款・特約）、保険証券および協定書は保険契約者に交付されます。 

■申込人と被保険者（補償の対象となる方）が異なる場合は、被保険者の方にもこの書面の内容をお伝えくださいますようお願いします。 

この書面における主な用語について説明します。  
危険 身体障害の発生の可能性をいいます。 

協定書 保険契約締結の際、引受保険会社と保険契約者の間で協議のうえ保険契約の内容を定める書類をいいます。 

最高保険金支払月額 １被保険者について、１か月あたりの保険金支払の最高限度となる協定書に記載された金額をいいます。 

支払基礎所得額 保険金の算出の基礎となる協定書に記載された所得の額をいいます。 

就業障害  
身体障害を被り、就業に支障が発生している特約または協定書に記載された状態をいいます。なお、死亡した後は就業障害とは

いいません。 

所得 
業務に従事することによって得られる給与所得、事業所得または雑所得に係る総収入金額から、就業障害となることにより支出

を免れる金額を控除したものをいいます。ただし、就業障害の発生にかかわらず得られる収入は所得に含みません。 

身体障害 傷害（「ケガ」といいます）または疾病（「病気」といいます）をいいます。また、ケガにはケガの原因となった事故を含みます。 

てん補期間 
引受保険会社が保険金をお支払いする限度とする期間で免責期間終了日の翌日からその日を含めて協定書に記載された期間をい

います。 

免責期間 保険金をお支払いできない協定書に記載された就業障害が継続する期間をいいます。 

平均月間所得額 

就業障害が開始した日の属する月の直前 12 か月における被保険者の所得の平均月間額をいいます。ただし、就業規則等に基づく

出産・育児または介護を目的とした休業を取得していたことにより所得が減少していた場合等は、客観的かつ合理的な方法によ

り計算します。 

約定給付率 保険金の算出の基礎となる協定書に記載された率をいいます。 

１１商商品品のの仕仕組組みみ  

（１）商品の仕組み 

団体長期障害所得補償保険は、身体障害による就業障害時の損失を補償する保険です。 
※基本となる補償部分を解約し、補償が終了した場合等は、その契約にセットされた特約の補償も終了します。 

（２）被保険者の範囲 

基本となる補償部分の被保険者は、会社員の方など、働いて収入（所得）を得ている方で、事前に保険契約者と協定した範囲の方のう

ち、始期日時点における年令が満 15 才から満 59 才までの方となります。詳細は保険契約者、取扱代理店または引受保険会社までお問

合わせください。 

２２基基本本ととななるる補補償償、、支支払払基基礎礎所所得得額額おおよよびび保保険険金金額額のの設設定定等等  

（１）保険金をお支払いする場合 

主なものを記載しています。詳細はパンフレット等の該当箇所、ご契約のしおり（普通保険約款・特約）および協定書をご確認ください。 

保険金の種類 保険金をお支払いする主な場合 

基本となる 

補償の保険金 

身体障害を被り、その直接の結果として保険期間中に就業障害が開始した場合に、てん補期間中の就業障害であ

る期間１か月について、支払基礎所得額を基に協定書に記載の方法により算出した額を保険金としてお支払いし

ます。ただし、てん補期間中の就業障害である期間１か月について、被保険者１名につき最高保険金支払月額を

限度とします。 
※てん補期間中における就業障害である期間が１か月に満たない場合または１か月未満の日数がある場合、その日数について

は１か月を30日とした日割計算により保険金の額を決定します。 
※保険金支払対象外の身体障害の影響などにより、保険金を支払うべき身体障害の程度が大きくなった場合は、その影響がなかった場合に相当する金額

をお支払いします。 

（２）保険金をお支払いできない主な場合 

主なものを記載しています。詳細はパンフレット等の該当箇所、ご契約のしおり（普通保険約款・特約）および協定書をご確認ください。 

保険金の種類 保険金をお支払いできない主な場合 

基本となる 

補償の保険金 

①保険期間開始時（注 1）より前に就業障害の原因となった身体障害を被っていた場合（注 2）は保険金をお支払

いできません。ただし、協定書に別の定めがある場合を除きます。 

②次のいずれかによって被った身体障害による就業障害に対しては保険金をお支払いできません。 

・保険契約者、被保険者または保険金受取人の故意または重大な過失 

・闘争行為、自殺行為または犯罪行為 

・治療を目的として医師が使用した場合以外における被保険者の麻薬、大麻、あへん、覚せい剤、シンナー等の

使用 

・むちうち症、腰痛等で医学的他覚所見のないもの（注 3） 

・自動車等の無資格運転中、酒気帯び運転中のケガ 

・発熱等の他覚的症状のない感染 

・被保険者の妊娠、出産、早産または流産 

③健康状態告知の回答内容等により補償対象外となっている病気等（加入者証等に記載されます）による就業障

害は保険金をお支払いできません。 など 
（注1）継続契約の場合は、継続されてきた最初の保険期間開始時となります。 

（注2）この取扱いは、「ご契約時に正しく告知をして契約した場合」または「ご契約時に自覚症状がない身体障害であってもそれが保険期間開始時

（注1）よりも前に被ったものである場合」にも適用されますのでご注意ください。 

（注3）被保険者が自覚症状を訴えている場合であっても、レントゲン検査、脳波所見、神経学的検査、眼科・耳鼻科検査等によりその根拠を客観的に

証明することができないものをいいます。 
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（３）セットできる主な特約とその概要 

ご希望によりセットできる主な特約の詳細については、パンフレット等の該当箇所、ご契約のしおり（普通保険約款・特約）および

協定書をご確認ください。 

（４）保険期間 

お客さまの保険期間については、保険契約者、取扱代理店または引受保険会社までお問合わせください。 

（５）支払基礎所得額および保険金額の設定 

支払基礎所得額および保険金額の設定については、以下の点にご注意ください。詳細は保険契約者、取扱代理店または引受保険会社

までお問合わせください。また、お客さまの支払基礎所得額および保険金額については、パンフレット、加入申込票等をご確認くだ

さい。 

・支払基礎所得額は、被保険者の加入する公的保険制度（健康保険法等の法律に基づく保険制度をいいます）による給付内容を勘案し、

次のとおり設定してください。なお、支払基礎所得額に約定給付率を乗じた額が平均月間所得額を超える場合には、その上回る部分に

ついては保険金をお支払いできませんのでご注意ください。公的保険制度の概要につきましては、金融庁のホームページ

（https://www.fsa.go.jp/ordinary/insurance-portal.html）等をご確認ください。 

定額型の場合 
所得の平均月間額に対して次の範囲内となるよう設定してください。 

・健康保険、共済保険の加入者（給与所得者など）：40％ 

３３保保険険料料のの決決定定のの仕仕組組みみとと払払込込方方法法等等  

（１）保険料の決定の仕組み 

保険料は、支払基礎所得額、保険金額、年令、性別、免責期間、てん補期間等によって決まります。お客さまの保険料については、

パンフレット、加入申込票等をご確認ください。 

（２）保険料の払込方法 

お客さまの保険料の払込方法等については、保険契約者、取扱代理店または引受保険会社までお問合わせください。 

４４満満期期返返れれいい金金・・契契約約者者配配当当金金  

この保険には満期返れい金・契約者配当金はありません。 

５５解解約約とと解解約約返返れれいい金金  

ご契約を解約する場合は、保険契約者を通じ、取扱代理店または引受保険会社までご連絡ください。なお、解約に際しては、契約時の条件

により、保険期間のうち未経過であった期間の保険料を解約返れい金として返還する場合があります。詳細は保険契約者、取扱代理店また

は引受保険会社までお問合わせください。 

 
 

重重要要事事項項ののごご説説明明  
  

注意喚起情報のご説明（団体長期障害所得補償保険） 2023 年 10 月 
 

■ご加入に際して申込人・被保険者にとって不利益になる事項等、特にご注意いただきたい事項をこの「注意喚起情報のご説明」に記載

しています。加入前に必ずお読みになり、お申込みくださいますようお願いします。 

■この書面は、ご契約に関するすべての内容を記載しているものではありません。詳細はパンフレット、ご契約のしおり（普通保険約款・

特約）（注）、保険証券または協定事項明細書（協定書）（以下「協定書」といいます）などをご確認ください。また、ご不明な点につ

きましては、保険契約者、取扱代理店または引受保険会社までお問合わせください。 
（注）ご契約のしおり（普通保険約款・特約）、保険証券および協定書は保険契約者に交付されます。 

■申込人と被保険者（補償の対象となる方）が異なる場合は、被保険者の方にもこの書面の内容をお伝えくださいますようお願いします。 

この書面における主な用語は「契約概要のご説明」に記載していますのでご確認ください。  

１１告告知知義義務務（（ごご加加入入時時ににおお申申出出いいたただだくく事事項項））  

（１）申込人または被保険者になる方には、ご加入時に危険に関する重要な事項として引受保険会社が告知を求めた項目（加入申込票上の

「※」印の項目（告知事項））について、事実を正確に告知する義務（告知義務）があります。 

（２）故意または重大な過失によって、告知がなかった場合や告知した事項が事実と異なる場合、ご契約を解除することや保険金をお支払い

できないことがあります（次の③に該当した場合は、ご契約を解除することがあります）ので、今一度、告知内容をご確認ください。 

告知事項 

①被保険者の生年月日、年令、性別 

②被保険者の健康状態告知（注 1）（注 2）（注 3） 

③同じ被保険者について身体障害による就業障害に対して保険金が支払われる他の保険契約等（注 4）の有無 
（注1）健康状態告知は、質問事項をよくお読みになったうえ、回答を「回答欄」に正しくご記入ください。その際、必ず被保険者ご自身が回答内容に

ついて事実に相違ないことを確認のうえ、ご署名ください。また、回答内容により、契約をお引受けできない場合がありますので、あらかじめ

ご了承ください。 

（注2）継続契約については、補償内容が拡大しない契約内容で継続する場合は告知事項とはなりません。 

（注3）保険契約者または被保険者の故意または重大な過失により、回答がなかった場合や回答内容が事実と異なっている場合には、保険期間の開始時（＊）

から１年以内であれば、ご契約を解除することがあります。また、保険期間の開始時（＊）から１年を経過していても、回答がなかった事実または回

答内容と異なる事実に基づく保険金支払事由が、保険期間の開始時（＊）から１年以内に発生していた場合には、ご契約を解除することがあります。 

（＊）継続契約の場合は、継続されてきた最初の保険期間の開始時となります。 

（注4）所得補償保険、団体長期障害所得補償保険等をいい、いずれも団体契約、生命保険、共済契約を含みます。 

２２ククーーリリンンググオオフフ説説明明書書（（ごご契契約約ののおお申申込込みみのの撤撤回回等等））  

この保険は、ご契約のお申込みの撤回または解除（クーリングオフ）はできません。ご契約内容をお確かめのうえ、お申込みください。 

３３複複数数ののごご契契約約ががああるるおお客客ささままへへ  

被保険者またはそのご家族が加入されている他の保険契約等（異なる保険種類の特約や引受保険会社以外の保険契約または共済契約を含

みます）により、既に被保険者について同種の補償がある場合、補償が重複し、保険料が無駄になることがあります。 

補償が重複すると、補償の対象となる事故について、どちらの保険契約からでも補償されますが、いずれか一方の保険契約からは保険金

が支払われない場合があります。 

補償内容の差異や保険金額等を確認し、加入の要否を判断のうえ、ご加入ください。 
※1 複数あるご契約のうち、これらの補償が１つのご契約のみにセットされている場合、契約を解約したとき等は、補償がなくなることがありますのでご

注意ください。 

※2 補償が重複する可能性のある主な補償は、別紙「お支払いする保険金のご説明」をご確認ください。 
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４現在のご契約の解約・減額を前提とした新たなご契約 

（１）現在のご契約について解約、減額などをする場合の不利益事項 

多くの場合、現在のご契約の解約返れい金は払込み保険料の合計額よりも少ない金額となります。 

（２）新たな契約（団体長期障害所得補償保険）の申込みをする場合のご注意事項 

①被保険者の健康状態などにより、新たな契約をお引受けできない場合があります。 

②新たな契約の保険期間の開始時より前に就業障害の原因となった身体障害を被っていた場合、保険金をお支払いできないことがあり

ます。 

③新たな契約の始期日における被保険者の年令により計算した保険料（注）を適用し、新たな契約の普通保険約款・特約を適用します。

そのため、新たな契約の商品内容が、現在のご契約と異なることがあります。 
（注）保険料の改定により、同じ年令でも保険料が異なることがあります。 

５通知義務等（ご加入後にご連絡いただく事項） 

ご加入後、次の事項が発生した場合には、ご契約内容の変更等が必要となります。遅滞なく取扱代理店または引受保険会社までご連絡く

ださい。 

①ご契約時に支払基礎所得額に約定給付率を乗じた額を保険契約締結直前12か月における被保険者の所得の平均月間額より高く設定し

ていたことが判明した場合 

②ご契約後に被保険者の所得の平均月間額が著しく減少した場合 

６補償の開始・終了時期 

（１）補償の開始：始期日の午後４時（保険申込書に異なる時刻が記載されている場合はその時刻）に始まります。 

（２）補償の終了：満期日の午後４時に終わります。 

７保険金をお支払いできない主な場合 

「契約概要のご説明」２基本となる補償、支払基礎所得額および保険金額の設定等（２）保険金をお支払いできない主な場合をご確認く

ださい。 

８解約と解約返れい金 

ご契約を解約する場合は、保険契約者を通じ、取扱代理店または引受保険会社までお申し出ください。 

（１）解約の条件によって、解約日から満期日までの期間等に応じて、解約返れい金を返還します。ただし、解約返れい金は原則として未

経過期間分よりも少なくなります。 

（２）始期日から解約日までの期間に応じて払い込むべき保険料の払込状況により、追加の保険料を請求する場合があります。追加で請求

したにも関わらず、その払込みがない場合は、ご契約を解除することがあります。 

９被保険者からの解約 

被保険者が保険契約者以外の方の場合、保険契約者との間に別段の合意があるときを除き、被保険者は保険契約者に対しこの保険契約の解

約を求めることができます。この場合、保険契約者は、引受保険会社に対する通知をもって、その保険契約を解約しなければなりません。 
※解約する範囲はその被保険者にかかる部分に限ります。 

10 保険会社破綻時の取扱い 

引受保険会社が経営破綻に陥った場合の保険契約者保護の仕組みとして、「損害保険契約者保護機構」があり、当社も加入しています。

この保険は「損害保険契約者保護機構」の補償対象であり、経営破綻した場合の保険金、解約返れい金等は90％まで補償されます。ただ

し、破綻前に発生した事故による保険金は100％補償されます。 

11 個人情報の取扱いについて 

本保険契約に関する個人情報について、各引受保険会社が次の取扱いを行うことに同意のうえお申込みください。 

【個人情報の取扱いについて】 

本保険契約に関する個人情報は、引受保険会社が保険引受の審査、本保険契約の履行のために利用するほか、引受保険会社および引受

保険会社グループ会社（海外にあるものを含む）が他の商品・サービスのご案内のために利用することがあります。また、上記の利用

目的の達成に必要な範囲内で、業務委託先（保険代理店を含む）、保険仲立人、医療機関、保険金の請求・支払いに関する関係先、一般

社団法人日本損害保険協会、他の損害保険会社、再保険会社等（いずれも海外にあるものを含む）に提供することがあります。 

ただし、保健医療等の特別な非公開情報（センシティブ情報）については、保険業法施行規則（第 53 条の 10）により、利用目的が限

定されています。 

詳細については、あいおいニッセイ同和損害保険（株）のホームページ（https://www.aioinissaydowa.co.jp/）および各引受保険会

社のホームページをご覧ください。

 

 

＜その他ご注意いただきたいこと＞ 
■ご契約内容および事故報告内容の確認について 

事故について保険金のお支払いが迅速かつ確実に行われるよう同一事故にかかるご契約の状況や保険金請求の状況等について、損害保険会社等の間で確

認をさせていただく場合がありますのであらかじめご了承ください。 

■無効・取消し・失効について 
（１）保険契約者が、保険金を不法に取得する目的または第三者に保険金を不法に取得させる目的をもって契約を締結した場合、この保険契約は無効とな

り、既に払い込んだ保険料は返還できません。 

（２）保険契約者、被保険者または保険金受取人の詐欺または強迫によって契約を締結した場合は、この保険契約は取消しとなることがあります。この場

合、既に払い込んだ保険料は返還できません。 

（３）次のいずれかの場合は、この保険契約は失効となります。この場合、普通保険約款・特約に定める規定により保険料を返還または請求します。詳細

は取扱代理店または引受保険会社までお問合わせください。 

①被保険者が死亡した場合 

②身体障害以外の原因で業務に従事できなくなった場合 

■重大事由による解除 
次のいずれかに該当する事由がある場合には、ご契約および特約を解除することがあります。この場合には、全部または一部の保険金をお支払いでき

ません。 

（１）保険契約者、被保険者、保険金受取人が、保険金を支払わせることを目的として身体障害等を発生させた場合 
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（２）保険契約者または被保険者が、暴力団関係者その他の反社会的勢力に該当すると認められた場合 

（３）被保険者または保険金受取人が保険金の請求について詐欺を行った場合                                                            など 

■税法上の取扱い（2024 年 6 月現在） 
保険料負担者が個人の場合、払い込んだ保険料のうち、ご契約内容により所定の金額について、税法上の生命保険料控除の対象となります。 
※上記「税法上の取扱い」は、今後の税制改正により変更となる場合がありますので、ご注意ください。 

■請求権等の代位について 
保険金について、損失が発生したことにより被保険者が損害賠償請求権その他の債権（注）を取得した場合において、引受保険会社がその損失に対し

て保険金をお支払いしたときは、その債権は引受保険会社に移転します。ただし、移転するのは、次の額を限度とします。 

（１）引受保険会社が損失の額の全額を保険金としてお支払いした場合：被保険者が取得した債権の全額 

（２）上記（１）以外の場合：被保険者が取得した債権の額から、保険金をお支払いしていない損失の額を差し引いた額 
（注）共同不法行為等の場合における連帯債務者相互間の求償権を含みます。 

※保険金のお支払いの前に、被保険者が第三者から損害賠償を受け、その損害賠償に保険金に相当する額が含まれている場合は、引受保険会社はその額を差し引いた損失の

額に対して保険金をお支払いします。 

■共同保険について 
あいおいニッセイ同和損害保険（株）および他の損害保険会社との共同保険契約となる場合には、各引受保険会社は分担割合に応じて、連帯することな

く単独別個に責任を負います。あいおいニッセイ同和損害保険（株）は、引受幹事保険会社として、他の引受保険会社を代理・代行して保険料の受領、

保険証券の発行、保険金のお支払いその他の業務または事務を行っています。 

■事故が起こった場合 
１ 事故が起こった場合 

（１）事故が起こった場合には、30 日以内に取扱代理店または引受保険会社までご連絡ください。ご連絡がない場合、それによって引受保険会社が被っ

た損害の額を差し引いて保険金をお支払いすることがあります。 

（２）他の保険契約等がある場合には、事故のご連絡の際にお申し出ください。 

（３）補償が重複する他の保険契約等がある場合、発生した損失に対して既に支払われた保険金の有無によって、引受保険会社がお支払いする保険金の

額が異なります。詳細はご契約のしおり（普通保険約款・特約）をご確認ください。 

＜引受保険会社がお支払いする保険金の額＞（注１） 

①他の保険契約等から保険金または共済金が支払われていない場合は、この保険契約の就業障害である期間１か月あたりの支払責任額（注２）をお支

払いします。 

②他の保険契約等から保険金または共済金が支払われた場合は、平均月間所得額に所得喪失率を乗じた額から、他の保険契約等から支払われた保険金

または共済金の合計額を差し引いた額をお支払いします。ただし、この保険契約の就業障害である期間１か月あたりの支払責任額（注２）を限度と

します。 
（注1）お支払いする保険金の額や他の保険契約等の保険金の支払条件によっては、上記と異なる場合があります。詳細はご契約のしおり（普通保険約款・特約）をご確

認ください。 

（注2）他の保険契約等がないものとして算出した支払うべき保険金または共済金の額をいいます。 

２ 保険金の支払請求時に必要となる書類等 

被保険者または保険金受取人は、＜別表「保険金請求書類」＞のうち引受保険会社が求める書類を提出する必要があります。なお、必要に応じて＜

別表「保険金請求書類」＞以外の書類のご提出をお願いする場合がありますので、ご了承ください。 

３ 保険金のお支払時期 

引受保険会社は被保険者または保険金受取人より保険金請求書類の提出受領後その日を含めて30日以内に、保険金をお支払いするために必要となる

事項の確認を終えて、保険金をお支払いします。ただし、特別な照会または調査が必要な場合には、引受保険会社は普通保険約款・特約に定める期日

までに保険金をお支払いします。詳細は取扱代理店または引受保険会社までお問合わせください。 

４ 保険金の代理請求 

被保険者に保険金を請求できない次のような事情がある場合に、下記【被保険者の代理人となりうる方】が被保険者の代理人として保険金を請求する

ことができる制度（「代理請求制度」といいます）があります（被保険者に法定代理人がいる場合や第三者に保険金の請求を委任している場合は、こ

の制度は利用できません）。 

●保険金等のご請求を行う意思表示が困難であると引受保険会社が認めた場合 

●引受保険会社が認める傷病名等の告知を受けていない場合 など 

【被保険者の代理人となりうる方】 

①被保険者と同居または生計を共にする配偶者（注） 

②上記①の方がいない場合や、上記①の方が保険金を請求できない事情がある場合には、被保険者と同居または生計を共にする３親等内の親族 

③上記①および②の方がいない場合や、上記①および②の方が保険金を請求できない事情がある場合には、上記①以外の配偶者（注）または上記②

以外の３親等内の親族 
（注）法律上の配偶者に限ります。 

万一、被保険者が保険金を請求できない場合に備えて、上記に該当する方々にご契約の存在や代理請求制度の概要等をお知らせくださるようお願いし

ます。被保険者の代理人からの保険金の請求に対して引受保険会社が保険金をお支払いした後に、重複して保険金の請求を受けたとしても、引受保険

会社は保険金をお支払いできません。 

５ 保険金請求権の時効 

保険金請求権については時効（３年）がありますのでご注意ください。保険金請求権が発生する時期等、詳細はご契約のしおり（普通保険約款・特

約）および協定書をご確認ください。 

＜別表「保険金請求書類」＞ 
（１） 保険金請求書（個人情報の取扱いに関する同意を含みます） 

（２） 
引受保険会社の定める傷害（疾病・損害など）状況報告書 
※事故日時、発生場所、原因等を申告する書類をいいます。また、事故状況を確認するためにこの報告書の他、（4）に掲げる書類も必要な場合があります。 

（３） 保険金の請求権をもつことの確認書類 

  どな 書念用者年成未・  状任委・  本謄籍戸・  書明証格資、書明証鑑印・ 例の類書

（４） 所得に関する保険金を請求する場合に必要となる書類 

 ① 保険事故の発生を示す書類 

  書類の例 ・公的機関が発行する証明書（事故証明書など） など 

 ② 保険金支払額の算出に必要な書類 

  書類の例 ・引受保険会社の定める診断書 ・所得確認書類（源泉徴収票、確定申告書、決算書など） など 

 ③ その他の書類 

  書類の例 ・調査同意書（事故またはケガ・病気などの調査を行うために必要な同意書） など 
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＜＜ごご加加入入いいたただだくく内内容容にに関関すするる確確認認事事項項（（ごご意意向向のの確確認認））＞＞  
この保険商品およびご契約プランは、引受保険会社で把握したお客さま情報およびご意向に基づき提案させていただいております。加入申込票にご記入の

内容が、最終的にお客さまのご意向に沿った内容であるか再度ご確認、ご了解のうえご加入ください。また、払い込む保険料が正しいものとなるよう保険

料算出に関わる事項などについてもご確認ください。その結果、修正すべき点があった場合は、加入内容を訂正させていただきます。なお、ご不明な点な

どございましたら保険契約者、取扱代理店または引受保険会社までご連絡くださいますようお願い申し上げます。 

●今回お申込みのご契約についてご確認をお願いします。 

１．被保険者に関する「生年月日」「年令」「性別」について、すべて正しい内容となっていることをご確認ください。 

２．「他の保険契約等」について、正しい内容となっていることをご確認ください。 

３．下記項目について、お客さまのご意向どおりとなっていることをご確認ください。 

①補償の内容（お支払いする保険金、保険金をお支払いする場合、保険金をお支払いできない場合など) 

②支払基礎所得額・最高保険金支払月額・約定給付率・保険金額 

③被保険者の範囲（ご本人のみの補償)  
※保険期間、保険料に関する事項および契約者配当金制度の有無については「契約概要のご説明」に記載のとおりの設定であることをご確認ください。 

４．支払基礎所得額が平均所得額の範囲内で設定されていることをご確認ください。 
※支払基礎所得額の設定については「契約概要のご説明」２基本となる補償、支払基礎所得額および保険金額の設定等（５）支払基礎所得額および保険金額の設定をご確認

ください。 

５．補償の重複する可能性のある他のご契約の有無をご確認いただき、ご契約の要否をご確認ください。 

●現在ご加入のご契約（満期を迎えるご契約）にご不明な点がある場合には、保険契約者、取扱代理店または引受保険会社までお申し出ください。  

 

お問合わせ窓口 
 

保保険険商商品品・・契契約約内内容容にに関関すするるおお問問合合わわせせ 

パンフレット等に記載の取扱代理店までご連絡ください。 
 

引引受受保保険険会会社社のの連連絡絡・・相相談談・・苦苦情情窓窓口口 

引引受受保保険険会会社社へへののごご相相談談・・苦苦情情ががああるる場場合合  事事故故がが起起ここっったた場場合合  

0120-101-060（（無無料料）） 
●受付時間 平日 9：00～17：00 
●土・日・祝日および年末年始は休業させていただきます。 
●ご加入の団体名（会社・官公庁・学校・組合・会等）をお知らせください。「加入者証」等をお

持ちの場合、お手元にご用意ください。 
●一部のご用件は営業店等からのご対応となります。  

遅滞なくご契約の取扱代理店または下記にご連絡ください。 

0120-985-024（（無無料料）） 
●受付時間 24 時間 365 日 

●おかけ間違いにご注意ください。 

●ＩＰ電話からは 0276-90-8852（有料）におかけください。 

 
指指定定紛紛争争解解決決機機関関  

引引受受保保険険会会社社ととのの間間でで問問題題をを解解決決ででききなないい場場合合  
引受保険会社は、保険業法に基づく金融庁長官の指定を受けた指定紛争解決機関である一般社団法人 日本損害保険協会と手続実施基本契約を締結しています。 
引受保険会社との間で問題を解決できない場合には、一般社団法人 日本損害保険協会にご相談いただくか、解決の申し立てを行うことができます。 

一般社団法人 日本損害保険協会そんぽＡＤＲセンター 

0570-022-808  
●受付時間［平日 9:15～17:00（土・日・祝日および年末年始を除きます）］ 

●電話会社の通話料割引サービスや料金プランの無料通話は利用できません。 

●携帯電話からも利用できます。 
●電話リレーサービス、ＩＰ電話からは 03-4332-5241 におかけください。  

●おかけ間違いにご注意ください。 
●詳細は、一般社団法人 日本損害保険協会のホームページをご覧ください。 

（https://www.sonpo.or.jp/about/efforts/adr/index.html）  

   

 
＜引受保険会社＞ 

 
 

あいおいニッセイ同和損保 
あんしんサポートセンター 

［ナビダイヤル（全国共通・通話料有料）］ 

(2023 年 7 月承認)A23-000000 
（2024年8月承認） A24-101519
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健
康
状
態
告
知
書
質
問
事
項
回
答
欄
の
記
入
に
あ
た
り
重
要
な
事
項
を
ご
説
明
し
ま
す
。

告
知
の
内
容
が
正
し
く
な
い
と
､ご
契
約
が
解
除
さ
れ
保
険
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

以
下
の
説
明
を
す
べ
て
ご
確
認・
ご
理
解
の
う
え
正
し
い
告
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、被
保
険
者
ご
本
人
と
は
、加
入
申
込
票・
被
保
険
者
明
細
書
の
被
保
険
者（
基
本
部
分
）欄
に
記
入
さ
れ
た
方
を
い
い
ま
す
。

健
康

状
態

告
知

書
質

問
事

項
回

答
欄

を
記

入
す

る
前

に
必

ず
ご

覧
く

だ
さ

い
。

健
康

状
態

告
知

に
つ

い
て

の
ご

案
内

1
 告

知
の

重
要

性
お

客
さ

ま
チ

ェ
ッ

ク
欄

お
客

さ
ま

チ
ェ

ッ
ク

欄

　
健

康
状

態
告

知
は

公
平

な
保

険
契

約
の

引
受

判
断

の
た

め
の

重
要

な
事

項
で

す
か

ら
、必

ず
被

保
険

者
ご

本
人

が
、 

｢事
実

を
｣ 

｢あ
り

の
ま

ま
｣ 

｢も
れ

な
く

｣ 
お

答
え

く
だ

さ
い

。
　

親
介

護
一

時
金

支
払

特
約

に
加

入
す

る
場

合
の

健
康

状
態

告
知

の
回

答
に

あ
た

っ
て

は
、必

ず
特

約
被

保
険

者
と

な
る

方
に

健
康

状
態

に
関

す
る

質
問

事
項

と「
健

康
状

態
告

知
に

つ
い

て
の

ご
案

内
」に

記
載

さ
れ

た
事

項
を

す
べ

て
説

明
し

、回
答

内
容

を
そ

の
ま

ま
記

入
く

だ
さ

い
。

●
親

介
護

一
時

金
支

払
特

約
の

特
約

被
保

険
者

と
な

る
方

に
、被

保
険

者
本

人
が

代
理

し
て

回
答

す
る

旨
を

了
解

い
た

だ
き

、被
保

険
者

ご
本

人
が

特
約

被
保

険
者

の
健

康
状

態
を

回
答

し
て

く
だ

さ
い

。

8
 再

告
知

の
取

扱
い

お
客

さ
ま

チ
ェ

ッ
ク

欄

　
令

和
5

年
9

月
30

日
以

前
始

期
の

契
約

か
ら

加
入

い
た

だ
い

て
い

る
お

客
さ

ま
は

、特
定

疾
病

等
を

補
償

対
象

外
と

す
る

条
件

で
ご

加
入

さ
れ

て
い

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。補
償

対
象

外
と

な
る

病
気

・
症

状
に

つ
い

て
は

、「
令

和
5

年
9

月
30

日
以

前
始

期
契

約
に

加
入

さ
れ

た
方

で
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特
定

疾
病

等
対
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外

欄
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コ
ー

ド
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の
記

載
が

あ
る

方
へ

」、
「

ご
契

約
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し
お
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普

通
保

険
約
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特

約
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を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
　

継
続

時
に

は
、あ

ら
た

め
て

現
在

の
健

康
状

態
等

に
応

じ
た

告
知（

再
告

知
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し
て

い
た

だ
く

こ
と

が
で

き
ま

す
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お
、保

険
期

間
の
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途

で
特

定
疾

病
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を
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償
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と
す
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件
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更

を
行

う
こ
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で
き

ま
せ
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告
知

を
行

う
場

合
、告

知
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果

に
よ

っ
て

以
下

い
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れ
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の
お

取
扱

い
と

な
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ま
す
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 そ
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他

ご
注

意
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た
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き
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事

項
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客
さ

ま
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被

保
険

者
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本
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し
く

告
知

を
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た
場

合
で

も
、加

入
初

年
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契
約
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保

険
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ガ
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護
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金
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払
い

で
き

ま
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気
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ケ
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治
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い
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険
約
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協
定

事
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明
細
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定
書
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に
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険
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を
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支

払
い

で
き

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。ま
た
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支
払
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約
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て
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、保
険

金
を
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支

払
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で
き

る
こ

と
が

あ
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ま
す
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そ

の
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か
に

も
、「

重
要

事
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の
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説
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、ご
加

入
に

際
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よ
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に
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契
約
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に
重

大
な

場
合

、保
険

期
間

の
開

始
時

か
ら

の
経

過
期

間
に

関
係

な
く

保
険

契
約

を
『

詐
欺

に
よ

る
取

消
し

』と
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
（

注
） 

継
続

契
約

の
場

合
は

、継
続

さ
れ

て
き

た
最

初
の

保
険

期
間

の
開

始
時

と
な

り
ま

す
。

告
知
義
務
違
反
に
よ
り

ご
契
約
が
解
除
さ
れ
た
場
合

『
詐
欺
に
よ
る
取
消
し
』

と
な
っ
た
場
合

し っ か り

記 入 し ま し ょ う 。

7
 健

康
に

関
す

る
告

知
が

必
要

な
方

健
康

状
態

告
知

書
質

問
事

項
回

答
欄

に
回

答
い

た
だ

く
必

要
の

あ
る

方
は

、以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

方
で

す
。

●
 今

回
新

た
に

加
入

す
る

方
●

 継
続

し
て

加
入

す
る

際
に

、補
償

内
容

を
拡

大
す

る
契

約
条

件
の

変
更（

注
） を

行
う

方
（

注
） 

健
康

に
関

す
る

告
知

の
対

象
と

な
る

補
償

項
目

に
つ

い
て

、保
険

金
額

を
増

額
す

る
場

合
、約

定
給

付
率

を
増

加
す

る
場

合
、新

た
な

補
償

を
追

加
す

る
場

合
、て

ん
補

期
間

を
延

長
す

る
場

合
、特

定
疾

病
等

を
補

償
対

象
外

と
す

る
条

件
を

削
除

す
る

場
合

な
ど

が
該

当
し

ま
す

。

し っ か り 確 認 し て 、

告 知 し な い と ね 。

5
 告

知
内

容
を

確
認

さ
せ

て
い

た
だ

く
場

合
が

あ
り

ま
す

。
お

客
さ

ま
チ

ェ
ッ

ク
欄

お
申

込
み

後
ま

た
は

保
険

金
請

求
の

際
、告

知
内

容
に

つ
い

て
確

認
さ

せ
て

い
た

だ
く

場
合

が
あ

り
ま

す
。

告 知 内 容 を 確 認

さ せ て く だ さ い 。

3
 書

面
に

よ
る

ご
回

答
の

お
願

い
お

客
さ

ま
チ

ェ
ッ

ク
欄

　
質

問
事

項
へ

の
ご

回
答

は
、保

険
会

社
の

引
受

判
断

上
、重

要
な

事
項

の
た

め
、取

扱
代

理
店

へ
の

口
頭

に
よ

る
ご

回
答

で
は

な
く

、書
面

に
て

ご
回

答
く

だ
さ

い
ま

す
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。

※
健

康
状

態
告

知
書

質
問

事
項

回
答

欄
は

加
入

申
込

票・
被

保
険

者
明

細
書

の
一

部
と

な
っ

て
い

ま
す

。取
扱

代
理

店
は

保
険

契
約

の
告

知
受

領
権

を
有

し
て

い
ま

す
が

、取
扱

代
理

店
に

口
頭

で
ご

回
答

さ
れ

て
も

告
知

を
し

た
こ

と
に

な
り

ま
せ

ん
の

で
ご

注
意

く
だ

さ
い

。

※
万

一
、告

知
内

容
が

事
実

と
異

な
る

場
合

に
は

、た
だ

ち
に

取
扱

代
理

店
ま

た
は

引
受

保
険

会
社

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

加 入 申 込 票 の 回 答 欄 へ

記 入 し て く だ さ い 。

正 し く 告 知 し な い と 、

保 険 金 が 受 け 取 れ な い

場 合 も あ る ん だ ね 。

4
 傷

病
歴

等
を

告
知

し
た

場
合

の
取

扱
い

お
客

さ
ま

チ
ェ

ッ
ク

欄

　
引

受
保

険
会

社
で

は
、ご

加
入

者
間

の
公

平
性

を
保

つ
た

め
、お

客
さ

ま
の

お
身

体
の

状
態

す
な

わ
ち

保
険

金
等

の
お

支
払

い
が

発
生

す
る

リ
ス

ク
に

応
じ

た
引

受
対

応
を

行
っ

て
い

ま
す

。
　
ご
回
答
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、保
険
契
約
を
お
引
き
受
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

告 知 し た ら 、 契 約 は

ど う な る の ？

6
 お

客
さ

ま
に

よ
る

ご
契

約
内

容
の

確
認

に
つ

い
て

お
客

さ
ま

チ
ェ

ッ
ク

欄

　
ご

加
入

後
、加

入
内

容
に

つ
い

て
記

載
し

た「
加

入
者

証
」ま

た
は「

加
入

申
込

票
の

写
し

」で
告
知
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
の
ご
確
認

を
お

願
い

し
ま

す
。

加 入 後 の 確 認 も

大 切 な の ね 。

継 続 し て 加 入 す る 場 合 の

告 知 要 否 チ ェ ッ ク

保
険

金
額

の
増

額
な

ど
補

償
内

容
を

拡
大

し
ま

す
か

？

補
償
内
容
を
拡
大
す
る

補
償

内
容

は
変

更
な

し
､ま

た
は

縮
小

す
る

現
在

の
特

定
疾

病
等

を
補

償
対

象
外

と
す

る
条

件
を

削
除

し
ま

す
か

？

補
償
対
象
外
条
件
を
削
除
す
る

補
償

対
象

外
条

件
な

し
､ま

た
は

削
除

し
な

い
健

康
に

関
す

る
告

知
は

不
要

で
す

。

健
康

に
関

す
る

告
知

が
必

要
で

す
。

健
康

に
関

す
る

告
知

が
必

要
で

す
。

例
え

ば
こ

ん
な

場
合

…

※
本
紙
は
お
客
さ
ま
ご
自
身
で
確
認
す
る
た
め
の
帳
票
で
す
。ご
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※『
加
入
申
込
票・
被
保
険
者
明
細
書
の
写
し
』と
『
健
康
状
態
告
知
に
つ
い
て
の
ご
案
内
』（
本
紙
）、

　『
重
要
事
項
の
ご
説
明
』は
お
客
さ
ま
の
控
え
と
な
り
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

X0
3D
-0（
23
01
01
）（
20
23
年
1月
承
認
）G
N
22
D
01
07
57
（
V0
3-
67
7）
G
LT
D
1O

団
体

長
期

障
害

所
得

補
償

保
険

再
告

知
の

結
果

、
お

引
き

受
け

で
き

る
場

合
再

告
知

の
結

果
、

お
引

き
受

け
で

き
な

い
場

合

特
定

疾
病

等
を

補
償

対
象

外
と

す
る

条
件

を
削

除
し

て
ご

加
入

い
た

だ
く

こ
と

が
で

き
ま

す
。

な
お

、条
件

を
削

除
し

て
継

続
い

た
だ

い
た

場
合

で
も

､保
険

金
の

お
支

払
い

有
無

は
､発

病
時

点
の

保
険

契
約

の
条

件
で

判
断

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ご
加

入
を

継
続

い
た

だ
く

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

。

○
解
除
後
の
補
償
は
な
く
な
り
、た
と
え
保
険
金
支
払
事
由
が
発
生
し
て
い
て
も
保
険
金
を
お
支
払
い
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
た
だ
し
、「
解
除
前
に
発
生
し
た
保
険
金
支
払
事
由
」と
「
解
除
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
」と
の
因
果
関
係
の
有
無
に
よ
っ

て
は
、保
険
金
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
保
険
期
間
の
開
始
時
期
か
ら
補
償
が
な
く
な
る
た
め
、た
と
え
保
険
金
支
払
事
由
が
発
生
し
て
い
て
も
保
険

金
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
既
に
払
い
込
ん
だ
保
険
料
は
返
還
で
き
ま
せ
ん
。

健
康
状
態
告
知
書
質
問
事
項
回
答
欄
へ
の
記
入
は
不
要
で
す
。

加
入
申
込
票・
被
保
険
者
明
細
書
の「
特
定
疾
病
等
対
象
外

欄
」に
印
字
さ
れ
て
い
る
疾
病
コ
ー
ド
、疾
病・
症
状
名
を
二
重

線
で
削
除
し
、訂
正
署
名
ま
た
は
訂
正
印
を
し
て
く
だ
さ
い
。

本
ペ
ー
ジ
は
、
定
型
書
面
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
実
際
の
お
申
込
方
法
と
は
異
な
る
ご
案
内
の
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

20



回
答

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。｠

 

告
知

日
を

記
入

の
う

え
、

署
名

し
て

く
だ

さ
い

。｠
相

生
 一

郎

♯♯
♯♯

♯♯

♯♯
♯♯

♯♯
♯♯

♯♯
♯♯

♯♯ ♯♯

R
0

相
生

 一
郎 相
生

 一
郎

♯
♯

♯
♯

♯
♯

相
生

 一
郎

コ
ウ
ジ
ョ
ウ
セ
ン

キ
ノ
ウ
テ
イ
カ
シ
ョ
ウ

再
告
知
の
う
え
、特
定
疾
病
等

を
補
償
対
象
外
と
す
る
条
件
を

削
除
す
る
場
合
、疾
病
コ
ー
ド
、

疾
病
・
症
状
名
を
二
重
線
で
削

除
し
、訂
正
署
名
ま
た
は
訂
正

印
を
し
て
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
ご
本
人
か
ら
見
た
特
約

被
保
険
者
と
の
関
係
に
○
を
し
て

く
だ
さ
い
。

健
康
状
態
に
つ
い
て
、特
約
被
保
険
者
へ

の
ご
説
明
と
回
答
受
領
に
あ
た
り
実
際
に

取
ら
れ
た
確
認
方
法
を
1つ
選
び
○
を
し
て

く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
ご
本
人
が
回
答
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

回
答
を
記
入
し
た
被
保
険
者

ご
本
人
が
署
名
、告
知
日
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

特
約
被
保
険
者
の

氏
名
を
カ
ナ
で
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

お
引
き
受
け
し
ま
す
。

・健
康
状
態
告
知
書
質
問
事
項
回
答
欄
に
記
入
す
る
前
に
、別
紙
｢健
康
状
態
告
知
に
つ
い
て
の
ご
案
内
｣を
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。ま
た
、ご
加
入
さ
れ
る
補
償
の
み
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

・ご
回
答
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、保
険
契
約
を
お
引
き
受
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・ご
回
答
の
内
容
に
か
か
わ
ら
ず
、加
入
初
年
度
契
約
の
保
険
期
間
の
開
始
時
よ
り
前
に
原
因
が
発
生
し
た
病
気
や
ケ
ガ
、親
介
護
一
時
金
の
要
介
護
状
態
に
つ
い
て
は
、保
険
金
を
お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん（
病
気
や
ケ
ガ
の
始
期
前
治
療
に
つ
い
て
、普
通
保
険
約
款
お
よ
び
協
定
事
項
明
細
書

（
協
定
書
）の
定
め
に
よ
り
保
険
金
を
お
支
払
い
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、親
介
護
一
時
金
の
要
介
護
状
態
に
つ
い
て
、ご
加
入
後
36
5日
を
経
過
し
た
場
合
は
保
険
金
を
お
支
払
い
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

・継
続
し
て
加
入
す
る
場
合
で
、補
償
内
容
を
拡
大
す
る
契
約
条
件
の
変
更
が
な
い
方
は
、健
康
状
態
告
知
書
質
問
事
項
回
答
欄
へ
の
記
入
は
不
要
で
す
。

団
体
長
期
障
害
所
得
補
償
保
険
の
基
本
補
償
、親
介
護
一
時
金
の
い
ず
れ
か
に
新
た
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
方
、お
よ
び
継
続
し
て
加
入
す
る
場
合
で
保
険
金
額
の
増
額
な
ど
補
償
内
容
を
拡
大
す
る
契
約
条
件
の
変
更
を
伴
う
方
は
、下
記
の
質
問
事
項
に
つ
き
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

●
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
ま
す
か
。

①
告
知
日（
ご
記
入
日
）現
在
、病
気
の
た
め
入
院
し
て
い
る
か
、入

院・
手
術・
再
検
査
等
※
を
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

②
告
知
日（
ご
記
入
日
）よ
り
過
去
２
年
以
内
に
病
気
で
、継
続
し
て

14
日
以
上
の
入
院
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。

※
再
検
査
等
と
は
、医
師
か
ら
病
気
に
よ
る
入
院
・
手
術
の
た
め
に
受
検
の

指
示
を
受
け
た
も
の
を
い
い
、精
密
検
査
等
を
含
み
ま
す
。な
お
、健
康
診

断
や
人
間
ド
ッ
ク
に
お
け
る「
要
再
検
査
」等
の
結
果
は
含
み
ま
せ
ん
。

＜
質
問
1＞

健
康
状
態
告
知
書
質
問
事
項
、回
答
欄
記
入
例

回
答
欄
記
入
例

回
答
が「
い
い
え
」の
場
合
、記
入
例
の
と
お
り
回
答
を
記
入
い
た
だ
き
、「
告
知
者
ご
署
名
欄
」に
告
知
日
を
記
入
の
う
え
、署
名
し
て
く
だ
さ
い
。

親
介
護
一
時
金

以
外
用

親
介
護
一
時
金

専
用

団
体
長
期
障
害
所
得
補
償
保
険

ご
注
意

基
本
補
償

●
告
知
日（
ご
記
入
日
）よ
り
過
去
２
年
以
内
に
以
下
の
い
ず
れ
か
の

病
気
と
医
師
に
診
断
さ
れ
た
り
、医
師
に
よ
る
検
査
※ ・
治
療（
投

薬
を
含
み
ま
す
）を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
、ま
た
は
受
け
る
よ
う
に

指
導
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

①「
が

ん
」、「

上
皮

内
が

ん
」

②「
糖

尿
病

」、「
高

血
糖

症
」、「

耐
糖

能
異

常
」

③「
精

神
の

病
気（

ア
ル

コ
ー

ル・
薬

物
依

存
を

含
み

ま
す

）」
※
検
査
結
果
が
異
常
な
し
だ
っ
た
場
合
は「
い
い
え
」と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、

検
査
の
結
果
が
判
明
し
て
い
な
い
場
合
や
経
過
観
察
中
の
場
合
は

「
は
い
」と
な
り
ま
す
。

＜
質
問
2＞

基
本
補
償

い
い
え

い
い
え

い
い
え

告
知

対
象

外
と

な
る

ケ
ガ・

病
気

一
覧

●
ケ

ガ（
た

だ
し

、以
下

に
つ

い
て

は
、病

気
と

し
て

告
知

対
象

と
な

り
ま

す
） 

●
正

常
分

娩

脊
椎

の
捻

挫
･骨

折
､腰

痛
､腰

部
捻

挫
､椎

間
板

ヘ
ル

ニ
ア

､変
形

性
脊

椎
症

､む
ち

う
ち

症
､脊

椎
症

､腰
椎

症
､頸

椎
症

､脊
柱

管
狭

窄
症

､椎
間

板
障

害
､腰

椎
分

離
･す

べ
り

症
､脊

椎
分

離
･す

べ
り

症
､突

発
性

腰
痛

症（
ギ

ッ
ク

リ
腰

）､
半

月
板

損
傷

､ば
ね

指（
手

指
屈

筋
腱

腱
鞘

炎
）､

骨
関

節
炎

､関
節

内
障

､変
形

性
関

節
症

、頭
部

外
傷

後
遺

症
､脳

挫
傷

「
医

師
」に

は
歯

科
医

師
を

含
み

、柔
道

整
復

師
・

指
圧

師
・

鍼
灸

師
は

含
み

ま
せ

ん（
以

下
の

質
問

も
同

様
で

す
）。

③
に

つ
い

て
、具

体
的

に
は

、平
成

6年
10

月
12

日
総

務
庁

告
示

第
75

号
に

定
め

ら
れ

た
分

類
項

目
中

の
分

類
コ

ー
ド

Ｆ
00

か
ら

Ｆ
99

に
規

定
さ

れ
た

も
の

と
し

、分
類

項
目

の
内

容
に

つ
い

て
は

厚
生

労
働

省
大

臣
官

房
統

計
情

報
部

編「
疾

病
、傷

害
お

よ
び

死
因

統
計

分
類

提
要

IC
D

－
10

（
20

03
年

版
）準

拠
」に

よ
り

ま
す

。

「
医
師
に
よ
る
治
療
」に
は
注
射
、手
術
、放
射
線
治
療
、

心
理
療
法
、食
事
療
法
な
ど
を
含
み
ま
す
。な
お
、市
販

の
ビ
タ
ミ
ン
剤
の
服
用
な
ど
、病
気
の
治
療
で
は
な
く

健
康
増
進
の
た
め
の
行
為
は
含
み
ま
せ
ん
。

「
手
術
」に
は
、内
視
鏡
・
腹
腔
鏡
・レ
ー
ザ
ー・
カ
テ
ー
テ

ル
・
超
音
波
・
衝
撃
波
に
よ
る
も
の
な
ど
を
含
み
ま
す
。

な
お
、入
院
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
ま
す
か
。

①
歩
行
、寝
返
り
、立
ち
上
が
り
、入
浴
、排
せ
つ
、食
事
お
よ
び
衣

類
の
着
脱
の
い
ず
れ
か
の
行
為
の
際
に
、他
人
の
介
護
が
必
要

で
あ
る
。

②
公
的
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
要
介
護
認
定
申
請
を
し
た
こ
と

が
あ
る
。

③
告
知
日（
ご
記
入
日
）よ
り
過
去
２
年
以
内
に
、医
師
に
よ
り
、下

表
の「
病
名
・
症
状
一
覧
」記
載
の
病
気
や
症
状
と
診
断
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
。

＊
病
気・
症
状
名
が
判
明
し
な
い
場
合
は
、病
気・
症
状
名
が
判
明
す
る
ま
で
は
お
引
き
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

＜
質
問
＞

親
介
護
一
時
金

①
は
、告
知
日（
ご
記
入
日
）現
在
の
状
態
を
ご
回
答
く

だ
さ
い
。ま
た
、「
他
人
の
介
護
が
必
要
で
あ
る
」と
は
、

何
ら
か
の
か
た
ち
で
他
人
の
力
を
借
り
て
い
る
状
態
を

い
い
ま
す
。

②
の「
要
介
護
認
定
申
請
を
し
た
こ
と
が
あ
る
」と
は
、過

去
に
要
介
護
認
定
の
申
請
を
行
っ
た
結
果
、非
該
当
と

な
っ
た
場
合
を
含
み
ま
す
。

●
親
介
護
一
時
金
支
払
特
約
の
特
約
被
保
険
者
と
な
る
方
に
被
保
険
者
ご
本
人
が
代
理
し
て
回
答
す
る
旨
を
了
解
い
た
だ
き
、被
保
険
者
ご
本
人
が
特
約
被
保

険
者
の
健
康
状
態
を
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

●
被
保
険
者
ご
本
人
が
ご
回
答
く
だ
さ
い
。な
お
、下
表
に
記
載
が
あ
る
ケ
ガ
や
病
気
に
つ
い
て
は
告
知
不
要
で
す
｡

「 親 介 護 一 時 金 」 は 、

お 引 き 受 け で き ま せ ん の で 、

ご 了 承 く だ さ い 。
お 引 き 受 け で き ま せ ん の で 、 ご 了 承 く だ さ い 。

病
名

・
症

状
一

覧
●

脳
卒

中（
脳

出
血

、く
も

膜
下

出
血

、脳
梗

塞（
脳

血
栓

、脳
塞

栓
、脳

軟
化

）等
） 

 ●
脳

虚
血

発
作（

一
過

性
脳

虚
血

発
作（

TI
A

）、
可

逆
性

虚
血

性
神

経
障

害（
RI

N
D

）等
） 

 ●
眼

底
出

血（
網

膜
出

血
、硝

子
体

出
血

、
網

膜
中

心
静

脈
閉

塞
症

等
を

い
い

、外
傷

性
を

除
き

ま
す

） 
 ●

脳
動

脈
瘤

  ●
脳

動
静

脈
奇

形

●
虚

血
性

心
疾

患（
狭

心
症

、心
筋

梗
塞

、冠
不

全
等

） 
 ●

不
整

脈（
心

室
細

動
、心

房
細

動
、心

室
頻

拍
、期

外
収

縮
等

を
い

い
、治

療
や

経
過

観
察

を
必

要
と

し
な

い
不

整
脈

を
除

き
ま

す
） 

 ●
心

臓
弁

膜
症（

僧
帽

弁
狭

窄
症

、僧
帽

弁
閉

鎖
不

全
症

、大
動

脈
弁

狭
窄

症
、大

動
脈

弁
閉

鎖
不

全
症

等
） 

 ●
心

内
膜

炎
  

●
心

肥
大（

心
室

肥
大

等
） 

 ●
心

不
全

  
●

心
筋

症
  ●

動
脈

瘤

●
肺

塞
栓

症（
肺

梗
塞

等
） 

 ●
肺

線
維

症
  ●

慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

（
C

O
PD

）（
肺

気
腫

、慢
性

気
管

支
炎

） 
 ●

塵
肺（

珪
肺

症
、ア

ス
ベ

ス
ト

肺
症

等
） 

 ●
気

管
支

喘
息（

終
診

し
た

小
児

喘
息

を
除

き
ま

す
）

●
慢

性
腎

炎（
増

殖
性

腎
炎

、膜
性

腎
症

、I
gA

腎
症

等
） 

 ●
腎

不
全

  
●

ネ
フ

ロ
ー

ゼ
症

候
群

  
●

人
工

透
析

治
療

を
要

す
る

そ
の

他
の

腎
臓

疾
患

●
後

遺
症

の
あ

る
骨

折（
上

肢
の

骨
折

を
除

き
ま

す
） 

 ●
骨

髄
炎

●
骨

粗
し

ょ
う

症
  ●

脊
柱

管
狭

窄
症

  ●
変

形
関

節
症

●
悪

性
新

生
物（

が
ん

、肉
腫

、白
血

病
、悪

性
リ

ン
パ

腫
、骨

髄
腫

を
い

い
、上

皮
内

新
生

物
は

除
き

ま
す

） 
 ●

脳
腫

よ
う

●
正

常
圧

水
頭

症
  ●

好
酸

球
性

筋
膜

炎
●

糖
尿

病（
イ

ン
シ

ュ
リ

ン
等

の
注

射
剤

を
投

与
し

て
い

る
場

合
に

限
り

ま
す

）
●

頭
部

外
傷（

後
遺

障
害

が
あ

る
と

診
断

さ
れ

た
場

合
に

限
り

ま
す

）
●

膠
原

病（
関

節
リ

ウ
マ

チ
お

よ
び

リ
ウ

マ
チ

性
疾

患
を

含
み

ま
す

）
●

精
神

障
害（

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

や
認

知
症

、う
つ

病
等

の
精

神
病

や
神

経
症

、ア
ル

コ
ー

ル
・

薬
物

依
存

症
を

含
み

ま
す

）・
知

的
障

害
・

発
達

障
害（

注
1）

●
厚

生
労

働
省

指
定

の
公

費
助

成
対

象
の

難
病（

注
2）

脳
血

管
系

心
臓

系

呼
吸

器
系

腎
臓

系

筋・
骨

格
系

●
肝

硬
変

  ●
肝

不
全

  ●
慢

性
肝

炎
  ●

Ｂ
型

肝
炎

＊
  ●

Ｃ
型

肝
炎

＊
＊

ウ
イ

ル
ス

キ
ャ

リ
ア（

感
染

者
）を

含
み

ま
す

。
肝

臓
系

悪
性

新
生

物

そ
の

他

基
本
補
償

に
ご
加
入
の
方

に
ご
加
入
の
方

に
ご
加
入
の
方

に
ご
加
入
の
方

に
ご
加
入
の
方

親
介
護
一
時
金

「
親

介
護

一
時

金
」を

お
引

き
受

け
し

ま
す

。

（
注
1）
具
体
的
に
は
、平
成
6年
10
月
12
日
総
務
庁
告
示
第
75
号
に
定
め
ら
れ
た
分
類
項
目
中
の
分
類
コ
ー
ド
F0
0か
ら
F9
9に
規
定
さ
れ
た
も
の
と
し
、分
類
項
目
の
内
容
に
つ
い
て
は
厚
生
労

働
省
大
臣
官
房
統
計
情
報
部
編「
疾
病
、傷
害
お
よ
び
死
因
統
計
分
類
提
要
IC
D
-1
0（
20
03
年
版
）準
拠
」に
よ
り
ま
す
。

（
注
2）
告
知
日
時
点
に
お
け
る
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
対
象
と
し
て
公
費
助
成
の
対
象
と
な
る
難
病
を
い
い
、難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律（
難
病
法
）に
お
い
て
規
定
す
る

指
定
難
病
を
含
み
ま
す
。具
体
的
な
病
名
は「
難
病
情
報
セ
ン
タ
ー
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.n
an
by
ou
.o
r.j
p）
等
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。こ
れ
ら
の
難
病
と
診
断
さ
れ
た

方
は
、都
道
府
県
へ
の
申
請
に
よ
り
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、交
付
を
受
け
て
い
な
く
て
も
告
知
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

は い は い

は い

（
23

01
01

）（
20

23
年

1月
承

認
）G

N
22

D
01

07
57

（
V

03
-6

77
）G

LT
D

A

本
ペ
ー
ジ
は
、
定
型
書
面
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
実
際
の
お
申
込
方
法
と
は
異
な
る
ご
案
内
の
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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R
0

コ
ウ
ジ
ョ
ウ
セ
ン
キ
ノ
ウ
テ
イ
カ
シ
ョ
ウ

過
去
の
健
康
状
態
告
知
内
容

特
定
疾
病
等
対
象
外
欄（
再
告
知
の
場
合
要
削
除
）

（
23

01
01

）（
20

23
年

1月
承

認
）G

N
22

D
01

07
57

（
V

03
-6

77
）G

LT
D

1U

コ
ー

ド
番

号

62
 ： 

乳
腺

症

70
 ： 

腰
痛

症（
ぎ

っ
く

り
腰

な
ど

）

78
 ： 

メ
ニ

エ
ー

ル
病・

め
ま

い

84
 ： 

痔・
脱

肛

91
 ： 

痔
疾

97
 ： 

腸
閉

塞

63
 ： 

異
常

妊
娠・

帝
王

切
開・

鉗
子

分
娩・

そ
の

他
の

異
常

分
娩

71
 ： 

椎
間

板
ヘ

ル
ニ

ア・
腰

痛
（

ぎ
っ

く
り

腰
を

含
み

ま
す

）

79
 ： 

メ
ニ

エ
ー

ル
病

86
 ： 

高
脂

血
症

92
 ： 

蓄
膿

症

98
 ： 

職
業

病

64
 ： 

妊
娠・

分
娩

に
伴

う
病

気・
症

状
（

帝
王

切
開

を
含

み
ま

す
）

72
 ： 

頸
椎

捻
挫（

む
ち

う
ち

症
）

80
 ： 

梅
毒

な
ど

の
性

病

87
 ： 

痛
風

93
 ： 

中
耳

炎

99
 ： 

補
償

開
始

日
か

ら
1年

以
内

に
発

病
し

た
妊

娠・
分

娩
に

伴
う

病
気・

症
状

67
 ： 

白
内

障

74
 ： 

神
経

痛

81
 ： 

梅
毒・

淋
病

88
 ： 

て
ん

か
ん

94
 ： 

骨
髄

炎

68
 ： 

緑
内

障

75
 ： 

関
節

リ
ウ

マ
チ

82
 ： 

自
律

神
経

失
調

症

89
 ： 

貧
血

症

95
 ： 

バ
セ

ド
ウ

病

69
 ： 

椎
間

板
ヘ

ル
ニ

ア

77
 ： 

慢
性

副
鼻

腔
炎（

蓄
膿

症
）・

慢
性

中
耳

炎

83
 ： 

悪
性

貧
血

90
 ： （

「
疾

病・
症

状
名

」欄
に

記
載

R0
 ：

 　
さ

れ
た

病
気・

症
状

）

96
 ： 

頭
部

外
傷

に
よ

る
後

遺
症

令
和
5年
9月
30
日
以
前
始
期
契
約
に
加
入
さ
れ
た
方
で
、「
特
定
疾
病
等
対
象
外
欄
」に
コ
ー
ド
等
の
記
載
が
あ
る
方
へ

令
和

5年
9月

30
日

以
前

始
期

契
約

に
加

入
し

、保
険

申
込

書
ま

た
は

加
入

申
込

票
の「

特
定

疾
病

等
対

象
外

欄
」に

コ
ー

ド
等

が
印

字
さ

れ
て

い
る

場
合

の
補

償
対

象
外

と
な

る
疾

病
の

範
囲

は
下

表
の

と
お

り
で

す
。

１
．「
疾
病
コ
ー
ド
」欄
に
下
記
の「
Ａ
１
」～
「
Ｙ５
」の
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
る
場
合

　
下

表
の

コ
ー

ド
の

横
に

★
が

記
載

さ
れ

た
項

目
は

、該
当

の
コ

ー
ド

に
属

す
る

病
気・

症
状

の
他

、そ
の

分
類

に
関

わ
る

あ
ら

ゆ
る

病
気・

症
状

が
補

償
対

象
外

と
な

っ
て

い
ま

す
。

２
．「
疾
病
コ
ー
ド
」欄
に
下
記
の「
６２
」～
「
９９
」、「
Ｒ０
」の
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
る
場
合

　
該

当
の

病
気・

症
状（

コ
ー

ド
番

号
）が

補
償

対
象

外
と

な
っ

て
い

ま
す

。
３
．「
疾
病
・
症
状
名
」欄
に
疾
病
名
が
印
字
さ
れ
て
い
る
場
合

印
字

さ
れ

た
病

気・
症

状
が

補
償

対
象

外
と

な
っ

て
い

ま
す

。

（
例

）

Ａ１ Ａ２
脳・

循
環

器
系

の
疾

病

Ａ３
脳・

循
環

器
系

の
疾

病

●
脳

卒
中

(脳
出

血
､く

も
膜

下
出

血
､脳

こ
う

そ
く

､脳
血

栓
､脳

塞
栓

、一
過

性
脳

虚
血

発
作（

TI
A

）な
ど

） 
●

脳
腫

よ
う

 ●
狭

心
症

 
●

動
脈

硬
化

症
 ●

心
臓

弁
膜

症
 ●

動
脈

狭
窄

症
 ●

心
筋

症
 ●

動
脈

瘤
 ●

心
不

全
 ●

心
筋

こ
う

そ
く

 
●

高
血

圧
症

 （
医

師
の

治
療

を
受

け
て

い
る

場
合

、ま
た

は
治

療
を

受
け

て
い

な
い

場
合

で
も

最
低

血
圧

11
0ミ

リ
以

上
の

場
合

） 
●

高
脂

血
症

・
脂

質
異

常
症（

高
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

血
症

を
含

み
ま

す
） 

●
不

整
脈（

心
房

・
心

室
細

動
、心

室
頻

拍
、脚

ブ
ロ

ッ
ク

な
ど

） 
●

先
天

性
心

疾
患

 （
心

房・
心

室
中

隔
欠

損
症

、動
脈

管
開

存
症

、大
動

脈
縮

窄
症

、フ
ァ

ロ
ー

四
徴

症
な

ど
）

●
脳

卒
中（

脳
出

血
、く

も
膜

下
出

血
、脳

梗
塞

、脳
血

栓
、脳

塞
栓

） 
●

脳
腫

よ
う

 ●
心

筋
梗

塞
 ●

狭
心

症
 ●

動
脈

硬
化

症
 

●
心

臓
弁

膜
症

 ●
心

筋
症

 ●
心

不
全

 ●
動

脈
瘤

 ●
先

天
性

心
疾

患
 ●

高
血

圧
症

 ●
不

整
脈

Ａ４
循

環
器

●
脳

卒
中

 ●
脳

出
血

 ●
脳

梗
塞

 ●
脳

軟
化

 ●
心

臓
弁

膜
症

 ●
心

筋
梗

塞
 ●

狭
心

症
 ●

脳
血

栓
 ●

動
脈

硬
化

症
 

●
動

脈
閉

塞
症

 ●
高

血
圧

症

Ａ６
循

環
器

の
病

気
●

脳
卒

中
 ●

脳
軟

化
 ●

脳
出

血
 ●

く
も

膜
下

出
血

 ●
脳

血
栓

 ●
脳

塞
栓

 ●
心

筋
こ

う
そ

く
 ●

狭
心

症
 ●

心
臓

弁
膜

症
 

●
心

不
全

 ●
心

筋
炎

 ●
高

血
圧

症
 ●

低
血

圧
症

 ●
動

脈
硬

化
症

Ｃ１ Ｃ２
消

化
器

系
の

疾
病

●
胃・

腸
の

が
ん

 ●
食

道
が

ん
 ●

か
い

よ
う

性
大

腸
炎

 ●
ク

ロ
ー

ン
病

 ●
胃・

腸
の

か
い

よ
う

ま
た

は
ポ

リ
ー

プ

Ｃ３
消

化
器

系
の

疾
病

●
胃・

腸
の

が
ん

 ●
腹

膜
炎

 ●
食

道
が

ん
 ●

胃
腸

炎
 ●

か
い

よ
う

性
大

腸
炎

 ●
大

腸
炎

 ●
ク

ロ
ー

ン
病

 
●

胃・
腸

の
か

い
よ

う
ま

た
は

ポ
リ

ー
プ

Ｃ４
胃

腸
●

胃
や

腸
の

が
ん

 ●
食

道
が

ん
 ●

胃
や

腸
の

か
い

よ
う

ま
た

は
ポ

リ
ー

プ
 ●

腹
膜

炎

Ｃ５
 ★

消
化

管
系

●
か

い
よ

う
性

大
腸

炎
 ●

ク
ロ

ー
ン

病
 ●

胃
腸

炎
 ●

胃
か

い
よ

う
 ●

大
腸

炎
 ●

腸
閉

塞（
イ

レ
ウ

ス
） 

●
腹

膜
炎

 
●

腸
の

か
い

よ
う

 ●
食

道
狭

窄
 ●

十
二

指
腸

か
い

よ
う

Ｃ６
胃

腸
管

関
係

の
病

気
●

胃
腸

の
が

ん
 ●

食
道

が
ん

 ●
慢

性
胃

腸
炎

 ●
腸

閉
塞

 ●
腸

管
癒

着
症

 ●
慢

性
虫

垂
炎

 ●
腹

膜
炎

 ●
胃

腸
の

ポ
リ

ー
プ

 
●

胃
腸

の
か

い
よ

う
 ●

幽
門

狭
窄

 ●
食

道
狭

窄

Ｄ
１

肝
臓

系
の

疾
病

●
肝

臓
の

が
ん

 ●
肝

硬
変

 ●
慢

性
肝

炎
 ●

Ｂ
型

肝
炎

 ●
Ｃ

型
肝

炎
 ●

急
性

肝
炎

 ●
肝

肥
大

 ●
黄

疸

Ｄ
５

 ★
肝

臓
系

●
食

道
静

脈
瘤

 ●
肝

硬
変

 ●
慢

性
肝

炎
 ●

Ｂ
型

肝
炎

 ●
Ｃ

型
肝

炎
 ●

急
性

肝
炎

 ●
A

型
肝

炎
 ●

肝
機

能
障

害
 ●

黄
だ

ん

Ｅ１
胆

の
う・

す
い

臓
系

の
疾

病
●

胆
の

う・
す

い
臓

の
が

ん
 ●

す
い

炎
 ●

胆
の

う
ポ

リ
ー

プ
 ●

胆
の

う
炎

 ●
胆

石（
症

） 
●

胆
管

結
石

Ｅ５
 ★

胆
の

う・
す

い
臓

系
●

胆
石

 ●
胆

の
う

炎
 ●

す
い

炎

Ｆ１ Ｆ２
腎

臓・
泌

尿
器

系
の

疾
病

●
腎

臓・
膀

胱・
前

立
腺

の
が

ん
 ●

慢
性

腎
不

全
 ●

慢
性

腎
炎

 ●
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

 ●
の

う
胞

腎
 ●

尿
毒

症
 ●

急
性

腎
不

全
 

●
急

性
腎

炎
 ●

腎
う

炎
 ●

腎
臓・

膀
胱・

尿
路

な
ど

の
結

石
 ●

前
立

腺
肥

大
症

Ｆ３
腎

臓・
泌

尿
器

の
疾

病
●

腎
臓・

膀
胱・

前
立

腺
の

が
ん

 ●
慢

性
腎

炎
 ●

急
性

腎
炎

 ●
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

 ●
慢

性
腎

不
全

 ●
尿

毒
症

 ●
の

う
胞

腎
 

●
腎

う
炎

 ●
腎

臓・
膀

胱・
尿

路
な

ど
の

結
石

Ａ５
 ★

循
環

器
系・

神
経

系

●
脳

卒
中（

脳
出

血
、脳

血
栓

、く
も

膜
下

出
血

、脳
こ

う
そ

く
、脳

塞
栓

、失
語

症
） 

●
心

筋
こ

う
そ

く
 ●

心
臓

弁
膜

症
 ●

心
筋

症
 

●
心

不
全

 ●
狭

心
症

 ●
先

天
性

心
臓

病
 ●

心
室

細
動

 ●
冠

不
全

 ●
動

脈
硬

化
症

 ●
脳

炎
 ●

脳
膜

炎
 ●

髄
膜

炎
 ●

不
整

脈
 

●
動

脈
瘤

 ●
高

血
圧

症（
最

高
血

圧
16

0m
m

H
g以

上
ま

た
は

最
低

血
圧

95
m

m
H

g以
上

） 
●

低
血

圧
症（

最
高

血
圧

10
0m

m
H

g未
満

）

Ｆ４
腎

臓・
泌

尿
器

●
慢

性
腎

炎
 ●

腎
不

全
 ●

急
性

腎
炎

 ●
腎

う
炎

 ●
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

 ●
腎

臓
の

が
ん

 ●
腎

臓・
膀

胱・
尿

路
な

ど
の

結
石

Ｆ５
 ★

腎
臓・

泌
尿

器
系

●
慢

性
腎

不
全

 ●
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

 ●
腎

性
高

血
圧

症
 ●

腎
臓

結
石

 ●
尿

路
結

石
 ●

尿
管

結
石

 ●
膀

胱
結

石
 ●

急
性

腎
炎

  
●

慢
性

腎
炎

 ●
尿

毒
症

 ●
の

う
胞

腎
 ●

腎
結

核
 ●

腎
う

炎
 ●

膀
胱

炎
 ●

尿
道

炎
 ●

前
立

腺
炎

 ●
前

立
腺

肥
大

症

Ｆ６
腎

臓
、泌

尿
器

の
病

気
●

腎
臓・

泌
尿

器
の

が
ん

 ●
腎

不
全

 ●
尿

毒
症

 ●
慢

性
腎

炎
 ●

ネ
フ

ロ
ー

ゼ
 ●

腎
炎

 ●
腎

う
炎

 ●
膀

胱
炎

●
腎

臓・
膀

胱・
尿

路
の

結
石

Ｇ
５

 ★
内

分
泌・

代
謝

系
●

糖
尿

病
 ●

甲
状

腺
の

病
気

Ｈ１ Ｈ２
婦

人
科

系
の

疾
病

●
子

宮
が

ん
 ●

卵
巣

が
ん

 ●
子

宮
筋

腫
 ●

子
宮

内
膜

症
 ●

子
宮

腺
筋

症
 ●

子
宮

頸
部

異
形

成
 ●

卵
巣

の
う

腫

Ｈ３
乳

房・
子

宮・
卵

巣
の

疾
病

●
子

宮
が

ん
 ●

乳
が

ん
 ●

卵
巣

が
ん

 ●
子

宮
筋

腫
 ●

子
宮

内
膜

症
 ●

卵
巣

の
う

腫
 ●

乳
腺

症

Ｈ４
婦

人
病

●
子

宮
が

ん
 ●

子
宮

筋
腫

Ｈ５
 ★

婦
人

科
系

●
子

宮
筋

腫
 ●

子
宮

内
膜

症
 ●

子
宮

腺
筋

症
 ●

子
宮

頸
管

炎
 ●

子
宮

付
属

器
炎

 ●
卵

巣
の

う
腫

Ｊ５
 ★

眼
科

系
●

白
内

障
 ●

緑
内

障
 ●

網
膜

、角
膜

の
病

気

Ｍ
２

肝
臓

系
の

疾
病

胆
の

う・
す

い
臓

系
の

疾
病

●
肝

臓
の

が
ん

 ●
肝

硬
変

 ●
慢

性
肝

炎
 ●

Ｂ
型

肝
炎

 ●
Ｃ

型
肝

炎
 ●

急
性

肝
炎

 ●
肝

肥
大

 ●
黄

疸
 

●
胆

の
う・

す
い

臓
の

が
ん

 ●
す

い
炎

 ●
胆

の
う

ポ
リ

ー
プ

 ●
胆

の
う

炎
 ●

胆
石（

症
） 

●
胆

管
結

石

Ｍ
３

肝
臓・

胆
の

う・
す

い
臓

の
疾

病
●

肝
臓・

胆
の

う・
す

い
臓

の
が

ん
 ●

肝
硬

変
 ●

B型
肝

炎
 ●

C
型

肝
炎

 ●
慢

性
肝

炎
 ●

急
性

肝
炎

 ●
す

い
炎

 ●
胆

石（
症

）
●

胆
の

う
炎

 ●
肝

肥
大

 ●
黄

疸

Ｍ
４

肝
臓・

胆
の

う・
す

い
臓

●
肝

臓・
胆

の
う・

す
い

臓
の

が
ん

 ●
肝

硬
変

 ●
胆

石
 ●

肝
炎

 ●
肝

肥
大

 ●
胆

の
う

炎
 ●

す
い

臓
炎

Ｍ
６

肝
臓

、胆
の

う
、す

い
臓

の
病

気
●

肝
臓・

胆
の

う・
す

い
臓

の
が

ん
 ●

肝
硬

変
 ●

肝
炎

 ●
肝

肥
大

 ●
黄

だ
ん

 ●
胆

の
う

炎
 ●

胆
石

 ●
す

い
臓

炎

Ｘ１ Ｘ２
呼

吸
器

系
の

疾
病

●
肺

が
ん

 ●
咽

頭
が

ん
 ●

結
核

 ●
肺

気
腫

 ●
間

質
性

肺
炎

 ●
肺

線
維

症
 ●

気
管

支
ぜ

ん
息

 ●
肺

炎
 ●

じ
ん

肺
 ●

け
い

肺
 

●
肺

の
う

胞
 ●

自
然

気
胸

 ●
慢

性
気

管
支

炎
 ●

気
管

支
拡

張
症

 ●
胸

膜
炎（

肋
膜

炎
）

Ｘ３
呼

吸
器

系
の

疾
病

●
肺

が
ん

 ●
間

質
性

肺
炎

 ●
気

管
支

ぜ
ん

息
 ●

肋
膜

炎
 ●

結
核

 ●
肺

の
う

胞
 ●

肺
線

維
症

 ●
塵

肺
 ●

慢
性

気
管

支
炎

●
気

管
支

拡
張

症
 ●

自
然

気
胸

 ●
珪

肺
 ●

咽
頭

が
ん

 ●
肺

炎
 ●

肺
気

腫

Ｘ４
肺・

気
管

支
●

結
核

 ●
肋

膜
炎

 ●
肺

が
ん

 ●
慢

性
気

管
支

炎
 ●

ぜ
ん

そ
く

 ●
肺

気
腫

Ｘ５
 ★

呼
吸

器
系

●
肺

性
心

 ●
気

管
支

拡
張

症
 ●

慢
性

気
管

支
炎

 ●
間

質
性

肺
炎

 ●
肺

結
核

 ●
自

然
気

胸
 ●

け
い

肺
 ●

膿
胸

 ●
肺

気
腫

 
●

肺
炎

 ●
じ

ん
肺

 ●
肺

梗
塞

 ●
肺

の
う

胞
 ●

ぜ
ん

そ
く

 ●
肺

化
膿

症（
肺

膿
瘍

） 
●

胸
膜

炎（
肋

膜
炎

）

Ｘ６
呼

吸
器

の
病

気
●

肺
が

ん
 ●

ぜ
ん

そ
く

 ●
結

核
 ●

肋
膜

炎
 ●

肺
気

腫
 ●

慢
性

気
管

支
炎

 ●
気

管
支

拡
張

症
 ●

肺
化

膿
症

 ●
肺

炎

Ｙ１
骨・

筋
肉

の
疾

病
●

リ
ウ

マ
チ（

関
節

リ
ウ

マ
チ

、リ
ウ

マ
チ

熱
、リ

ウ
マ

チ
性

心
疾

患
） 

●
脊

椎
カ

リ
エ

ス
 ●

後
縦

靱
帯

骨
化

症
●

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

症
 ●

重
症

筋
無

力
症

 ●
関

節
炎

 ●
骨

髄
炎

 ●
神

経
痛

 ●
頸

肩
腕

症
候

群
Ｙ５

 ★
骨・

筋
肉

本
ペ
ー
ジ
は
、
定
型
書
面
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
実
際
の
お
申
込
方
法
と
は
異
な
る
ご
案
内
の
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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駅構内における事故 ■作業機械としてのみ使用されている工作用自動車との道路通行中の衝突､接触等の事故 ■交通乗用具 の火災による事故 等
ゴルフの練習､競技または指導に付随してゴルフ場､ゴルフ練習場敷地内で通常行われる更衣､休憩､食事､入浴等の行為を含みます｡
自転車､自動車､電車､バス､航空機､船舶等をいいます(身体障害者用の車いすも含みます｡)｡

保険金のお支払対象となっていない身体に生じた障害の影響等によって､保険金を支払うべきケガの程度が重大となった場合は､東京海上日動は､その影響がなかったと
きに相当する金額をお支払いします｡詳細は､パンフレット記載の「お問い合わせ先」までご連絡ください｡

※ご加入いただくタイプによっては保険金のお支払対象とならない場合があります｡ご加入のタイプの詳細については、パンフレット記載の「保険金額・保険料表」等をご確認ください｡

この補償については､死亡に対する補償はありません｡
がん＊1 ＊1 ＊1と診断確定されたときに､がん 以外の身体に生じた障害の影響等によって､がん の病状が重大となった場合は､東京海上日動は､その影響がなかったときに相当する
金額を支払います｡詳細は､パンフレット記載の「お問い合わせ先」までご連絡ください｡

補償対象となる｢がん｣とは以下のものをいいます｡がんの診断確定は､病理組織学的所見により､医師等によって診断されることを要します｡ただし､病理組織学的検査
が行われなかった理由が明らかであり､他の所見による診断確定の根拠が合理的であると認められるときは､他の所見を認めることがあります｡

悪性新生物および上皮内新生物のことをいい､具体的には､厚生労働省大臣官房統計情報部編｢疾病､傷害及び死因の統計分類提要ICD－10(2013年版)準拠｣およ
び｢国際疾病分類－腫瘍学(NCC監修)第3版(2012年改正版)｣に定められた内容によるものとします｡良性腫瘍である子宮筋腫､血管腫および脂肪腫等は､この保険の
補償対象となりません｡
なお､｢疾病､傷害及び死因の統計分類提要｣または｢国際疾病分類－腫瘍学｣において､新たな分類が施行された場合で､新たに｢悪性新生物｣または｢上皮内新生物｣に
分類された疾病があるときには､その疾病を補償対象に含みます｡

初年度契約の保険始期前にがんと診断確定されていた場合は､ご加入者､保険の対象となる方または保険金受取人のその事実の知､不知にかかわらず､ご加入は無効
となり､保険金をお支払いできません(この場合､お支払いいただいた保険料を返還できないことがあります｡)｡

[がん補償基本特約]
がん診断保険金

保険期間中に以下のいずれかの状態に該当した場合
■初めてがんと診断確定された場合
■この保険契約が継続契約である場合において､この保険契約が継続されてきた最初の保険契約(初年度契約)から継続前契約までの連続
した継続契約のいずれかの保険期間中に既に診断確定されたがん(原発がん)を治療したことにより､がんが認められない状態となり､その後
初めてがんが再発または転移したと診断確定されたとき

■原発がんとは関係なく､がんが新たに生じたと診断確定された場合
▶がん診断保険金額をお支払いします｡ ただし､がん診断保険金のお支払いは､保険期間を通じて1回に限ります｡また､支払事由に該当し
た最終の診断確定日からその日を含めて1年以内であるときは､がん診断保険金をお支払いできません｡

[がん補償基本特約]
がん入院保険金

がんと診断確定され､その診断確定されたがんによって医師等の治療を必要とし､かつ､保険期間中にその

がん入院保険金日額に入院期間を乗じた額をお支払いします｡

※がん入院保険金が支払われる期間中､さらにがん診断保険金の支払事由に該当しても､がん入院保険金は重複してはお支払いでき
ません｡

[がん補償基本特約]
がん手術保険金

がんと診断確定され､その治療のため､保険期間中に
手術の種類に応じてがん入院保険金日額の10倍､20倍または40倍の額をお支払いします｡
ただし､時期を同じくして 2種類以上の手術を受けた場合には､倍率の最も高い手術についてのみお支払いします｡

｢時期を同じくして｣とは｢手術室に入ってから出るまで｣をいいます｡

＊1

*1

*1
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[がん先進医療特約]
がん先進医療保険金

がんと診断確定され､その治療のため､保険期間中に先進医療＊1

＊1

＊1

＊1

を受けられた場合
▶先進医療 にかかわる技術料＊2

＊2

＊1

＊3

＊3 ＊3

＊3

について保険金をお支払いします｡
ただし､保険期間を通じて､がん先進医療保険金額を限度とします｡

｢先進医療｣とは､公的医療保険制度に定められる評価療養のうち､厚生労働大臣が定める先進医療(先進医療ごとに厚生労働大臣
が定める施設基準に適合する病院または診療所において行われるものに限ります｡)をいいます(詳細については厚生労働省のホームペー
ジをご参照ください｡)｡なお､療養 を受けた日現在､公的医療保険制度の給付対象になっている療養 は先進医療とはみなされません
(保険期間中に対象となる先進医療は変動する可能性があります｡)｡
次の費用等､先進医療にかかわる技術料以外の費用は含まれません｡
ⅰ．公的医療保険制度に基づき給付の対象となる費用(自己負担部分を含む)
ⅱ．先進医療以外の評価療養のための費用
ⅲ．選定療養のための費用
ⅳ．食事療養のための費用
ⅴ．生活療養のための費用
次のいずれかに該当するものをいいます｡
ⅰ．診察
ⅱ．薬剤または治療材料の支給
ⅲ．処置､手術その他の治療

[がん患者申出療養特約]
がん患者申出療養保険金

がんと診断確定され､その治療のため､保険期間中に患者申出療養 を受けられた場合
▶患者申出療養 にかかわる技術料 について保険金をお支払いします｡
ただし､保険期間を通じて､がん患者申出療養保険金額を限度とします｡

｢患者申出療養｣とは､公的医療保険制度のうち､厚生労働大臣が定める患者申出療養(患者申出療養ごとに厚生労働大臣が定める
施設基準に適合する病院または診療所において行われるものに限ります｡)をいいます(詳細については厚生労働省のホームページをご参
照ください｡)｡なお､療養 を受けた日現在､公的医療保険制度の給付対象になっている療養 は患者申出療養とはみなされません
(保険期間中に対象となる患者申出療養は変動する可能性があります｡)｡
次の費用等､患者申出療養にかかわる技術料以外の費用は含まれません｡
ⅰ．公的医療保険制度に基づき給付の対象となる費用(自己負担部分を含む)
ⅱ．評価療養のための費用
ⅲ．選定療養のための費用
ⅳ．食事療養のための費用
ⅴ．生活療養のための費用
次のいずれかに該当するものをいいます｡
ⅰ．診察
ⅱ．薬剤または治療材料の支給
ⅲ．処置､手術その他の治療

｢がん先進医療特約｣のお支払対象となる粒子線治療 について､一定の条件 を満たす場合に､東京海上日動から治療を実施した医療機関へ粒子線治療 にかかる
技術料相当額を照射日以降に直接お支払いできる場合があります｡
事前のお手続きが必要になるため､遅くとも治療開始の3週間前までに《お問い合わせ先》までご連絡ください (医療機関ではなく､お客様にお支払いすることもできます｡)｡

｢粒子線治療｣とは､重粒子線治療､陽子線治療をいいます｡
｢一定の条件｣とは､以下の条件等をいいます｡詳細は《お問い合わせ先》までご連絡ください｡
･責任開始日から1年以上継続してご加入いただいていること｡
･粒子線治療 開始前に保険金のお支払対象であることが確認できること｡

※変更･中止となる場合があります｡

＊1 ＊2 ＊1

*1

*2

*3

*1

*2

*3

*1
*2
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死亡保険金
事故の日からその日を含めて180

180

180

180

180
180

180
180

日以内に
▶死亡･後遺障害保険金額の全額をお支払いします｡

※1事故について､既に支払われた後遺障害保険金がある場合は､死亡･後遺障害保険金額から既に支払われた金額を差し引いた額をお支払いします｡

後遺障害
保険金

事故の日からその日を含めて 日以内に身体に
▶後遺障害の程度に応じて死亡･後遺障害保険金額の4％～100％をお支払いします｡

※1事故について死亡･後遺障害保険金額が限度となります｡

入院保険金

医師等の治療を必要とし､事故の日からその日を含めて 日以内に
▶入院保険金日額に入院した日数(実日数)を乗じた額をお支払いします｡ただし､事故の日からその日を含めて 日を経過した後の入院に対してはお支
払いできません｡また､お支払対象となる ｢入院した日数｣は､1事故について 日を限度とします｡

※入院保険金が支払われる期間中､さらに別のケガをされても入院保険金は重複してはお支払いできません｡

手術保険金

治療を目的として､

入院保険金日額の10倍(入院中の手術)または5倍(入院中以外の手術)の額をお支払いします｡ただし､1事故について事故の日からその日を含めて
日以内に受けた手術1回に限ります ｡

傷の処置や抜歯等お支払い対象外の手術があります｡
｢先進医療｣とは､公的医療保険制度に定められる評価療養のうち､厚生労働大臣が定める先進医療(先進医療ごとに厚生労働大臣が定める施設基準
に適合する病院または診療所等において行われるものに限ります｡)をいいます(詳細については厚生労働省のホームページをご参照ください｡)｡なお､療養を
受けた日現在､公的医療保険制度の給付対象になっている療養は先進医療とはみなされません(保険期間中に対象となる先進医療は変動する可能性が
あります｡)｡
1事故に基づくケガに対して入院中と入院中以外の両方の手術を受けた場合には､入院保険金日額の10倍の額のみお支払いします｡

通院保険金

医師等の治療を必要とし､事故の日からその日を含めて 日以内に
通院保険金日額に通院した日数(実日数)を乗じた額をお支払いします｡ただし､事故の日からその日を含めて 日を経過した後の通院に対しては､
お支払いできません｡また､お支払対象となる｢通院した日数｣は､1事故について90日を限度とします｡

※入院保険金と重複してはお支払いできません｡また､通院保険金が支払われる期間中､さらに別のケガをされても通院保険金は重複してはお支払いでき
ません｡

※通院しない場合であっても､医師等の治療により所定の部位にギプス等 を常時装着した日数についても､｢通院した日数｣に含みます｡

ギプス･キャスト､ギプスシーネ､ギプスシャーレ､副子･シーネ･スプリント固定､創外固定器､PTBキャスト､PTBブレース､線副子等およびハローベストをい
います｡

＊3

＊1

*1

*1

*2

*3

25



･ またはこれらによる によって生じたケガ＊1

･保険の対象となる方の または によって生じたケガ
･保険金の受取人の または によって生じたケガ(その方が受け取るべき金額部分)
･保険の対象となる方の闘争行為､自殺行為または犯罪行為によって生じたケガ
･ をしている場合に生じたケガ
･脳疾患､疾病または心神喪失によって生じたケガ
･妊娠､出産､早産または流産によって生じたケガ
･外科的手術等の医療処置(保険金が支払われるケガを治療する場合を除きます｡)によって生じたケガ
･自動車等の乗用具を用いて競技､試運転､競技場でのフリー走行等を行っている間に生じた事故によって被ったケガ
･むちうち症や腰痛等で､医学的他覚所見のないもの

等
＜ ＞
･ピッケル等の登山用具を使用する山岳登はん､ハンググライダー搭乗等の危険な運動等を行っている間に生じた事故によって被ったケガ
･オートバイ･自動車競争選手､自転車競争選手､猛獣取扱者､プロボクサー等の危険な職業に従事している間に生じた事故によって被ったケガ

等
＜ ＞
･グライダ－､飛行船､超軽量動力機､ジャイロプレーン等に搭乗している間に生じた事故によって被ったケガ
･職務として荷物等の積込み作業､積卸し作業または整理作業をしている間のその作業によるケガ
･職務として交通乗用具の修理､点検､整備､清掃をしている間のその作業によるケガ
･極めて異常かつ危険な方法で交通乗用具に搭乗している間のケガ

等
＜ ＞
･パターゴルフ等ゴルフ類似のスポーツ

等
｢天災危険補償特約｣をセットしている場合は､地震･噴火またはこれらによる津波によって生じたケガに対しても保険金をお支払いします｡*1
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介護補償（一時払金介護）

［介護補償一時払金基本特約］《保険金をお支払いする主な場合》
［公的介護保険連動型（要介護3）］

［介護補償一時払金基本特約］《保険金をお支払いしない主な場合》

保険の対象となる方が、保険期間中に公的介護保険制度に基づく所定の要介護状態の認定を受けた状態となった場合等に保険金をお支払いします。
この補償については、死亡に対する補償はありません。
保険金のお支払対象となっていない身体障害の影響等によって、保険金を支払うべき要介護状態の程度が重大となった場合は、東京海上日動は、その影響がなかったと
きに相当する金額をお支払いします。詳細は、パンフレット記載の「お問い合わせ先」までご連絡ください。

保険期間中に公的介護保険制度に基づく要介護3以上の認定を受けた状態となった場合
▶介護補償保険金額の全額をお支払いします。
　ただし、保険の対象となる方1名につき1回に限ります。

・地震・噴火またはこれらによる津波によって生じた要介護状態＊1

・保険の対象となる方の故意または重大な過失によって生じた要介護状態
・保険金の受取人の故意または重大な過失によって生じた要介護状態（その方が受け取るべき金額部分）
・保険の対象となる方の闘争行為、自殺行為または犯罪行為によって生じた要介護状態
・無免許運転や酒気帯び運転をしている間の事故により生じた要介護状態
・麻薬、大麻、あへん、覚せい剤、危険ドラッグ、シンナー等の使用によって生じた要介護状態
・アルコール依存および薬物依存によって生じた要介護状態
・先天性疾患によって生じた要介護状態
・医学的他覚所見のないむちうち症や腰痛等によって生じた要介護状態
・この保険契約が継続されてきた最初の保険契約（初年度契約といいます。）の保険始期時点で、既に被っている病気やケガ等による要介護状態＊2＊3

等

*1　�該当した保険の対象となる方の数の増加が、この保険の計算の基礎に及ぼす影響が少ない場合は、その程度に応じ、保険金の全額をお支払いすることや、その
金額を削減してお支払いすることがあります。

*2　�初年度契約の保険始期時点で、既に被っている病気やケガ等による要介護状態についても、初年度契約の保険始期日から1年を経過した後に開始した要介
護状態については、保険金のお支払対象となります。

*3　要介護状態の原因が告知対象外の病気やケガであったり、正しく告知いただいていた場合であっても、保険金のお支払対象とならないことがあります。
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介護補償（年金払介護）

［介護補償基本特約＋年金払介護補償特約］《保険金をお支払いする主な場合》

［介護補償基本特約＋年金払介護補償特約］《保険金をお支払いしない主な場合》

保険の対象となる方が、保険期間中に公的介護保険制度に基づく要介護3以上の認定を受けた状態となった場合に、最初に要介護状態＊1となったその日から毎年
1回、その日を含めて最大10年間（10回）にわたり保険金をお支払いします。
この補償については、死亡に対する補償はありません。
保険金のお支払対象となっていない身体障害の影響等によって、保険金を支払うべき要介護状態＊1の程度が重大となった場合は、東京海上日動は、その影響がなかった
ときに相当する金額をお支払いします。詳細は、パンフレット記載の「お問い合わせ先」までご連絡ください。

*1　公的介護保険制度に基づく要介護3以上の認定を受けた状態をいいます。

■第1回年金払介護補償保険金
　保険期間中に公的介護保険制度に基づく要介護3以上の認定を受けた状態となった場合
▶年金払介護補償保険金額をお支払いします。

■第2回以後年金払介護補償保険金
　�既に第1回年金払介護補償保険金が支払われた場合で、てん補期間＊1中の保険金支払基準日＊2ごとに、保険の対象となる方が要介護状態＊3に該当しているとき
▶年金払介護補償保険金額をお支払いします。
※�てん補期間＊1中の保険金支払基準日＊2時点で、公的介護保険制度に基づく要介護3以上から要介護2以下に回復している年度は保険金をお支払いしません。
その翌年度以降のてん補期間＊1中の保険金支払基準日＊2に、再度要介護状態＊3に該当している場合は、保険金のお支払いを再開します。この場合も、てん補
期間＊1は1回目の保険金支払基準日＊2から通算した期間となります。

（例:�最初に保険金をお支払いした後、すぐに回復したため、翌年以降5年間保険金をお支払いをしていない場合、その翌年に別の理由で再度要介護状態＊3に該当し、
それが継続したとしても、その後の保険金のお支払いは最大4年分となります。）

上記にかかわらず、保険の対象となる方がてん補期間＊1中に死亡した後の保険金支払基準日＊2においては、保険金をお支払いしません。

*1　第1回年金払介護補償保険金の保険金支払事由に該当したその日から起算して10年（10回目の保険金支払基準日＊2まで）をいいます。
*2　1回目は最初に保険金を支払うべき要介護状態＊3に該当した日、2回目以降は1回目から数えて翌年以降の毎年の応当日をいいます。
*3　公的介護保険制度に基づく要介護3以上の認定を受けた状態をいいます。

・地震・噴火またはこれらによる津波によって生じた要介護状態＊1

・保険の対象となる方の故意または重大な過失によって生じた要介護状態
・保険金の受取人の故意または重大な過失によって生じた要介護状態（その方が受け取るべき金額部分）
・保険の対象となる方の闘争行為、自殺行為または犯罪行為によって生じた要介護状態
・無免許運転や酒気帯び運転をしている間の事故により生じた要介護状態
・麻薬、大麻、あへん、覚せい剤、危険ドラッグ、シンナー等の使用によって生じた要介護状態
・アルコール依存および薬物依存によって生じた要介護状態
・先天性疾患によって生じた要介護状態
・医学的他覚所見のないむちうち症や腰痛等によって生じた要介護状態
・この保険契約が継続されてきた最初の保険契約（初年度契約といいます。）の保険始期時点で、既に被っている病気やケガ等による要介護状態＊2＊3

等

*1　�該当した保険の対象となる方の数の増加が、この保険の計算の基礎に及ぼす影響が少ない場合は、その程度に応じ、保険金の全額をお支払いすることや、その
金額を削減してお支払いすることがあります。

*2　�初年度契約の保険始期時点で、既に被っている病気やケガ等による要介護状態についても、初年度契約の保険始期日から1年を経過した後に開始した要介
護状態＊4については、保険金のお支払対象となります。

*3　要介護状態の原因が告知対象外の病気やケガであったり、正しく告知いただいていた場合であっても、保険金のお支払対象とならないことがあります。
*4　公的介護保険制度に基づく要介護3以上の認定を受けた状態をいいます。

※�保険期間の開始時以降に公的介護保険制度の改正が行われた場合には、その制度の改正の内容または程度等に応じ、この保険契約の保険期間の開始時点に
おいて有効な公的介護保険制度に基づく要介護3以上に相当すると認められる状態を要介護状態とみなします。
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※ご加入いただくタイプによっては保険金のお支払対象とならない場合があります｡ご加入のタイプの詳細については､パンフレット記載の「保険金額・保険料表」等をご確認ください｡

国内外において
■日常生活に起因する偶然な事故により､他人にケガ等をさせたり他人の財物を壊した場合
■保険の対象となる方が居住に使用する住宅の所有､使用または管理に起因する偶然な事故により､他人にケガ等をさせたり他人の財物を壊した場合
■電車等＊1

＊2
を運行不能にさせた場合

■国内で受託した財物(受託品) を壊したり盗まれた場合
1事故について保険金額を限度に保険金をお支払いします｡

※国内での事故(訴訟が国外の裁判所に提起された場合等を除きます｡)に限り､示談交渉は原則として東京海上日動が行います｡
※東京海上日動との直接折衝について相手方の同意が得られない場合や保険の対象となる方に損害賠償責任がない場合等には､相手方との示談交渉はできませんのでご
注意ください｡

※他の保険契約または共済契約から保険金または共済金が支払われた場合には､保険金が差し引かれることがあります｡
※記載している保険金以外に事故時に発生する様々な費用について保険金をお支払いする場合があります｡
※保険の対象となる方またはそのご家族が､補償内容が同様の保険契約を他にご契約されているときには､補償が重複することがあります｡ご加入にあたっては補償内容を十分
ご確認ください｡

汽車､電車､気動車､モノレール等の軌道上を走行する陸上の乗用具をいいます｡
以下のものは受託品には含まれません｡
自動車､原動機付自転車､自転車､船舶､サーフボード､ラジコン模型､ドローン､携帯電話､スマートフォン､モバイルWi-Fiルーター､コンタクトレンズ､眼鏡､手形その他の有
価証券､クレジットカード､設計書､帳簿､動物や植物等の生物､乗車券､航空券､通貨､貴金属､宝石､美術品､データやプログラム等の無体物､1個または1組で100万
円を超える物

等

▲

･ご契約者または保険の対象となる方等の によって生じた損害
･ またはこれらによる によって生じた損害
･職務の遂行に直接起因する損害賠償責任(仕事上の損害賠償責任 )によって保険の対象となる方が被る損害
･保険の対象となる方およびその同居の親族に対する損害賠償責任によって保険の対象となる方が被る損害
･第三者との間の特別な約定により加重された損害賠償責任によって保険の対象となる方が被る損害
･保険の対象となる方が所有､使用または管理する財物 の損壊について､その財物について正当な権利を有する者に対する損害賠償責任によって保険の対象となる方が被
る損害
･心神喪失に起因する損害賠償責任によって保険の対象となる方が被る損害
･航空機､船舶､車両 または銃器の所有､使用または管理に起因する損害賠償責任によって保険の対象となる方が被る損害
･以下のような事由により､その受託品について正当な権利を有する者に対する損害賠償責任によって保険の対象となる方が被る損害
■保険の対象となる方の自殺行為､犯罪行為または闘争行為
■差押え､収用､没収､破壊等国または公共団体の公権力の行使
■受託品が通常有する性質や性能を欠いていること
■自然の消耗または劣化､変色､さび､かび､ひび割れ､虫食い
■受託品が有する機能の喪失または低下を伴わないすり傷､かき傷､塗料の剝がれ落ち､単なる外観上の損傷や汚損
■受託品に対する加工や修理･点検等の作業上の過失または技術の拙劣に起因する損害
■受託品の電気的または機械的事故
■受託品の置き忘れまたは紛失
■詐欺または横領
■風､雨､雪､雹(ひょう)､砂塵(さじん)等の吹き込みや浸み込みまたは漏入
■受託品が委託者に引き渡された後に発見された受託品の損壊

等
保険の対象となる方がゴルフの競技または指導を職業としている方以外の場合､ゴルフの練習､競技または指導 中に生じた事故による損害賠償責任は除きます｡
受託品､ホテルまたは旅館等の宿泊が可能な施設および施設内の動産､ゴルフ場敷地内におけるゴルフカートを除きます｡
自転車やゴルフ場敷地内におけるゴルフカートを除きます｡
置き忘れまたは紛失後の盗難を含みます｡
ゴルフの練習､競技または指導に付随してゴルフ場､ゴルフ練習場敷地内で通常行われる更衣､休憩､食事､入浴等の行為を含みます｡

＊1

＊2

＊3

＊4

＊5

*1

*1
*2
*3
*4
*5

*2
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国内外において
■ゴルフ の練習､競技または指導 中に他人(キャディを含みます｡)にケガ等をさせたり､他人の財物を壊した場合
■ゴルフ の練習､競技または指導 中に､国内で受託した財物(受託品) を壊したり盗まれた場合

1事故について保険金額を限度に保険金をお支払いします｡

※国内での事故(訴訟が国外の裁判所に提起された場合等を除きます｡)に限り､示談交渉は原則として東京海上日動が行います｡
※東京海上日動との直接折衝について相手方の同意が得られない場合や保険の対象となる方に損害賠償責任がない場合等には､相手方との示談交渉はできませんのでご
注意ください｡

※他の保険契約または共済契約から保険金または共済金が支払われた場合には､保険金が差し引かれることがあります｡
※記載している保険金以外に事故時に発生する様々な費用について保険金をお支払いする場合があります｡
※保険の対象となる方またはそのご家族が､補償内容が同様の保険契約を他にご契約されているときには､補償が重複することがあります｡ご加入にあたっては補償内容を十分
ご確認ください｡

ケイマンゴルフ､ターゲットバードゴルフまたはパターゴルフ等ゴルフ類似のスポーツは含みません｡
ゴルフ の練習､競技または指導に付随してゴルフ場敷地内で通常行われる更衣､休憩､食事､入浴等の行為を含みます｡
以下のものは受託品には含まれません｡
自動車､原動機付自転車､自転車､船舶､サーフボード､ラジコン模型､ドローン､携帯電話､スマートフォン､モバイルWi-Fiルーター､コンタクトレンズ､眼鏡､手形その他の有
価証券､クレジットカード､設計書､帳簿､動物や植物等の生物､乗車券､航空券､通貨､貴金属､宝石､美術品､データやプログラム等の無体物､1個または1組で100万
円を超える物

等

▲

･ご契約者または保険の対象となる方等の によって生じた損害
･ またはこれらによる によって生じた損害
･保険の対象となる方およびその同居の親族に対する損害賠償責任によって保険の対象となる方が被る損害
･第三者との間の特別な約定により加重された損害賠償責任によって保険の対象となる方が被る損害
･保険の対象となる方が所有､使用または管理する財物 の損壊について､その財物について正当な権利を有する者に対する損害賠償責任によって保険の対象となる方が被
る損害
･心神喪失に起因する損害賠償責任によって保険の対象となる方が被る損害
･航空機､船舶､車両 または銃器の所有､使用または管理に起因する損害賠償責任によって保険の対象となる方が被る損害
･以下のような事由により､その受託品について正当な権利を有する者に対する損害賠償責任によって保険の対象となる方が被る損害
■保険の対象となる方の自殺行為､犯罪行為または闘争行為
■差押え､収用､没収､破壊等国または公共団体の公権力の行使
■受託品が通常有する性質や性能を欠いていること
■自然の消耗または劣化､変色､さび､かび､ひび割れ､虫食い
■受託品が有する機能の喪失または低下を伴わないすり傷､かき傷､塗料の剝がれ落ち､単なる外観上の損傷や汚損
■受託品に対する加工や修理･点検等の作業上の過失または技術の拙劣に起因する損害
■受託品の電気的または機械的事故
■受託品の置き忘れまたは紛失
■詐欺または横領
■風､雨､雪､雹(ひょう)､砂塵(さじん)等の吹き込みや浸み込みまたは漏入
■受託品が委託者に引き渡された後に発見された受託品の損壊

等
受託品､ホテルまたは旅館等の宿泊が可能な施設および施設内の動産､ゴルフ場敷地内におけるゴルフカートを除きます｡
自転車やゴルフ場敷地内におけるゴルフカートを除きます｡
置き忘れまたは紛失後の盗難を含みます｡

＊1 ＊2

＊1 ＊2 ＊3

＊1

＊1

＊2

＊3

*1

*1
*2
*3

*2
*3
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［弁護士費用等補償特約（人格権侵害等）］《保険金をお支払いする主な場合》

［弁護士費用等補償特約（人格権侵害等）］《保険金をお支払いしない主な場合》

国内において以下のような事由により、保険金の受取人＊1が弁護士費用または法律相談費用を負担した場合
■�急激かつ偶然な外来の事故（自動車事故を除きます。）によって被った身体の障害＊2または財物の損壊等＊3について、相手方に法律上の損害賠償請求をした場合
または法律相談をした場合

■不当行為による自由、名誉、プライバシーまたは肖像権の侵害を受けた＊4ことにより被った精神的苦痛について、弁護士委任または法律相談をした場合
■痴漢、ストーカー行為、いじめまたは嫌がらせを受けた＊4ことにより被った精神的苦痛について、弁護士委任または法律相談をした場合
▶1つの原因事故＊5について保険の対象となる方1名あたり300万円を限度に保険金をお支払いします＊6。

※弁護士等＊7への委任や弁護士等＊8への法律相談および弁護士等＊8への費用の支払いに際して、事前に東京海上日動へのご連絡が必要です。
※他の保険契約または共済契約から保険金または共済金が支払われた場合には、保険金が差し引かれることがあります。
※�保険の対象となる方またはそのご家族が、補償内容が同様の保険契約を他にご契約されているときには、補償が重複することがあります。ご加入にあたっては補償内
容を十分ご確認ください。

*1　保険の対象となる方または保険の対象となる方の法定相続人、配偶者＊9、父母もしくはお子様に該当する方をいいます。
*2　病気またはケガをいいます。
*3　損壊または盗取をいい、詐取を含みません。
*4　警察へ提出した被害届等によって、その事実を客観的に証明できる場合に限ります。
*5　法律相談または弁護士委任に至った事故または事由をいいます。なお、同一の背景等から生じた一連の原因事故は、一つの原因事故とみなします。
*6　弁護士等＊7への報酬を負担した場合は、東京海上日動が別途定める上限額の範囲内で保険金をお支払いします。
*7　弁護士または司法書士をいいます。
*8　弁護士、司法書士または行政書士をいいます。
*9　�婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある方および戸籍上の性別が同一であるが婚姻関係と異ならない程度の実質を備える状態にある方

を含みます（以下の要件をすべて満たすことが書面等により確認できる場合に限ります。婚約とは異なります。）。  
　　  ①婚姻意思＊10を有すること
　　  ②同居により夫婦同様の共同生活を送っていること
*10 戸籍上の性別が同一の場合は、夫婦同様の関係を将来にわたり継続する意思をいいます。

・ご契約者または保険の対象となる方等の故意または重大な過失によって生じた損害
・地震・噴火またはこれらによる津波によって生じた損害
・差押え、収用、没収、破壊等国または公共団体の公権力の行使に起因する損害
・保険の対象となる方の自殺行為＊1、犯罪行為または闘争行為によって生じた損害
・麻薬、大麻、あへん、覚せい剤、危険ドラッグ、シンナー等の使用によって生じた身体の障害＊2、財物の損壊等＊3または精神的苦痛
・液体、気体もしくは固体の排出、流出もしくはいっ出により生じた身体の障害＊2、財物の損壊等＊3または精神的苦痛
・財物の瑕疵、自然の消耗または劣化、変色、さび、かび、ひび割れ等による財物の損壊等＊3

・労働災害により生じた身体の障害＊2または精神的苦痛
・診療、治療、医薬品等の調剤、身体の整形、マッサージまたは柔道整復等を受けたことによって生じた身体の障害＊2

・石綿もしくは石綿を含む製品等が有する発ガン性等に起因する身体の障害＊2、財物の損壊等＊3または精神的苦痛
・環境ホルモンの有害な特性に起因する身体の障害＊2、財物の損壊等＊3または精神的苦痛
・電磁波障害に起因する身体の障害＊2または精神的苦痛
・騒音、振動、悪臭、日照不足その他これらに類する事由に起因する身体の障害＊2、財物の損壊等＊3または精神的苦痛
・職務の遂行に関する精神的苦痛および職場における嫌がらせによる精神的苦痛
・保険の対象となる方または賠償義務者＊4の自動車または原動機付自転車の所有、使用または管理に起因して発生した身体の障害＊2または財物の損壊等＊3

・保険の対象となる方または保険の対象となる方の配偶者＊5、父母もしくはお子様が賠償義務者＊4である場合
・保険契約または共済契約に関する原因事故＊6

等

*1　保険金のお支払対象となる原因事故＊6による精神的苦痛によって自殺した場合は、保険金をお支払いすることがあります。
*2　病気またはケガをいいます。
*3　損壊または盗取をいい、詐取を含みません。
*4　法律上の損害賠償請求を受ける方をいいます。
*5　�婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある方および戸籍上の性別が同一であるが婚姻関係と異ならない程度の実質を備える状態にある方

を含みます（以下の要件をすべて満たすことが書面等により確認できる場合に限ります。婚約とは異なります。）。  
     ①婚姻意思＊7を有すること
     ②同居により夫婦同様の共同生活を送っていること
*6　法律相談または弁護士委任に至った事故または事由をいいます。なお、同一の背景等から生じた一連の原因事故は、一つの原因事故とみなします。
*7　戸籍上の性別が同一の場合は、夫婦同様の関係を将来にわたり継続する意思をいいます。
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所得補償
病気やケガによって所定の就業不能になった場合＊1に、保険の対象となる方が被る損失に対して保険金をお支払いします。
【ご注意】ただし、死亡された後、または病気やケガが治ゆした後は、いかなる場合でも「就業不能」とはいいません。

*1　�骨髄移植を目的とする骨髄採取手術により所定の就業不能になった場合についても、保険金をお支払いします（「骨髄採取手術に伴う入院補償特約」が自動セット
されます。）。

この補償については、死亡に対する補償はありません。
保険金のお支払対象となっていない身体障害の影響等によって、保険金を支払うべき身体障害の程度が重大となった場合は、東京海上日動は、その影響がなかったとき
に相当する金額をお支払いします。詳細は、パンフレット記載の「お問い合わせ先」までご連絡ください。

［所得補償基本特約］《保険金をお支払いする主な場合》

［所得補償基本特約］《保険金をお支払いしない主な場合》

病気やケガによって保険期間中に就業不能となり、その期間が継続して免責期間＊1を超えた場合
▶保険金額（月額）に就業不能期間（月数）＊2を乗じた額をお支払いします。
　 ただし、保険金額が保険の対象となる方の平均月間所得額＊3を上回っている場合には、その上回る部分については保険金をお支払いできません。

※他の保険契約または共済契約から保険金または共済金が支払われた場合には、保険金が差し引かれることがあります。
※�保険の対象となる方またはそのご家族が、補償内容が同様の保険契約を他にご契約されているときには、補償が重複することがあります。ご加入にあたっては補償内
容を十分ご確認ください。

*1　�保険金をお支払いしない期間として、契約により取り決めた一定の期間のことをいいます（就業不能の原因が骨髄採取手術の場合は、免責期間を適用しません。）。
*2　�「てん補期間＊4内の就業不能の日数」をいいます（就業不能の原因が骨髄採取手術の場合は、4日を加えた日数をいいます。）。お支払額は月単位で計算しますが、

端日数が生じた場合は、1か月を30日として日割りで計算します。
*3　�免責期間＊1が始まる直前12か月における保険の対象となる方の所得＊5の平均月額をいいます。
*4　�同一の病気やケガによる就業不能＊6（または骨髄採取手術による就業不能）に対して保険金をお支払いする期間として、契約により取り決めた一定の期間（免責

期間＊1終了日の翌日からの期間）のことをいいます。原則として1年または2年となります。
*5　�「加入依頼書等に記載の職業・職務によって得られる給与所得・事業所得・雑所得の総収入金額」から「就業不能の発生にかかわらず得られる収入」および「就

業不能により支出を免れる金額」を控除したものをいいます。
*6　�就業不能が終了した後、その日を含めて180日を経過した日までに、前の就業不能の原因となった病気やケガ（医学上重要な関係がある病気やケガを含みます。）

によって再び就業不能となった場合は、後の就業不能は前の就業不能と同一の就業不能とみなします。

・地震・噴火またはこれらによる津波によって生じた病気やケガによる就業不能
・保険の対象となる方の故意または重大な過失によって生じた病気やケガによる就業不能
・保険金の受取人の故意または重大な過失によって生じた病気やケガによる就業不能（その方が受け取るべき金額部分）
・保険の対象となる方の闘争行為、自殺行為または犯罪行為によって生じた病気やケガによる就業不能
・無免許運転や酒気帯び運転をしている場合に生じた病気やケガによる就業不能
・妊娠、出産、早産または流産によって生じた病気やケガによる就業不能
・妊娠または出産による就業不能
・麻薬、大麻、あへん、覚せい剤、危険ドラッグ、シンナー等の使用によって生じた病気やケガによる就業不能
・保険の対象となる方が被った精神病性障害、知的障害、人格障害、アルコール依存および薬物依存等の精神障害を原因として生じた就業不能
・むちうち症や腰痛等で、医学的他覚所見のないものによる就業不能
・この保険契約が継続されてきた最初の保険契約（初年度契約といいます。）の保険始期時点で、既に被っている病気やケガによる就業不能＊1＊2

・�就業不能の原因が骨髄採取手術の場合は、「骨髄採取手術に伴う入院補償特約」をセットした最初の保険契約の保険始期日から、その日を含めて1年を経過し
た日の翌日の午前0時時点で既に発生している就業不能　

等
*1　�初年度契約の保険始期時点で、既に被っている病気やケガによる就業不能についても、初年度契約の保険始期日から1年を経過した後に開始した就業不能に

ついては、保険金のお支払対象となります。
*2　就業不能の原因が告知対象外の病気やケガであったり、正しく告知いただいていた場合であっても、保険金のお支払対象とならないことがあります。

※�「就業不能」とは、病気やケガの治療のための入院、または入院以外で医師等の治療を受けている（就業不能の原因が骨髄採取手術の場合は、骨髄採取手術を
直接の目的として入院している）ことにより、加入依頼書等に記載の職業・職務に終日従事できない状態＊1をいいます。

※�「骨髄採取手術」とは、保険の対象となる方が、組織の機能に障害がある者に対して骨髄幹細胞を移植することを目的として骨髄幹細胞を採取する手術をいいます。
ただし、骨髄幹細胞の提供者と受容者が同一人となる自家移植の場合を除きます。

*1　�例えば、保険の対象となる方が医師の場合には全日休診、保険の対象となる方が会社員の場合には終日出社できない状態をいいます。したがって、半日でも職業・
職務に従事した場合等は、終日従事できない状態とはいいません。
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※ご加入いただくタイプによっては保険金のお支払対象とならない場合があります｡ご加入のタイプの詳細については、パンフレット記載の「保険金額・保険料表」等をご確認ください｡

国内外において､

損害額(修理費)から を､保険期間を通じて保険金額を限度に保険金としてお支払いします｡
ただし､損害額は時価額を限度とします｡

※他の保険契約または共済契約から保険金または共済金が支払われた場合には､保険金が差し引かれることがあります｡
※記載している保険金以外に事故時に発生する様々な費用について保険金をお支払いする場合があります｡
※保険の対象となる方またはそのご家族が､補償内容が同様の保険契約を他にご契約されているときには､補償が重複することがあります｡ご加入にあたっては補償内容を十分
ご確認ください｡

◎以下のものは補償の対象となりません｡
自動車､原動機付自転車､自転車､船舶､サーフボード､ラジコン模型､ドローン､携帯電話､スマートフォン､ノート型パソコン､タブレット端末､モバイルWi-Fiルーター､コンタクト
レンズ､眼鏡､手形その他の有価証券(小切手は含みません｡)､クレジットカード､設計書､帳簿､商品･製品や設備･什器(じゅうき)､動物や植物等の生物､データやプログラム
等の無体物

等

▲

･ご契約者､保険の対象となる方またはその同居の親族等の または によって生じた損害
･ またはこれらによる によって生じた損害
･保険の対象となる方の自殺行為､犯罪行為または闘争行為による損害
･ をしている間に生じた事故による損害
･差押え､収用､没収､破壊等国または公共団体の公権力の行使に起因する損害
･保険の対象が通常有する性質や性能を欠いていることに起因して生じた損害
･自然の消耗または劣化､変色､さび､かび､ひび割れ､虫食い等による損害
･保険の対象が有する機能の喪失または低下を伴わないすり傷､かき傷､塗料の剝がれ落ち､単なる外観上の損傷や汚損による損害
･保険の対象に対する加工や修理･点検等の作業上の過失または技術の拙劣に起因する損害
･電気的または機械的事故に起因する損害
･保険の対象の置き忘れまたは紛失 に起因する損害
･詐欺または横領に起因する損害
･風､雨､雪､雹(ひょう)､砂塵(さじん)等の吹き込みや浸み込みまたは漏入により生じた損害
･保険の対象となる方の居住する住宅内(敷地を含みません｡)で生じた事故による損害

等
置き忘れまたは紛失後の盗難を含みます｡

国内外において､ゴルフ場､ゴルフ練習場敷地内で､ が生じた場合
■ゴルフ用品の盗難(ただし､ゴルフボールの盗難については､他のゴルフ用品と同時に生じた場合に限ります｡)
■ゴルフクラブの破損､曲損
損害額(修理費)から を､保険期間を通じて保険金額を限度に保険金としてお支払いします｡ただし､損害額は時価額を限
度とします｡

※ゴルフ用品とは､ゴルフクラブ､ゴルフボール､ゴルフシューズ､ゴルフバッグ､ゴルフウェア等ゴルフ用に設計された物のほか､被服類ならびにそれらを収容するバッグ類をいいます｡た
だし､時計､宝石､貴金属､財布､ハンドバッグ等の携行品は含みません｡

※他の保険契約または共済契約から保険金または共済金が支払われた場合には､保険金が差し引かれることがあります｡
※記載している保険金以外に事故時に発生する様々な費用について保険金をお支払いする場合があります｡
※保険の対象となる方またはそのご家族が､補償内容が同様の保険契約を他にご契約されているときには､補償が重複することがあります｡ご加入にあたっては補償内容を十分
ご確認ください｡
破損､曲損が生じたゴルフクラブの損害に限ります｡

▲

･ご契約者､保険の対象となる方またはその同居の親族等の または によって生じた損害
･ またはこれらによる によって生じた損害
･保険の対象となる方の自殺行為､犯罪行為または闘争行為による損害
･ をしている間に生じた事故による損害
･差押え､収用､没収､破壊等国または公共団体の公権力の行使に起因する損害
･保険の対象が通常有する性質や性能を欠いていることに起因して生じた損害
･自然の消耗または劣化､変色､さび､かび､ひび割れ､虫食い等による損害
･保険の対象が有する機能の喪失または低下を伴わないすり傷､かき傷､塗料の剝がれ落ち､単なる外観上の損傷や汚損による損害
･保険の対象に対する加工や修理･点検等の作業上の過失または技術の拙劣に起因する損害
･電気的または機械的事故に起因する損害
･保険の対象の置き忘れまたは紛失 に起因する損害
･詐欺または横領に起因する損害
･風､雨､雪､雹(ひょう)､砂塵(さじん)等の吹き込みや浸み込みまたは漏入により生じた損害
･ゴルフボールのみの盗難による損害

等
置き忘れまたは紛失後の盗難を含みます｡

*1

*1

*1

＊1

＊1

＊1
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※ご加入いただくタイプによっては保険金のお支払対象とならない場合があります｡ご加入のタイプの詳細については､パンフレット記載の「保険金額・保険料表」等をご確認ください｡

国内の9ホール以上を有するゴルフ場において他の競技者1名以上と同伴し､パー35以上の9ホールを正規にラウンドするゴルフプレー中に､

■下記①および② ホールインワンまたはアルバトロス(公式競技の場合は､下記①または②のいずれかが目撃したホールインワンまたはアルバトロス)

■記録媒体に記録された映像等によりその達成を客観的に確認できるホールインワンまたはアルバトロス
達成のお祝いとして実際にかかった費用等 を､１回のホールインワンまたはアルバトロスについて保険金額を限度に保険金としてお支払いします｡

※他の保険契約または共済契約から保険金または共済金が支払われた場合には､保険金が差し引かれることがあります｡
※保険の対象となる方またはそのご家族が､補償内容が同様の保険契約を他にご契約されているときには､補償が重複することがあります｡
※｢ホールインワン･アルバトロス費用｣は複数のご契約にご加入いただいていても､その中で最も高い保険金額が複数のご契約を通算しての支払限度額となります｡ 既に｢ホー
ルインワン･アルバトロス費用｣を補償する他の保険契約にご加入いただいている場合には､補償内容を十分ご確認ください｡

※保険金のご請求にあたっては､同伴競技者､同伴競技者以外の第三者 およびゴルフ場の支配人等のそれぞれが署名もしくは記名捺印したホールインワンもしくはアルバト
ロス証明書または映像等のうち､東京海上日動が求めるすべてのもののご提出が必要となります｡

同伴キャディ､ゴルフ場の使用人や関連業者､公式競技の競技委員､先行･後続のパーティのプレイヤー等をいいます｡ただし､同伴キャディ以外の者で､保険の対象となる
方または同伴競技者のゴルフプレーに同行する､ゴルフプレーを行わない者は含みません｡
慣習として負担する贈呈用記念品購入費用､祝賀会費用､ゴルフ場に対する記念植樹費用､同伴キャディに対する祝儀等が対象となります｡

▲

･保険の対象となる方がゴルフ場の経営者である場合､その保険の対象となる方が経営するゴルフ場で達成したホールインワンまたはアルバトロス
･保険の対象となる方がゴルフ場の使用人である場合､その保険の対象となる方が実際に使用されているゴルフ場で達成したホールインワンまたはアルバトロス
･ゴルフの競技または指導を職業としている方が達成したホールインワンまたはアルバトロス
･パターゴルフ等ゴルフ類似のスポーツ

等

国内外において以下のような事由により､
■保険の対象となる方が搭乗している航空機･船舶が行方不明になったまたは保険の対象となる方が遭難した場合
■急激かつ偶然な外来の事故により､保険の対象となる方の生死が確認できない場合または､緊急の捜索･救助活動を要する状態になったことが公的機関により確認された
場合

■保険の対象となる方の居住に使用する住宅外において被った急激かつ偶然な外来の事故によるケガのため､保険の対象となる方が事故の日からその日を含めて180日以内
に死亡または継続して14日以上入院した場合

等
1事故について保険金額を限度に保険金をお支払いします｡

※他の保険契約または共済契約から保険金または共済金が支払われた場合には､保険金が差し引かれることがあります｡
※保険の対象となる方またはそのご家族が､補償内容が同様の保険契約を他にご契約されているときには､補償が重複することがあります｡ご加入にあたっては補償内容を十分
ご確認ください｡

▲

･ご契約者または保険の対象となる方等の または によって生じた損害
･保険金の受取人の または によって生じた損害(その方が受け取るべき金額部分)
･ またはこれらによる によって生じた損害
･保険の対象となる方の闘争行為､自殺行為または犯罪行為によって生じた損害
･ をしている場合に生じた事故によって生じた損害
･脳疾患､疾病または心神喪失によって生じた損害
･妊娠､出産､早産または流産によって生じた損害
･外科的手術等の医療処置(保険金が支払われるケガを治療する場合を除きます｡)によって生じた損害
･ピッケル等の登山用具を使用する山岳登はん､ハンググライダー搭乗等の危険な運動等を行っている間に生じた事故によって生じた損害
･むちうち症や腰痛等で､医学的他覚所見のないものによる損害

等

＊1

＊2

*1

*2
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※ご加入いただくタイプによっては保険金のお支払対象とならない場合があります｡ご加入のタイプの詳細については､パンフレット記載の「保険金額・保険料表」等をご確認ください｡

ケガには､有毒ガスまたは有毒物質による急性中毒､細菌性食中毒およびウイルス性食中毒 を含みます｡なお､職業病､テニス肩のような急激性､偶然性､外来性のいずれ
かまたはすべてを欠くケースについては､保険金のお支払対象となりませんのでご注意ください｡
｢細菌性食中毒等補償特約｣が自動セットされます｡

保険金のお支払対象となっていない身体に生じた障害の影響等によって､保険金を支払うべきケガの程度が重大となった場合は､東京海上日動は､その影響がなかったときに相当
する金額をお支払いします｡詳細は､パンフレット記載の「お問い合わせ先」までご連絡ください｡

死亡保険金
事故の日からその日を含めて180

180

180
180

180

日以内に
▶死亡･後遺障害保険金額の全額をお支払いします｡

※1事故について､既に支払われた後遺障害保険金がある場合は､死亡･後遺障害保険金額から既に支払われた金額を差し引いた額をお支払いします｡

後遺障害
保険金

事故の日からその日を含めて 日以内に身体に
▶後遺障害の程度に応じて死亡･後遺障害保険金額の4％～100％をお支払いします｡

※1事故について死亡･後遺障害保険金額が限度となります｡

入院保険金

医師等の治療を必要とし､事故の日からその日を含めて 日以内に
▶入院保険金日額に入院した日数(実日数)を乗じた額をお支払いします｡ただし､事故の日からその日を含めて 日を経過した後の入院に対してはお支
払いできません｡また､お支払対象となる ｢入院した日数｣は､1事故について 日を限度とします｡

※入院保険金が支払われる期間中､さらに別のケガをされても入院保険金は重複してはお支払いできません｡

手術保険金

治療を目的として､

入院保険金日額の10倍(入院中の手術)または5倍(入院中以外の手術)の額をお支払いします｡ただし､1事故について事故の日からその日を含めて180
日以内に受けた手術1回に限ります ｡

傷の処置や抜歯等お支払い対象外の手術があります｡
｢先進医療｣とは､公的医療保険制度に定められる評価療養のうち､厚生労働大臣が定める先進医療(先進医療ごとに厚生労働大臣が定める施設基準
に適合する病院または診療所等において行われるものに限ります｡)をいいます(詳細については厚生労働省のホームページをご参照ください｡)｡なお､療養を
受けた日現在､公的医療保険制度の給付対象になっている療養は先進医療とはみなされません(保険期間中に対象となる先進医療は変動する可能性が
あります｡)｡
1事故に基づくケガに対して入院中と入院中以外の両方の手術を受けた場合には､入院保険金日額の10倍の額のみお支払いします｡

通院保険金

医師等の治療を必要とし､事故の日からその日を含めて180
180

日以内に
通院保険金日額に通院した日数(実日数)を乗じた額をお支払いします｡ただし､事故の日からその日を含めて 日を経過した後の通院に対しては､
お支払いできません｡また､お支払対象となる｢通院した日数｣は､1事故について90日を限度とします｡

※入院保険金と重複してはお支払いできません｡また､通院保険金が支払われる期間中､さらに別のケガをされても通院保険金は重複してはお支払いでき
ません｡

※通院しない場合であっても､医師等の治療により所定の部位にギプス等 を常時装着した日数についても､｢通院した日数｣に含みます｡

ギプス･キャスト､ギプスシーネ､ギプスシャーレ､副子･シーネ･スプリント固定､創外固定器､PTBキャスト､PTBブレース､線副子等およびハローベストをい
います｡

･ またはこれらによる によって生じたケガ
･保険の対象となる方の または によって生じたケガ
･保険金の受取人の または によって生じたケガ(その方が受け取るべき金額部分)
･保険の対象となる方の闘争行為､自殺行為または犯罪行為によって生じたケガ
･ をしている場合に生じたケガ
･脳疾患､疾病または心神喪失によって生じたケガ
･妊娠､出産､早産または流産によって生じたケガ
･外科的手術等の医療処置(保険金が支払われるケガを治療する場合を除きます｡)によって生じたケガ
･ピッケル等の登山用具を使用する山岳登はん､ハンググライダー搭乗等の危険な運動等を行っている間に生じた事故によって被ったケガ
･オートバイ･自動車競争選手､自転車競争選手､猛獣取扱者､プロボクサー等の危険な職業に従事している間に生じた事故によって被ったケガ
･自動車等の乗用具を用いて競技､試運転､競技場でのフリー走行等を行っている間に生じた事故によって被ったケガ
･むちうち症や腰痛等で､医学的他覚所見のないもの

等

｢天災危険補償特約(傷害､育英費用および学業費用用)｣をセットしている場合は､地震･噴火またはこれらによる津波によって生じたケガに対しても保険金をお支払いし
ます｡

*1

*2
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特定感染症の発病によって以下のような状態となった場合
■発病の日からその日を含めて180

180

180

日以内に身体に後遺障害が生じた場合
■医師等の治療を必要とし､発病の日からその日を含めて 日以内に入院(感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律(感染症法)の規定による就業
制限を含みます｡)された場合

■医師等の治療を必要とし､発病の日からその日を含めて 日以内に通院(往診を含みます｡)された場合
後遺障害保険金､入院保険金､通院保険金の各保険金をお支払いします(なお､入院･通院保険金にはお支払限度日数があります｡詳細は､傷害補償基本特約の
各保険金をご確認ください｡ )｡

※特定感染症とは･･･
｢感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律(感染症法)｣第6条第2項から第4項までに規定する一類感染症､二類感染症､三類感染症をいいます｡

▲

･ またはこれらによる によって発病した
･保険の対象となる方の または 失によって発病した特定感染症
･保険金の受取人の または によって発病した特定感染症(その方が受け取るべき金額部分)
･保険の対象となる方の闘争行為､自殺行為または犯罪行為によって発病した特定感染症
･傷害補償基本特約の規定により保険金をお支払いするケガに起因する特定感染症
･保険期間の初日からその日を含めて10日以内に発病した特定感染症(更新契約の場合を除きます｡)

等

扶養者 が急激かつ偶然な外来の事故によりケガをされ､事故の日からその日を含めて180日以内に または が生じ､保険の対象となる方が扶養者に扶養
されなくなったことにより損害が生じた場合
▶育英費用保険金額の全額をお支払いします｡

(重度後遺障害の例)
■両目が失明したもの
■咀しゃくおよび言語の機能を廃したもの
■神経系統の機能または精神に著しい障害を残し､常に介護を要するもの 等

※他の保険契約または共済契約から保険金または共済金が支払われた場合には､保険金が差し引かれることがあります｡
※保険の対象となる方またはそのご家族が､補償内容が同様の保険契約を他にご契約されているときには､補償が重複することがあります｡ご加入にあたっては補償内容を十分
ご確認ください｡

加入依頼書等に｢被保険者の扶養者｣として記載された方をいいます｡

･ またはこれらによる によって生じたケガによる扶養不能状態
･ご契約者､保険の対象となる方または扶養者の または によって生じたケガによる扶養不能状態
･保険金の受取人の または によって生じたケガによる扶養不能状態(その方が受け取るべき金額部分)
･扶養者の闘争行為､自殺行為または犯罪行為によって生じたケガによる扶養不能状態
･扶養者が をしている場合に生じたケガによる扶養不能状態
･扶養者の脳疾患､疾病または心神喪失によって生じたケガによる扶養不能状態
･扶養者の妊娠､出産､早産または流産によって生じたケガによる扶養不能状態
･扶養者に対する外科的手術等の医療処置(保険金が支払われるケガを治療する場合を除きます｡)によって生じたケガによる扶養不能状態
･むちうち症や腰痛等で､医学的他覚所見のないものによる扶養不能状態
･扶養者が扶養不能状態になったときに保険の対象となる方を扶養していない場合

等

｢天災危険補償特約(傷害､育英費用および学業費用用)｣をセットしている場合は､地震･噴火またはこれらによる津波によって生じたケガによる扶養不能状態に
対しても保険金をお支払いします｡

＊1

＊1

*1

*1
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※ご加入いただくタイプによっては保険金のお支払対象とならない場合があります｡ご加入のタイプの詳細については､パンフレット記載の「保険金額・保険料表」等をご確認く
ださい｡

国内外において
■日常生活に起因する偶然な事故により､他人にケガ等をさせたり他人の財物(情報機器等に記録された情報を含みます｡)を壊した場合
■保険の対象となる方が居住に使用する住宅の所有､使用または管理に起因する偶然な事故により､他人にケガ等をさせたり他人の財物を壊した場合
■電車等 を運行不能にさせた場合
■国内で受託した財物(受託品) を壊したり盗まれた場合
▶1事故について保険金額 を限度に保険金をお支払いします｡

※国内での事故(訴訟が国外の裁判所に提起された場合等を除きます｡)に限り､示談交渉は原則として東京海上日動が行います｡
※東京海上日動との直接折衝について相手方の同意が得られない場合や保険の対象となる方に損害賠償責任がない場合等には､相手方との示談交渉はできませんのでご
注意ください｡

※他の保険契約または共済契約から保険金または共済金が支払われた場合には､保険金が差し引かれることがあります｡
※記載している保険金以外に事故時に発生する様々な費用について保険金をお支払いする場合があります｡
※保険の対象となる方またはそのご家族が､補償内容が同様の保険契約を他にご契約されているときには､補償が重複することがあります｡ご加入にあたっては補償内容を十分
ご確認ください｡

汽車､電車､気動車､モノレール等の軌道上を走行する陸上の乗用具をいいます｡
以下のものは受託品には含まれません｡
自動車､原動機付自転車､自転車､船舶､サーフボード､ラジコン模型､ドローン､携帯電話､スマートフォン､モバイルWi-Fiルーター､コンタクトレンズ､眼鏡､手形その他の有価
証券､クレジットカード､設計書､帳簿､動物や植物等の生物､乗車券､航空券､通貨､貴金属､宝石､美術品 等
情報機器等に記録された情報の損壊に起因する損害賠償責任については､500万円が支払限度額となります｡

･ご契約者または保険の対象となる方等の によって生じた損害
･ またはこれらによる によって生じた損害
･職務(アルバイトおよびインターンシップを除きます｡)の遂行に直接起因する損害賠償責任(仕事上の損害賠償責任 )によって保険の対象となる方が被る損害
･保険の対象となる方およびその同居の親族に対する損害賠償責任によって保険の対象となる方が被る損害
･第三者との間の特別な約定により加重された損害賠償責任によって保険の対象となる方が被る損害
･保険の対象となる方が所有､使用または管理する財物 の損壊について､その財物について正当な権利を有する者に対する損害賠償責任によって保険の対象となる方が被
る損害
･心神喪失に起因する損害賠償責任によって保険の対象となる方が被る損害
･航空機､船舶､車両 または銃器の所有､使用または管理に起因する損害賠償責任によって保険の対象となる方が被る損害
･以下のような事由により､その受託品について正当な権利を有する者に対する損害賠償責任によって保険の対象となる方が被る損害
■保険の対象となる方の自殺行為､犯罪行為または闘争行為
■差押え､収用､没収､破壊等国または公共団体の公権力の行使
■受託品が通常有する性質や性能を欠いていること
■自然の消耗または劣化､変色､さび､かび､ひび割れ､虫食い
■受託品が有する機能の喪失または低下を伴わないすり傷､かき傷､塗料の剝がれ落ち､単なる外観上の損傷や汚損
■受託品に対する加工や修理･点検等の作業上の過失または技術の拙劣に起因する損害
■受託品の電気的または機械的事故
■受託品の置き忘れまたは紛失
■詐欺または横領
■風､雨､雪､雹(ひょう)､砂塵(さじん)等の吹き込みや浸み込みまたは漏入
■受託品が委託者に引き渡された後に発見された受託品の損壊

等

保険の対象となる方がゴルフの競技または指導を職業としている方以外の場合､ゴルフの練習､競技または指導 中に生じた事故による損害賠償責任は除きます｡
受託品､ホテルまたは旅館等の宿泊が可能な施設および施設内の動産､ゴルフ場敷地内におけるゴルフカートを除きます｡
自転車やゴルフ場敷地内におけるゴルフカートを除きます｡
置き忘れまたは紛失後の盗難を含みます｡
ゴルフの練習､競技または指導に付随してゴルフ場､ゴルフ練習場敷地内で通常行われる更衣､休憩､食事､入浴等の行為を含みます｡

＊1

＊2

＊3

＊1

＊2
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国内における保険の対象となる方ご本人の借用戸室 での事故により､
▶1事故について保険金額を限度に保険金をお支払いします｡

※示談交渉は東京海上日動では行いません｡
※他の保険契約または共済契約から保険金または共済金が支払われた場合には､保険金が差し引かれることがあります｡
※記載している保険金以外に事故時に発生する様々な費用について保険金をお支払いする場合があります｡
※保険の対象となる方またはそのご家族が､補償内容が同様の保険契約を他にご契約されているときには､補償が重複することがあります｡ご加入にあたっては補償内容を十分
ご確認ください｡

転居した場合は転居先の借用戸室をいいます｡

･ご契約者または保険の対象となる方等の によって生じた損害
･ またはこれらによる によって生じた損害
･心神喪失によって生じた損害
･借用戸室の改築､増築､取りこわし等の工事によって生じた損害
･借用戸室の貸主との間の特別な約定により加重された損害賠償責任によって保険の対象となる方が被る損害
･借用戸室を貸主に引き渡した後に発見された借用戸室の損壊に起因する損害賠償責任によって保険の対象となる方が被る損害

等

＊1

*1
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※ご加入いただくタイプによっては保険金のお支払対象とならない場合があります｡ご加入のタイプの詳細については､パンフレット記載の「保険金額・保険料表」等をご確認く
ださい｡

国内外において､

▶損害額(修理費)から を､保険期間を通じて(保険期間が1年を超える場合は保険年度ごとに)保険
金額を限度に保険金としてお支払いします｡ただし､損害額は時価額を限度とします｡

※他の保険契約または共済契約から保険金または共済金が支払われた場合には､保険金が差し引かれることがあります｡
※記載している保険金以外に事故時に発生する様々な費用について保険金をお支払いする場合があります｡
※保険の対象となる方またはそのご家族が､補償内容が同様の保険契約を他にご契約されているときには､補償が重複することがあります｡ご加入にあたっては補償内容を十分
ご確認ください｡

◎以下のものは補償の対象となりません｡
自動車､原動機付自転車､自転車､船舶､サーフボード､ラジコン模型､ドローン､携帯電話､スマートフォン､モバイルWi-Fiルーター､モバイルデータ通信機能を有するタブレット
端末､コンタクトレンズ､眼鏡､手形その他の有価証券(小切手は含みません｡)､クレジットカード､設計書､帳簿､商品･製品や設備･什器(じゅうき)､動物や植物等の生物､デー
タやプログラム等の無体物

等

･ご契約者､保険の対象となる方またはその同居の親族等の または によって生じた損害
･ またはこれらによる によって生じた損害
･保険の対象となる方の自殺行為､犯罪行為または闘争行為による損害
･ をしている間に生じた事故による損害
･差押え､収用､没収､破壊等国または公共団体の公権力の行使に起因する損害
･保険の対象が通常有する性質や性能を欠いていることに起因して生じた損害
･自然の消耗または劣化､変色､さび､かび､ひび割れ､虫食い等による損害
･保険の対象が有する機能の喪失または低下を伴わないすり傷､かき傷､塗料の剝がれ落ち､単なる外観上の損傷や汚損による損害
･保険の対象に対する加工や修理･点検等の作業上の過失または技術の拙劣に起因する損害
･電気的または機械的事故に起因する損害
･保険の対象の置き忘れまたは紛失 に起因する損害
･詐欺または横領に起因する損害
･風､雨､雪､雹(ひょう)､砂塵(さじん)等の吹き込みや浸み込みまたは漏入により生じた損害
･保険の対象となる方の居住する住宅内(敷地を含みません｡)で生じた事故による損害

等

置き忘れまたは紛失後の盗難を含みます｡

国内において､
▶損害額(修理費)から を､保険期間を通じて(保険期間が1年を超える場合は保険年度ごとに)保険
金額を限度に保険金としてお支払いします｡ただし､損害額は時価額を限度とします｡

※他の保険契約または共済契約から保険金または共済金が支払われた場合には､保険金が差し引かれることがあります｡
※記載している保険金以外に事故時に発生する様々な費用について保険金をお支払いする場合があります｡
※保険の対象となる方またはそのご家族が､補償内容が同様の保険契約を他にご契約されているときには､補償が重複することがあります｡ご加入にあたっては補償内容を十分
ご確認ください｡

◎以下のものは補償の対象となりません｡
自動車､原動機付自転車､船舶､サーフボード､ラジコン模型､ドローン､携帯電話､スマートフォン､モバイルWi-Fiルーター､モバイルデータ通信機能を有するタブレット端末､コン
タクトレンズ､眼鏡､手形その他の有価証券､クレジットカード､設計書､帳簿､商品･製品や設備･什器(じゅうき)､動物や植物等の生物､データやプログラム等の無体物､定期
券､乗車券､通貨､貴金属､宝石､美術品､親族が居住する建物内に所在する家財

等

･ご契約者､保険の対象となる方またはその同居の親族等の または によって生じた損害
･ またはこれらによる によって生じた損害
･保険の対象となる方の自殺行為､犯罪行為または闘争行為による損害
･ をしている間に生じた事故による損害
･差押え､収用､没収､破壊等国または公共団体の公権力の行使に起因する損害
･保険の対象が通常有する性質や性能を欠いていることに起因して生じた損害
･自然の消耗または劣化､変色､さび､かび､ひび割れ､虫食い等による損害
･保険の対象が有する機能の喪失または低下を伴わないすり傷､かき傷､塗料の剝がれ落ち､単なる外観上の損傷や汚損による損害
･保険の対象に対する加工や修理･点検等の作業上の過失または技術の拙劣に起因する損害
･電気的または機械的事故に起因する損害
･保険の対象の置き忘れまたは紛失 に起因する損害
･詐欺または横領に起因する損害
･風､雨､雪､雹(ひょう)､砂塵(さじん)等の吹き込みや浸み込みまたは漏入により生じた損害

等

置き忘れまたは紛失後の盗難を含みます｡

＊1

＊1

*1

*1
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東京海上日動火災保険株式会社 

 

団団体体総総合合生生活活保保険険  商商品品改改定定ののごご案案内内  
 

拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。弊社業務に関しましては、毎々格別のご高配を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

現在ご加入いただいております団体総合生活保険について、商品を改定させていただきます。つきましては、以下のと

おり改定の内容をご案内いたしますので、ご理解賜りますとともに、引き続きご愛顧を賜りますよう、何卒よろしくお願い

申し上げます。 

なお、保険料等が変更となる場合がございますので、募集パンフレットおよび加入依頼書等を併せてご確認いただき、

ご不明な点や詳細につきましては代理店または弊社までお問い合わせいただきますようお願い申し上げます。 
 

敬 具 

  

  １１    主主なな改改定定点点  
○印のある補償について、下記のとおり改定いたします。 

変更する補償 

①傷害補償 ②こども傷害補償 ③賠償・財産・費用に関する補償 

 

変更する補償 
改定項目 概要 

① ② ③ 

  

 

〇 

 

「個人賠償責任補償特約」の

保険料改定および補償拡大 

昨今のインフレーションの進行および保険金のお支払実績等を踏

まえ、「個人賠償責任補償特約」の保険料を引き上げます(*1)。 

また、学校等から貸与されているノートパソコン・タブレット端末等

を受託品賠償の補償対象とします(*2)。 

 

(*1)「ゴルフ賠償責任補償特約」または「個人賠償責任補償特約の
一部変更に関する特約」がセットされている場合、保険料改定
は行いません。 

(*2)「個人賠償責任補償特約の一部変更に関する特約」がセットさ

れている場合、既に補償対象です。 

○   

「ゴルフ中の傷害危険のみ補

償特約」の保険料改定および

引受けに関する規定改定 

直近の保険金お支払実績等を踏まえ、「ゴルフ中の傷害危険のみ

補償特約」の保険料を引き上げます。  

また、本特約を保険期間の中途でセットすることおよび削除するこ

とを不可とします。 

  ○ 

「ホールインワン・アルバトロス

費用補償特約」の保険料改定

および引受けに関する規定改

定 

直近の保険金お支払実績等を踏まえ、「ホールインワン・アルバト

ロス費用補償特約」の保険料を引き上げます。 

また、保険金額を 100 万円とするプランについて、新規および更新

の販売を停止します。 

○   
「交通事故傷害危険のみ補償

特約」の補償拡大 

「交通事故傷害危険のみ補償特約」において、原動機を用いるキ

ックボードを「交通乗用具」に追加し、電動キックボード搭乗中等の

ケガについて補償対象とします。 

団団体体総総合合生生活活保保険険のの  

22002244年年1100月月11日日以以降降始始期期契契約約ののごご加加入入者者様様  

2024 年 9 月吉日 

必ずお読みください 
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変更する補償 
改定項目 概要 

① ② ③ 

〇 〇  

「特定感染症危険補償特約」

の補償対象となる感染症の変

更 

現在は、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する
法律（以下、感染症法）における「一類感染症」、「二類感染症」、
「三類感染症」、「第 6 条第 7 項第 3 号に規定する新型コロナウイ
ルス感染症(*1)」および「指定感染症(*2)」を補償対象としています
が、「第 6 条第 7 項第 3 号に規定する新型コロナウイルス感染症
(*1)」および「指定感染症(*2)」を補償対象外とし、補償対象となる
感染症を「一類感染症」、「二類感染症」および「三類感染症」に変
更します。 
なお、2023 年 5 月 8 日（月）以降、「新型コロナウイルス感染症
（Covid-19）」は感染症法における「五類感染症」に位置付けられて
います（「五類感染症」は、これまでも補償対象外です。）。 
 
(*1)病原体がベータコロナウイルス属のコロナウイルス（令和 2 年

1 月に、中華人民共和国から世界保健機関に対して、人に伝
染する能力を有することが新たに報告されたものに限ります。）
であるものに限ります。 

(*2)政令により一類感染症、二類感染症または三類感染症と同程
度の措置が講じられている場合に限ります。 

  ○ 「ドローン」の取扱いの明確化 

「ラジコン模型」に含めて取り扱っている「ドローン」について、分か

りやすさの観点から、保険の対象等に含まれないことを明確化しま

す。 

 

＜対象特約＞ 

個人賠償責任補償特約、携行品特約、住宅内生活用動産特約、

個人賠償責任補償特約の一部変更に関する特約、携行品特約の

一部変更に関する特約、住宅外等追加補償特約 

○  ○ 道路交通法改正に伴う改定 

新たなモビリティの定義やその交通方法が整備された道路交通法

の改正を踏まえ、「原動機付自転車」の定義や「移動用小型車」

「遠隔操作型小型車」の取扱い等を明確化します。 

 

＜対象特約＞ 

交通事故傷害危険のみ補償特約、個人賠償責任補償特約、携行

品特約、住宅内生活用動産特約、救援者費用等補償特約、弁護

士費用等補償特約（人格権侵害等）、トラブル対策費用補償特約、

住宅外等追加補償特約 

 

このご案内は、2024 年 10 月 1 日以降始期の団体総合生活保険の改定の概要を記載したものです。ご加入にあたって

は、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。ご不明な点がある場合は、代理店または東京海上日動までお問い合

わせください。 

07E1-GJ05-23023-202405 
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（1）保険料の決定の仕組み
保険料はご加入いただくタイプ等によって決定されます。保険料については、パンフレット等をご確認ください。

（2）保険料の払込方法
払込方法・払込回数については、パンフレット等をご確認ください。

（3）保険料の一括払込みが必要な場合について
（※団体構成員またはそのご家族等から、ご加入者を募集する所定の団体契約で、保険料負担者がご加入者のご契約が対象となります。）
ご加入者が以下の事由に該当した場合、そのご加入者の残りの保険料を一括して払込みいただくことがありますので、あらかじめご了承ください。
①退職等により給与の支払いを受けられなくなった場合
②脱退や退職等により、その構成員でなくなった場合
③資本関係の変更により、お勤めの企業が親会社の系列会社でなくなった場合
④ご加入者の加入部分＊1に相当する保険料が、集金日の属する月の翌月末までに集金されなかった場合 等
※保険期間の開始後、保険料の払込み前に事故が発生した場合、その後、ご契約者を経て保険料を払込みいただく場合は保険金をお支払いします。
ただし、保険料を払込みいただけない場合には、ご加入者の加入部分＊1について、保険金をお支払いできず、お支払いした保険金を回収させていただくことや、ご加入者の加入部分＊1を
解除することがありますのでご注意ください。

-18-

重要事項説明書〔契約概要・注意喚起情報のご説明〕
団体総合生活保険にご加入いただく皆様へ

ご加入前に必ずご理解いただきたい大切な情報を記載しています。必ず最後までお読みください。
※ご家族を保険の対象となる方とする場合等、ご加入者と保険の対象となる方が異なる場合には、本内容を保険の対象となる方全員にご説明ください。
※ご不明な点や疑問点がありましたら、パンフレット記載の「お問い合わせ先」までご連絡ください。

保険商品の内容を
ご理解いただくための事項

ご加入に際してお客様にとって不利益になる事項等、
特にご注意いただきたい事項

［マークのご説明］

Ⅰ ご加入前におけるご確認事項

５ 保険期間および補償の開始・終了時期
ご加入の保険契約の保険期間および補償の開始・終了時期については、パンフレット等をご確認ください。保険の種類によっては、新規ご加入の場合、保険金のお
支払対象とならない期間がありますので、詳しくはパンフレット等にてご確認ください。

６ 保険料の決定の仕組みと払込方法等

以下の特約をご契約される場合で、保険の対象となる方またはそのご家族が、補償内容が同様の保険契約＊1を他にご契約されているときには、補償が重複することが
あります。補償が重複すると、対象となる事故について、どちらのご契約からでも補償されますが、いずれか一方のご契約からは保険金が支払われない場合があります。補
償内容の差異や保険金額をご確認のうえで、特約等の要否をご検討ください＊2 。
●個人賠償責任補償特約 ●借家人賠償責任補償特約 ●携行品特約 ●住宅内生活用動産特約 ●ホールインワン・アルバトロス費用補償特約
●救援者費用等補償特約 ●弁護士費用等補償特約（人格権侵害等） ●トラブル対策費用補償特約 ●葬祭費用補償特約（医療用・所得補償用）
●がん葬祭費用補償特約 ●育英費用補償特約 ●学業費用補償特約 ●疾病による学業費用補償特約 ●医療費用補償特約 ●教育継続支援特約
*1　団体総合生活保険以外の保険契約にセットされる特約や東京海上日動以外の保険契約を含みます。
*2　1契約のみにセットされる場合、将来、そのご契約を解約されたときや、同居から別居への変更等により保険の対象となる方が補償の対象外になったとき等は、補償がなくなることがあります

ので、ご注意ください。

３ 補償の重複に関するご注意

４ 保険金額等の設定

２ 基本となる補償および主な特約の概要等
基本となる補償の“保険金をお支払いする主な場合”、 “保険金をお支払いしない主な場合”や主な特約の概要等につきましては、パンフレット等をご確認ください。

この保険は、団体をご契約者とし、団体の構成員等を保険の対象となる方とする団体契約です。保険証券を請求する権利、保険契約を解約する権利等は原則として
ご契約者が有します。ご契約者となる団体や基本となる補償、ご加入者のお申出により任意にご加入いただける特約等はパンフレット等に記載のとおりです。
この保険は、ご加入者が団体の構成員等であることを加入条件としています。ご加入いただける保険の対象となる方ご本人の範囲等につきましては、パンフレット等をご確
認ください。ご加入いただける保険の対象となる方ご本人の範囲に該当しない方がご加入された場合、ご加入を取消しさせていただくことがあります。

１ 商品の仕組み

この保険の保険金額＊1は、あらかじめ定められたタイプの中からお選びいただくこととなります。タイプについての詳細はパンフレット等をご確認ください。
保険金額等の設定は、高額療養費制度や労災保険制度等の公的保険制度を踏まえご検討ください。公的保険制度の概要につきましては、金融庁
のホームページ（https://www.fsa.go.jp/ordinary/insurance-portal.html）等をご確認ください。
所得補償、団体長期障害所得補償、医療補償、がん補償、介護補償においては、保険期間の中途でご加入者からのお申出による保険金額＊1

の増額等はできません。
[所得補償・団体長期障害所得補償]
所得補償基本特約、団体長期障害所得補償基本特約、介護と仕事の両立支援特約の保険金額＊1は、平均月間所得額＊2以下（平均月間所得額＊2の85％
以下を目安）で設定してください（保険金額または支払基礎所得額が保険の対象となる方の平均月間所得額＊2を上回っている場合には、その上回る部分に
ついては保険金をお支払いできませんので、ご注意ください。）。
*1　団体長期障害所得補償については、支払基礎所得額＊3×約定給付率とします。
*2　直前12か月における保険の対象となる方の所得＊4の平均月額をいいます（ただし、所得補償で家事従事者特約をセットされる場合は、183,000円となります。）。
*3　保険金の算出の基礎となる加入依頼書等記載の額をいいます。定率型の場合は、原則として健康保険法上の標準報酬月額で設定します。
*4　所得補償の場合は、「加入依頼書等に記載の職業・職務によって得られる給与所得・事業所得・雑所得の総収入金額」から「就業不能の発生にかかわらず得られる収入」および「就

業不能により支出を免れる金額」を控除したものをいいます。団体長期障害所得補償の場合は、「業務に従事することによって得られる給与所得・事業所得・雑所得の総収入金額」か
ら「就業障害の発生にかかわらず得られる収入」および「就業障害により支出を免れる金額」を控除したものをいいます。

（金融庁ホームページ）
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※所得補償、団体長期障害所得補償、医療補償、がん補償、介護補償が解除となった後、新たにご加入される場合には、新たなご加入について、保険の対象となる方の健康状態等
によりお引受けをお断りさせていただくことがあります。その他ご注意いただきたい内容につきましては、「Ⅱ-1告知義務」をご確認ください。

*1　ご加入者によってご加入された、すべての保険の対象となる方およびすべての補償をいいます（例えば、加入内容変更による変更保険料を払込みいただけない場合、変更保険料を
払込みいただけない補償だけでなく、ご加入されているすべての保険の対象となる方およびすべての補償が対象となります。）。

この保険には満期返れい金・契約者配当金はありません。

７ 満期返れい金・契約者配当金

Ⅱ ご加入時におけるご注意事項

加入依頼書等に★や☆のマークが付された事項は、ご加入に関する重要な事項（告知事項）ですので、正確に記載してください（東京海上日動の代理店には、告知
受領権があります。）。お答えいただいた内容が事実と異なる場合や告知事項について事実を記載しない場合は、ご加入を解除し、保険金をお支払いできないことがあり
ます。
※告知事項かつ通知事項には☆のマークが付されています。通知事項については「Ⅲ-1 通知義務等」をご参照ください。

なお、告知事項は、お引受けする補償ごとに異なり、お引受けする補償によっては、★や☆のマークが付された事項が告知事項にあたらない場合もあります。お引受けする補償ごとの告知事項
は下表をご確認ください（項目名は補償によって異なることがあります。）。また、ご加入後に加入内容変更として下表の補償を追加する場合も同様に、変更時点での下表の事項が告知
事項となります。

１ 告知義務

［告知事項・通知事項一覧］

※すべての補償について「他の保険契約等＊7」を締結されている場合は、その内容についても告知事項（★）となります。また、医療費用補償特約（こども傷害補償）をセットされる場合
には、 「公的医療保険制度」についても告知事項かつ通知事項（☆）となります。

*1 こども傷害補償の場合のみ、告知事項となります。
*2 こども傷害補償にご加入される場合のみ、 告知事項となります。
*3 年金払介護補償特約をセットされる場合のみ、告知事項となります。
*4 新たに職業に就いた場合や就いていた職業をやめた場合を含みます。
*5 交通事故傷害危険のみ補償特約、ゴルフ中の傷害危険のみ補償特約をセットされる場合には、告知事項・通知事項とはなりません。
*6 新たにご加入される場合、または更新にあたり補償内容をアップされる場合のみとなります。
*7 この保険以外にご契約されている、この保険と全部または一部について支払責任が同一である保険契約や共済契約をいいます。他の保険契約等がある場合、そのご契約の内容によって

は、東京海上日動にて保険のお引受けができないときがあります。

［所得補償・団体長期障害所得補償・医療補償・がん補償・介護補償の「告知」（健康状態告知書）］
①告知義務について

保険制度は多数の人々が保険料を出しあって相互に補償しあう制度です。したがって、初めから健康状態の悪い方や危険な職業に従事している方等が他の方と
同じ条件でご加入されますと、保険料負担の公平性が保たれません。このため、ご加入にあたっては、必ず保険の対象となる方ご自身が、過去の病気やケガ、
現在の健康状態、身体障害の状態等について「健康状態告知書」で東京海上日動がおたずねすることについて、事実をありのままに正確にもれなくご回答ください。
なお、介護補償にご加入される場合または介護補償を追加される場合で、団体構成員のご家族（団体構成員の配偶者＊8、子供、両親、兄弟及び団体構成員
と同居の親族）を保険の対象となる方とするときには、介護補償の健康状態告知に関して、保険の対象となる方からのご依頼を受けた団体構成員が保険の対象
となる方の健康状態を確認したうえで、代理で告知いただけます。その場合は、健康状態告知を行った方がご署名ください。
*8 婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある方および戸籍上の性別が同一であるが婚姻関係と異ならない程度の実質を備える状態にある方を含みます

（以下の要件をすべて満たすことが書面等により確認できる場合に限ります。婚約とは異なります。）。
a．婚姻意思＊9を有すること
b．同居により夫婦同様の共同生活を送っていること

*9 戸籍上の性別が同一の場合は、夫婦同様の関係を将来にわたり継続する意思をいいます。
②過去に病気やケガをされたことがある方等への引受対応について

東京海上日動では、ご加入者間の公平性を保つため、お客様のお身体の状態に応じた引受対応を行うことがあります。過去に病気やケガをされたことがある場合等
にはお引受けできないことがあります。

③告知が事実と相違する場合
告知していただく事柄は、告知書に記載してあります。もし、これらについて、その事実を告知されなかったり、事実と違うことを告知された場合、責任開始日＊10から
1年以内であれば、東京海上日動は「告知義務違反」としてご加入を解除することがあります＊11。
●責任開始日＊10から1年を経過していても、保険金の支払事由が１年以内に発生していた場合には、ご加入を解除することがあります。
●ご加入を解除した場合には、たとえ保険金をお支払いする事由が発生していても、これをお支払いすることはできません＊12（ただし、「保険金の支払事由の発生」

と「解除の原因となった事実」との因果関係によっては、保険金をお支払いすることがあります。）。
*10 ご加入を更新されている場合は、告知されなかったり、事実と違うことを告知されたご契約の支払責任の開始日をいいます。
*11 更新時に補償内容をアップされた場合は、補償内容をアップされた部分を解除することがあります。
*12 更新時に補償内容をアップされた部分を解除した場合は、補償内容をアップされた部分については保険金をお支払いすることはできません。
＜前記以外で、保険金をお支払いできない場合＞
前記のご加入を解除させていただく場合以外にも、告知義務違反の内容が特に重大な場合、詐欺による取消し等を理由として、保険金をお支払いできないことが
あります。この場合、告知義務違反による解除の対象外となる1年経過後にもご加入を取消し等させていただくことがあります。
（例）「現在の医療水準では治ゆが困難な病気・症状について故意に告知されなかった場合」等

④告知内容の確認について
保険金のご請求等の際、告知内容についてご確認させていただく場合があります。

★︓告知事項 ☆︓告知事項かつ通知事項

個人賠償責任
借家人賠償責任

携行品
住宅内生活用動産
救援者費用等
弁護士費用等
トラブル対策費用

介護補償医療補償
がん補償

団体長期障害
所得補償所得補償傷害補償

基本補償・特約

項目名

★＊2★★★★★＊1生年月日

－★＊3★★－－性別

－－－－☆☆＊5職業・職務＊4

－★★★★－健康状態告知＊6
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現在のご加入を解約、減額等をすることを前提に、新たな保険契約へのご加入をご検討される場合は、特に以下の点にご注意ください。
・補償内容や保険料が変更となったり、各種サービスを受けられなくなることがあります。
・新たにご加入の保険契約の保険料については、団体契約の始期日時点の保険の対象となる方の年齢により計算されます。
・新たにご加入の保険契約の保険料の計算の基礎となる予定利率・予定死亡率等が、解約・減額される契約と異なることがあります。
・保険の対象となる方の健康状態等により、お引受けをお断りする場合があります。
・新たにご加入の保険契約に対しても告知義務がありますので、告知義務違反による解除や詐欺による取消しが適用される場合があります。
・新たにご加入の保険契約の保険始期前に被った傷病に対しては、保険金が支払われない場合があります。
・新たにご加入の保険契約の保険始期日と責任開始日が異なることがあります。この場合、現在のご加入を解約すると補償のない期間が発生することがあります。

４ 現在のご加入の解約・減額を前提とした新たなご契約のご注意

［がん補償］
保険金受取人を特定の方に指定する場合＊2は、必ず保険の対象となる方の同意を得てください（原則として親族の中から、1名を選択してください。指定がない
場合、保険金は保険の対象となる方にお支払いします。）。同意のないままにご加入をされた場合、ご加入は無効となります。
*2 家族型補償（本人型以外）の場合、配偶者およびお子様は保険金受取人を特定の方に指定することはできません（保険金受取人はその保険の対象となる方ご自身となります。）。

［傷害補償］
死亡保険金受取人を特定の方に指定する場合＊1は、必ず保険の対象となる方の同意を得てください（指定がない場合、死亡保険金は法定相続人にお支払い
します。）。同意のないままにご加入をされた場合、ご加入は無効となります。
死亡保険金受取人を特定の方に指定する場合は、保険の対象となる方のご家族等に対し、この保険へのご加入についてご説明くださいますようお願いいたします。
死亡保険金受取人の指定を希望される場合は、お手数ですが、パンフレット記載の「お問い合わせ先」までお申出ください。
*1 家族型補償（本人型以外）の場合、保険の対象となる方ご本人以外の保険の対象となる方について、死亡保険金受取人を特定の方に指定することはできません。

３ 保険金受取人

[通知事項]
加入依頼書等に☆のマークが付された事項（通知事項）に内容の変更が生じた場合には、遅滞なくパンフレット記載の「お問い合わせ先」までご連絡ください。
ご連絡がない場合は、お支払いする保険金が削減されることがあります。なお、通知事項はお引受けする補償ごとに異なり、お引受けする補償によっては、☆のマークが
付された事項が通知事項にあたらない場合もあります。お引受けする補償ごとの通知事項は、「Ⅱ-1 告知義務 [告知事項・通知事項一覧] 」をご参照ください。

[その他ご連絡いただきたい事項]
●すべての補償共通

ご加入者の住所等を変更した場合は、遅滞なくパンフレット記載の「お問い合わせ先」までご連絡ください。
●所得補償、団体長期障害所得補償

保険期間の中途において保険の対象となる方の平均月間所得額＊1がご加入時の額より減少した場合には、パンフレット記載の「お問い合わせ先」までご連絡のうえ、
所得補償の場合は保険金額、団体長期障害所得補償の場合は支払基礎所得額の見直しについてご相談ください。
*1 直前12か月における保険の対象となる方の所得＊2の平均月額をいいます（ただし、所得補償で家事従事者特約をセットされる場合は、183,000円となります。）。
*2 所得補償の場合は、「加入依頼書等に記載の職業・職務によって得られる給与所得・事業所得・雑所得の総収入金額」から「就業不能の発生にかかわらず得られる収入」および

「就業不能により支出を免れる金額」を控除したものをいいます。団体長期障害所得補償の場合は、「業務に従事することによって得られる給与所得・事業所得・雑所得の総収入
金額」から「就業障害の発生にかかわらず得られる収入」および「就業障害により支出を免れる金額」を控除したものをいいます。

●借家人賠償責任
保険の対象となる方の住所を変更する場合には、あらかじめパンフレット記載の「お問い合わせ先」までご連絡ください。

［ご加入後の変更］
ご加入後、ご加入内容変更や脱退を行う際には変更日・脱退日より前にご連絡ください。また、保険期間中に、本保険契約の加入対象者でなくなった場合には、
脱退の手続きをいただく必要がありますが、保険期間の終了時までは補償を継続することが可能なケースがありますので、パンフレット記載の「お問い合わせ先」まで
ご連絡ください。ご加入内容変更をいただいてから1か月以内に保険金請求のご連絡をいただいた場合には、念のため、パンフレット記載の「お問い合わせ先」の
担当者に、その旨をお伝えいただきますようお願いいたします。

Ⅲ  ご加入後におけるご注意事項
１ 通知義務等

ご加入を解約される場合は、パンフレット記載の「お問い合わせ先」までご連絡ください。
・ご加入内容および解約の条件によっては、東京海上日動所定の計算方法で保険料を返還、または未払保険料を請求＊1することがあります。返還または請求する
保険料の額は、保険料の払込方法や解約理由により異なります。

・返還する保険料があっても、原則として払込みいただいた保険料から既経過期間＊2に対して「月割」で算出した保険料を差し引いた額よりも少なくなります。
・満期日を待たずに解約し、新たにご加入される場合、補償内容や保険料が変更となったり、各種サービスを受けられなくなることがあります。

*1 解約日以降に請求することがあります。
*2 始期日からその日を含めて解約日までの、既に経過した期間をいいます。

２ 解約されるとき

傷害補償・所得補償・団体長期障害所得補償・医療補償・がん補償・介護補償においては、保険の対象となる方からのお申出により、その保険の対象となる方に
係る補償を解約できる制度があります。制度および手続きの詳細については、パンフレット記載の「お問い合わせ先」までご連絡ください。また、本内容については、
保険の対象となる方全員にご説明くださいますようお願いいたします。

３ 保険の対象となる方からのお申出による解約

［保険期間終了後、補償の更新を制限させていただく場合］
●所得補償
就業不能の原因となった病気、保険金請求状況等によっては、次回以降の補償の更新をお断りすることがあります。

●上記以外の補償共通
保険金請求状況や年齢等によっては、次回以降の補償の更新をお断りさせていただくことや、引受条件を制限させていただくことがあります。

●東京海上日動が普通保険約款、特約または保険引受に関する制度等を改定した場合には、更新後の補償については更新日における内容が適用されます。
この結果、更新後の補償内容等が変更されることや更新できないことがあります。

４ 満期を迎えるとき

ご加入される保険は、クーリングオフの対象外です。
２ クーリングオフ
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［更新後契約の保険料］
保険料は、補償ごとに、更新日現在の年齢および保険料率等によって計算します。したがって、その補償の更新後の保険料は、更新前の保険料と異なることがありま
す。

［補償対象外となる病気・症状を設定してお引受けしている場合］
所得補償・団体長期障害所得補償・医療補償において、更新前契約に補償対象外となる病気・症状が設定されている場合であっても、更新にあたり新たに「健康
状態告知書」のすべての質問事項について告知いただくことで、補償対象外となる病気・症状を設定しない加入内容に変更できる場合があります。ただし、新たに
いただいた告知の内容により、お引受けをお断りさせていただくことがありますので、ご注意ください。

［更新後契約の補償内容を拡充する場合］
所得補償、団体長期障害所得補償、医療補償、がん補償、介護補償において、更新時に保険の対象となる方の追加や保険金額＊1の高いタイプへの変更、口数
の増加等、補償内容をアップする場合には、再度告知が必要となります。正しく告知をいただけない場合には、補償内容をアップされた部分を解除することがあります。
ご加入を解除する場合、補償内容をアップされた部分については保険金をお支払いできないことがあります。
＊1団体長期障害所得補償については、支払基礎所得額×約定給付率とします。

［保険金請求忘れのご確認］
ご加入を更新いただく場合は、更新前の保険契約について保険金請求忘れがないか、今一度ご確認をお願いいたします。ご請求忘れや、ご不明な点がございましたら、
パンフレット記載の「お問い合わせ先」まですぐにご連絡ください。なお、パンフレット等記載の内容は本年度の契約更新後の補償内容です。
更新前の補償内容とは異なることがありますので、ご注意ください。

［更新加入依頼書等記載の内容］
更新加入依頼書等に記載しているご加入者（団体の構成員）の氏名（ふりがな）、社員コード、所属等についてご確認いただき、変更があれば訂正いただきます
ようお願いいたします。また、現在のご加入内容についてもあわせてご確認いただき、変更がある場合は、パンフレット記載の「お問い合わせ先」までご連絡ください。

［ご加入内容を変更されている場合］
ご加入内容を変更されている場合、お手元の更新加入依頼書等には反映されていない可能性があります。なお、自動更新される場合は、ご契約はこの更新加入
依頼書等記載の内容にかかわらず、満期日時点のご加入内容にて更新されます。

●保険契約者である企業または団体は引受保険会社に本契約に関する個人情報を提供いたします。引受保険会社および引受保険会社のグループ各社は、本契約
に関する個人情報を、保険引受の判断、本契約の管理・履行、付帯サービスの提供、他の保険・金融商品等の各種商品・サービスの案内・提供、アンケート等を
行うために利用する他、下記①から⑥の利用・提供を行うことがあります。なお、保健医療等の特別な非公開情報（センシティブ情報）の利用目的は、保険業法
施行規則により、業務の適切な運営の確保その他必要と認められる範囲に限定されています。
①本契約に関する個人情報の利用目的の達成に必要な範囲内で、業務委託先（保険代理店を含みます。）、保険仲立人、医療機関、保険金の請求・支払い
に関する関係先、金融機関等に対して提供すること

②契約締結、保険金支払い等の判断をするうえでの参考とするために、他の保険会社、一般社団法人日本損害保険協会等と共同して利用すること
③引受保険会社と引受保険会社のグループ各社または引受保険会社の提携先企業等との間で商品・サービス等の提供・案内のために、共同して利用すること
④再保険契約の締結、更新・管理、再保険金支払等に利用するために、国内外の再保険引受会社等に提供すること
⑤質権、抵当権等の担保権者における担保権の設定等に係る事務手続きや担保権の管理・行使のために、その担保権者に提供すること
⑥更新契約に係る保険引受の判断等、契約の安定的な運用を図るために、保険の対象となる方の保険金請求情報等（過去の情報を含みます。）をご契約者
およびご加入者に対して提供すること

詳しくは、東京海上日動火災保険株式会社のホームページ(www.tokiomarine-nichido.co.jp)および他の引受保険会社のホームページをご参照ください。
●損害保険会社等の間では、傷害保険等について不正契約における事故招致の発生を未然に防ぐとともに、保険金の適正かつ迅速・確実な支払を確保するため、
契約締結および事故発生の際、同一の保険の対象となる方または同一事故に係る保険契約の状況や保険金請求の状況について一般社団法人日本損害保険
協会に登録された契約情報等により確認を行っております。これらの確認内容は、上記目的以外には用いません。

１ 個人情報の取扱い

Ⅳ  その他ご留意いただきたいこと

●傷害補償で、ご加入者以外の方を保険の対象となる方とするご加入について、死亡保険金受取人を法定相続人以外の方に指定する場合、その保険の対象となる
方の同意を得なかったときは、ご加入は無効になります。

●がん補償について、以下に該当する事由がある場合、ご加入は無効になります。
①この保険が継続されてきた最初のご加入（初年度契約といいます。）の保険始期前に、保険の対象となる方ががんと診断確定されていた場合
②保険金受取人を保険の対象となる方以外の方に指定する場合において、その保険の対象となる方の同意を得なかったとき（その保険の対象となる方を保険金
受取人にする場合は除きます。）

●ご契約者、保険の対象となる方または保険金の受取人が、暴力団関係者その他の反社会的勢力に該当すると認められた場合には、東京海上日動はご加入を解除
することができます。

●その他、約款等に基づき、ご加入が取消し・無効・解除となる場合があります。

２ ご加入の取消し・無効・重大事由による解除について

自然災害や感染症拡大の影響によりご加入手続き等を行うことが困難な場合に、「更新契約のご加入手続き」および「保険料相当額の払込み」に関して一定の猶予
期間を設ける特別措置をご利用いただける場合があります。
※ご利用いただける特別措置の詳細につきましては、パンフレット記載の「お問い合わせ先」までご連絡ください。

３ ご加入手続き等の猶予に関する特別措置について

●引受保険会社の経営が破綻した場合等には、保険金、返れい金等の支払いが一定期間凍結されたり、金額が削減されることがあります。
●引受保険会社の経営が破綻した場合には、この保険は「損害保険契約者保護機構」の補償対象となり、保険金、返れい金等は、補償内容ごとに下表のとおりと
なります。

４ 保険会社破綻時の取扱い等

経営破綻した場合等のお取扱い保険期間補償内容

原則として80％（破綻保険会社の支払停止から3か月間が経過するまでに発生した
保険事故に係る保険金については100％）まで補償されます。1年以内傷害補償、賠償責任に関する補償、

財産に関する補償、費用に関する補償
原則として90％まで補償されます。ただし、破綻後に予定利率等の変更が行われた場
合には、90％を下回ることがあります。

1年超

所得補償、団体長期障害所得補償、医療補償、がん補償、介護補償
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一般社団法人 日本損害保険協会 そんぽADRセンター
東京海上日動火災保険（株）は、保険業法に基づく金融庁長官の指定を受けた指定紛争解決機関
である一般社団法人日本損害保険協会と手続実施基本契約を締結しています。
東京海上日動火災保険（株）との間で問題を解決できない場合には、同協会に解決の申し立てを行う
ことができます。
詳しくは、同協会のホームページをご確認ください。（https://www.sonpo.or.jp/)

-22-

●事故が発生した場合には、直ちに（介護補償については遅滞なく、所得補償、団体長期障害所得補償、医療補償、がん補償等については30日以内に）パンフ
レット記載の「お問い合わせ先」までご連絡ください。

●賠償責任に関する補償において、賠償事故にかかわる示談交渉は、必ず東京海上日動とご相談いただきながらご対応ください。
●保険金のご請求にあたっては、約款に定める書類のほか、以下の書類または証拠をご提出いただく場合があります。

・印鑑登録証明書、住民票または戸籍謄本等の保険の対象となる方、保険金の受取人であることを確認するための書類
・東京海上日動の定める傷害もしくは疾病の程度、治療内容および治療期間等を証明する保険の対象となる方以外の医師の診断書、領収書および診療報酬
明細書等（からだに関する補償においては、東京海上日動の指定した医師による診断書その他医学的検査の対象となった標本等の提出を求める場合があります。）

・他の保険契約等の保険金支払内容を記載した支払内訳書等、東京海上日動が支払うべき保険金の額を算出するための書類
・高額療養費制度による給付額が確認できる書類
・附加給付の支給額が確認できる書類
・東京海上日動が保険金を支払うために必要な事項の確認を行うための同意書
・公的介護保険制度の要介護認定等を証明する書類（介護補償（年金払介護）においては、それぞれの保険金支払基準日において有効な書類とします。）

●保険の対象となる方または保険金の受取人に保険金を請求できない事情があり、保険金の支払いを受けるべき保険の対象となる方または保険金の受取人の代理人
がいない場合は、保険の対象となる方または保険金の受取人の配偶者＊1または3親等内のご親族（あわせて「ご家族」といいます。）のうち東京海上日動所定の
条件を満たす方が、保険の対象となる方または保険金の受取人の代理人として保険金を請求できる場合があります。
*1 法律上の配偶者に限ります。

●保険の対象となる方または保険金の受取人の代理人として保険金のご請求をされる場合は、以下の点についてご了承ください。
・保険金をお支払いした場合、保険の対象となる方には原則その旨のご連絡はいたしませんが、保険金のお支払後に、保険の対象となる方（またはご加入者）から
ご加入内容についてご照会があったときは、保険金をお支払いした旨回答せざるを得ないことがあります。このため、保険の対象となる方（またはご加入者）に傷病名
等を察知される可能性があります。

・保険金のご請求があったことを保険の対象となる方（またはご加入者）が知る可能性がある具体的事例は以下のとおりです。
1．保険の対象となる方（またはご加入者）が東京海上日動にご加入内容をご照会された場合
2．特約の失効により、ご加入者が保険料の減額を知った場合
3．ご加入者がご加入内容の変更手続きを行う場合

本内容については、ご家族の皆様にご説明ください。
●保険金請求権には時効（3年）がありますのでご注意ください。
●損害が生じたことにより保険の対象となる方等が損害賠償請求権その他の債権を取得した場合で、東京海上日動がその損害に対して保険金を支払ったときは、

その債権の全部または一部は東京海上日動に移転します。
●賠償責任に関する補償において、保険の対象となる方が賠償責任保険金等をご請求できるのは、費用保険金を除き、以下の場合に限られます。

1．保険の対象となる方が相手方に対して既に損害賠償としての弁済を行っている場合
2．相手方が保険の対象となる方への保険金支払を承諾していることを確認できる場合
3．保険の対象となる方の指図に基づき、東京海上日動から相手方に対して直接、保険金を支払う場合

６ 事故が起こったとき

５ その他ご加入に関するご注意事項

●東京海上日動の代理店は東京海上日動との委託契約に基づき、保険契約の締結・契約の管理業務等の代理業務を行っております。
したがいまして、東京海上日動の代理店と有効に成立したご契約については東京海上日動と直接締結されたものとなります。

●加入者票はご加入内容を確認する大切なものです。加入者票が到着しましたら、ご意向どおりのご加入内容になっているかどうかをご確認ください。また、加入者票が
到着するまでの間、パンフレットおよび加入依頼書控等、ご加入内容がわかるものを保管いただきますようお願いいたします。ご不明な点がありましたら、パンフレット記載
の「お問い合わせ先」までご連絡ください。なお、パンフレット等にはご加入上の大切なことがらが記載されていますので、ご一読のうえ、加入者票とともに保険期間の終了
時まで保管してご利用ください。

●ご契約が共同保険契約である場合、各引受保険会社はそれぞれの引受割合に応じ、連帯することなく単独別個に保険契約上の責任を負います。また、幹事保険
会社が他の引受保険会社の代理・代行を行います。引受保険会社については、＜共同保険引受保険会社について＞をご確認ください。

事故受付センター（東京海上日動安心110番）のご連絡先は、後記をご参照ください。

本説明書はご加入いただく保険に関するすべての内容を記載しているものではありません。詳細につきましては、「団体総合生活保険 普通保険約款および特約」に
記載しています。必要に応じて、団体までご請求いただくか、東京海上日動のホームページでご参照ください（ご契約により内容が異なっていたり、ホームページに保
険約款を掲載していない商品もあります。）。ご不明点等がある場合は、パンフレット記載の「お問い合わせ先」までご連絡ください。
インターネット等によりお手続きされる場合は、加入依頼書等へ記載することにかえて、画面上に入力してください。また、本説明書中の「健康状態告知書」は「健康
状態の告知の画面」と読み替えてください。

東京海上日動のホームページのご案内
www.tokiomarine-nichido.co.jp 事故受付センター

（東京海上日動安心110番）
0120-720-110
受付時間︓24時間365日

＜共同保険引受保険会社について＞

東京海上日動火災保険株式会社

保険の内容に関するご意見・ご相談等はパンフ
レット等記載の「お問い合わせ先」にて承ります。

引受割合引受保険会社引受割合

10%

引受保険会社

損害保険ジャパン株式会社＊

*ただし、からだに関する補償（除くがん補償）、
賠償・財産・費用に関する補償（除く介護補償）、
お子さまに関する補償のみ

通話料
有料

指定紛争解決機関保険の内容に関するご意見・ご相談等

0570-022808 IP電話からは03-4332-5241をご利用ください。
受付時間 ︓ 平日 午前9時15分～午後5時
（土日祝・年末・年始はお休みとさせていただきます。）
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ご加入内容確認事項（意向確認事項）

１．保険商品が以下の点でお客様のご希望に合致した内容となっていることをパンフレット・重要事項説明書等でご確認ください。
万一、ご希望に合致しない場合はご加入内容を再度ご検討ください。
□保険金をお支払いする主な場合 □保険金額、免責金額（自己負担額）
□保険期間 □保険料・保険料払込方法
□保険の対象となる方

２．加入依頼書等の記入事項等につき、以下の点をご確認ください。万一、記入漏れ、記入誤りがある場合は、加入依頼書等を訂
正してください。また、下記事項に関し、現在のご加入内容について誤りがありましたら、パンフレット記載の「お問い合わせ先」まで
ご連絡ください。

３．重要事項説明書の内容についてご確認いただけましたか︖
特に「保険金をお支払いしない主な場合」、「告知義務・通知義務等」、「補償の重複に関するご注意＊1」についてご確認ください。
*1  例えば、個人賠償責任補償特約をご契約される場合で、他に同種のご契約をされているとき等、補償範囲が重複することがあります。

※インターネット等によりお手続きされる場合は、本確認事項中の「記入」を「入力」と読み替えてください。

左記以外
の補償介護補償がん補償所得補償傷害補償確認事項

―○○○○ ＊1
□加入依頼書等の「生年月日」または「満年齢」欄、「性別」欄は正しくご記入い

ただいていますか︖
*1 こども傷害補償の場合は、必ずご確認ください。

――――○

□加入依頼書等の「職業・職務」欄、「職種級別」欄は正しくご記入いただいてい
ますか︖

※各区分（ＡまたはＢ）に該当する職業例は下記のとおりです。
○職種級別Ａに該当する方︓

｢事務従事者｣、｢販売従事者｣等、下記の職種級別Ｂに該当しない方
○職種級別Ｂに該当する方︓

｢自動車運転者」、｢建設作業者｣、｢農林業作業者｣、｢漁業作業者｣、｢採
鉱･採石作業者｣、｢木・竹・草・つる製品製造作業者｣（以上、6職種）

※交通事故傷害危険のみ補償特約、ゴルフ中の傷害危険のみ補償特約をセット
される場合には、確認不要です。

―――○―□加入依頼書等の「職業・職務」欄は正しくご記入いただいていますか︖

―――○―

□保険金額は、平均月間所得額＊2以下となっていますか︖（平均月間所得額＊2

を上回っている場合には、その上回る部分については保険金をお支払いできません
ので、ご注意ください。）
なお、保険金額の設定方法やお引受けできる限度額についてはパンフレット等を
ご確認ください。

*2 「平均月間所得額」とは、加入申込み直前12か月における保険の対象とな
る方の所得の平均月額をいいます。

―○ ＊3○○―

●『健康状態告知が必要な場合のみ』ご確認ください。
□保険の対象となる方が「健康状態告知」欄に正しく告知いただいていますか︖
*3 介護補償については、保険の対象となる方からのご依頼を受けた団体構成

員が保険の対象となる方の健康状態を確認したうえで、代理で告知いただく
ことも可能です。

○○○○○□加入依頼書等の「他の保険契約等」欄は正しく告知いただいていますか︖

本確認事項は、万一の事故の際に安心して保険をご利用いただけるよう、ご加入いただく保険商品がお客様のご希望に合致した内容であること、ご加入いただくうえ
で特に重要な事項を正しくご記入をいただいていること等を確認させていただくためのものです。
お手数ですが以下の各質問事項について再度ご確認いただきますようお願い申し上げます。
なお、ご確認にあたりご不明な点等がございましたら、パンフレット記載の「お問い合わせ先」までご連絡ください。
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告知書の質問をよくお読みいただき､ご記入ください｡

所得補償･団体長期障害所得補償(GLTD)･医療補償･がん補償･介護補償に新たにご加入される場合､または更新にあたり補償内容をアップされる場合 には､保
険の対象となる方(被保険者)について健康状態の告知が必要です｡

更新前契約に補償対象外となる病気･症状が設定されており､告知書ご記入日時点で､告知書記載の質問すべてのご回答が｢なし｣となる場合を含みます(更新後契約につい
ては補償対象外となる病気･症状を補償対象にすることができます｡告知書にご回答がない場合には､更新前契約と同条件での更新となります｡)｡

※医療補償またはがん補償で家族タイプにご加入される場合には､保険の対象となる方(被保険者)ご本人のほか､配偶者様や満23歳未満のお子様全員についても告知が必要です｡

※一括告知制度を採用している場合は､ご契約者が一括してご記入ください｡
ご家族の方を保険の対象とする場合は､ご家族の方ご自身がご記入ください｡
介護補償にのみ(追加)加入される場合で､団体構成員のご家族(団体構成員の配偶者､子供､両親､兄弟及び団体構成員と同居の親族)を保険の対象となる方(被
保険者)とするときには､被保険者からのご依頼を受けた団体構成員が被保険者の健康状態を確認したうえで､代理で告知いただけます｡
更新時に補償内容をアップされた場合､補償内容をアップされた部分については､保険金をお受け取りいただけないことがあります｡

告知いただく内容例は次のとおりです｡

① 入院または手術の有無(予定を含みます｡)
② 告知書記載の特定の病気･症状に関する､過去2年以内の医師の指示
による検査･治療(投薬の指示を含みます｡)の有無

③ 過去2年以内の健康診断･人間ドックにおける所定の検査の異常指摘の
有無 等

※ 告知いただく内容は､保険種類等によって異なりますのでご注意ください｡詳しくは加入依頼書等の告知項目をご確認ください｡

以下のケースも告知が必要となります｡

●現在､医師に入院や手術をすすめられている｡
●過去2年以内に告知書記載の特定の病気について医師の
指示による投薬を受けていたが､現在は完治している｡

●過去2年以内の健康診断における告知書記載の検査で
｢要精密検査｣と指摘をされたが､精密検査の結果､異常は
見つからなかった｡

新たな保険契約への切換の場合､新たに告知が必要となる等のご注意いただきたい事項があります｡ 詳しくは､重要事
項説明書をご確認ください｡

告知すべき内容を後日思い出された場合には､≪お問い合わせ先≫までご連絡ください｡

所得補償･団体長期障害所得補償(GLTD)･医療補償･介護補償については､支払責任の開始する日よりも前に
被っているケガまたは病気･症状を原因として､支払責任を開始する日以降に就業不能や入院等をされた場合には､そ
の原因が告知対象外のケガまたは病気･症状であったり､正しく告知いただいていた場合であっても､保険金のお支払対
象とならないことがあります｡ただし､支払責任の開始する日から1年を経過した後に開始した就業不能や入院等につい
ては､保険金のお支払対象となります｡

※お客様控のない加入依頼書の場合は､お手数ですがコピーをお取りいただき大切に保管してください｡
※インターネット等によりお手続きされる場合は､告知書へ記入することにかえて､画面上に入力してください｡
また､本資料中の｢告知書｣は｢健康状態の告知の画面｣と読み替えてください｡

この資料は告知の大切さについて､その概要を記載したものです｡
告知に関するお問い合わせは､ ≪お問い合わせ先≫までご連絡ください｡
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〔営業時間〕9：30～17：00　　〔営業日〕平日　月曜～金曜
〔ホームページアドレス〕https://www.web-tac.co.jp/jtb/ 　

事務取扱
東京海上日動あんしんコンサルティング株式会社　JTB営業部
北海道・東北・関東・新潟・山梨にお住まいの方　　：TEL 0120-981-756
北陸・愛知・三重・岐阜・静岡・長野にお住まいの方：TEL 0120-314-222
関西・中国四国にお住まいの方　　　　　　　　　　：TEL 0120-860-283
九州・沖縄にお住まいの方　　　　　　　　　　　　：TEL 0120-721-888


